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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　　ジョエル・ブラッドレイ







「おまえは常々、『ブラッドレイ家のためになることをしたい』と言ってくれていたね？」

　夕食後のファミリーリビング。ソファの向かい側に座ったお祖父じい様が、優やさしい声で僕に言う。いかにも上品な老紳しん士しという風ふう貌ぼう、にこやかな笑えみ。だけど相変わらずその目つきは鋭するどいまま。さすがは悪名高きブラッドレイ家の当主だけはある。

「もちろんです。お祖父様」

　僕は『従順で無む邪じや気きな孫』仕様の笑みを浮うかべてやりながら、食後の紅茶を飲む。お祖父様がそうなら、僕だって同じブラッドレイ家の一員。化かし合いならお手の物だ。

「もちろんです。このブラッドレイ家のためになることならなんでもしたい……僕はいつでもそう思っています。でも僕ではなかなか役に立てないのが残念です」

　僕は、いかにも残念そうな顔でため息をつきながら言う。

「おまえは、見れば見るほど本当に麗うるわしい。ブラッドレイ家の『幸運の星』を持つ人間は残らずとても美しい容姿をしているが……おまえは群を抜ぬいている」

　僕の頭の上から足の先までをじっくりと眺ながめながら、お祖父様が言う。その視線には賞賛の光があるけれど、それは愛する孫を手放しで褒ほめる時のものとは違ちがう気がする。例えば……売りものの宝石を眺めている時のような目。この石はランクが高いから高値で売れそうだ、みたいな。

　……まあ、さすがのお祖父様もそこまで悪人じゃないだろう。僕の考え過ぎだろうけど……。

「もしもおまえが女性なら、愛人にしたいと名乗りを上げる男性は、数えきれないほどいただろうにな」

　もう聞き慣れたはずのお祖父様の言葉に、僕は内心眉まゆをひそめる。

　……この言葉……解わかっているつもりだけど、いつ聞いても複雑な気分だ。

　僕の名前はジョエル・ブラッドレイ。二十四歳。英国にあるブラッドレイ家の屋や敷しきで、現当主である祖父、そして両親とともに暮らしている。将来的にはブラッドレイ家が経営するいくつかの会社のうちの一つで取とり締しまり役やくとして働くことになるだろうから、今はロンドン市内にある大学の経済学部に通っている。本当は英国文学や演劇に興味があって、友人達が主しゆ宰さいする劇団から頼たのまれて、公演の脚きやく本ほんを書いたりしてる。もちろん本名で書くわけにはいかないから、毎回適当なペンネームで。お客さんもどんどん増えていて手て応ごたえを感じているし、何よりも楽しいし、本当は、将来はこのままプロの脚本家になりたい。

　……もちろん許されるわけがないから、ずっと秘密にしておくけれどね。

　実は。僕のいるブラッドレイ家は、かなり特とく殊しゆな歴史を持つ一族だ。ブラッドレイ家の血を引く女の子の中には、ごく稀まれに赤い星形の痣あざを持って生まれてくる子がいる。その痣は『幸運の星』と呼ばれていて、それを身体からだに持つ者を抱だくと、とんでもない幸運が訪おとずれるらしい。そしてブラッドレイ家の当主は、痣のある子を、愛人としていろいろな王家や大だい富ふ豪ごうに嫁とつがせてきたらしい。そのおかげで政治的な立場は強いから、ちょっとした金持ちでは太刀たち打ちできないのだけれど……由ゆい緒しよ正しい家いえ柄がらの人々からは『娘むすめを売り飛ばす下げ賎せんな一族』と呼ばれて蔑さげすまれてきた。

　そして、『幸運の星』を持つのは基本的に女子だけと言われている。だけどごくごく稀に、男でもそれを持って生まれてくる子がいるらしい。そして僕もまたそのうちの一人。左胸に、小さな星形の赤い痣がある。

「ごらんのとおり、僕は男です。せっかく『幸運の星』を持って生まれたのに、何のお役にも立てなくて、本当に申し訳ないと思っています」

　僕は思ってもないことを、今夜も口にする。いつものやりとりだけど……今夜のお祖父様は、いつもと違う顔をしている。

「実は……おまえに秘密にしていたことがあるんだ」

　お祖父様が浮かべているのは、とても複雑な表情。それを見て、とても嫌いやな予感が胸に湧わき上がる。お祖父様はいかにも沈ちん鬱うつな様子で眉を寄せてはいたけれど、その口元はわずかに笑っていた。もちろんすぐにその笑みは消えたけれど。それはなんとも表現のしがたい表情で……まるで、狡こう猾かつな狐きつねが、獲え物ものに警けい戒かいされないように牙きばを隠かくしているかのような……。

「秘密……ですか？」

「ああ……口にするのもはばかられるのだが、おまえにはどうしても話さねばなるまい。おまえ自身の人生に大きく関かかわってくることだからね」

「僕の……？」

　ますます大きくなる嫌な予感に、僕は思わず眉をひそめる。

「実は……」

　お祖父様は咳せき払ばらいをして、完かん璧ぺきな苦く渋じゆうの表情を作る。それはまるで、本当に舞ぶ台たいの上にいるかのよう。お祖父様も、両親も、このブラッドレイ家の人間のすることは、こんなふうにすべてが芝しば居いじみている。みんな、金かね儲もうけなんかに没ぼつ頭とうしないで俳優になっていれば、もう少しまともな人生を送れただろうに。

「おまえには、『幸運の星』のジンクスを発動させられるのは女性だけ……今までそう話してきたね」

　お祖父様は僕から目をそらし、さもつらそうな声で言ってため息をつく。

「はい。まさか……違うのですか？」

　僕は、呆ぼう然ぜんとしながら聞く。

　今までの当主と同じく、お祖父様は『幸運の星』を持ってブラッドレイ家に生まれた子女達を残らずどこかの大富豪の愛人にしてきた。その見返りに『結ゆい納のう金』という名の莫ばく大だいな報ほう酬しゆうを受け取ってきたんだ。そして、ブラッドレイ家の当主はこの優ゆう雅がな生活を維い持じしてきた。

「……僕は、どこかのマダムの愛人にならなくてはいけない……ということですか？」

　友人と、どんな女性がタイプか？　って話をしている時、冗じよう談だんで「年上の有ゆう閑かんマダム。一生その人に養ってもらうんだ」と言ったこともある。僕の友人は演劇人が多くて、みんないつもお金に困ってる。だからその話をした時、「それ、絶対いい！」「俺もそうしよう！」なんて盛り上がったけれど……それはあくまで冗談の話で……。

　……知らない女性の愛人？　望んでそうなるならともかく……愛してもいない相手と、セックスをしろというのか？

　考えただけで、その罪深さに血の気が引く。

「いや、おまえは誤解をしている。そうじゃないんだ」

　お祖父様は、慌あわてたように言う。その言葉に僕は不思議なほどホッとする。

「失礼しました。そう……ですよね」

　……やっぱり、何かの間ま違ちがいだ。何を早はや合が点てんしているんだ、僕は？

　今まで大富豪のもとに行った『幸運の星』を持つ女性達は、富と将来を得るために、自分から望んで愛人になったと聞いている。

　……考えてみれば、昔はともかく、今の時代にそんなことを強要できるわけがない。

「愛人になることを望んでもいないのに、誰だれかのもとに送られるなんて。そんな非道なこと、許されるわけが……」

「ジョエル」

　お祖父様は僕の言葉を遮さえぎって言う。

「私が言ったのは、そういう意味ではない。おまえに黙だまっていたのは……」

　お祖父様は深いため息をついてから、とても言いづらそうな口調で、

「……たとえ男同士でも、奇き跡せきは発動する、ということなんだ」

「……は……？」

　とっさに理解できず、僕は呆然とする。

　……男同士？　お祖父様は、いったい何の話をしているんだ……？

「……ええと……」

　僕は混乱してしまいながらも、必死で考えをまとめようとする。

「相手が女性でも、同じように奇跡が起きるんですよね？　それなら……」

「ブラッドレイ家の『幸運の星』は、女子だけが持つもの。それを持って生まれた男子が特殊なのだと、文ぶん献けんには書いてある。今までにも『幸運の星』を持つ男子が生まれたことはあるのだが……」

　お祖父様は、まるで脅おどすような厳しい目で僕を見つめながら言う。

「……相手が女性だった時には、奇跡は発動しなかった。そして男性を相手にして、初めて奇跡が起きた。男同士にもかかわらず」

「そんな……それって、男同士で……？」

　僕は声が震ふるえてしまうのを感じて、言葉を切る。いずれにせよ、お祖父様にあからさまなことを聞く訳にはいかないだろう。

　……男性を相手にしてってことは……男同士でセックスをしたってことだよね？　そしてお祖父じい様は、僕にも同じことをしろって言ってるんだよね？

　考えただけで目め眩まいがしてくる。

　……肉親の口からそんな言葉を聞くなんて、あまりにもひどい状じよう況きようで……。

「そんな心配そうな顔をしなくても、おまえの相手には最高の男性を選ぶつもりで……」

「すみません、お祖父様」

　お祖父様の言葉をとっさに遮った僕の声は、ひどくかすれていた。

「少し混乱しています。部屋に戻もどって、少し一人になってもいいですか？」

「たしかに、顔色が悪いな。まだまだ子供なところがあるおまえには、少しショックの大きい話だったかもしれないね」

　これ以上衝しよう撃げき的なことを聞かされたら、お祖父様の前で醜しゆう態たいをさらしてしまうかもしれない。そんなふうに弱みを見せられるほど、お祖父様は生易しい相手ではないんだ。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。少し頭を整理したいだけで……」

　言って、僕は立ち上がる。なんとか平静を保っているつもりだったのに、ふいに膝ひざから力が抜ぬける。慌てて手を伸のばし、ソファの背に手をついて身体を必死で支える。

「大丈夫かい、ジョエル？　すぐに家令を呼ぼう」

「いいえ、急に立ち上がったので、少し目眩がしただけなんです。一人で……」

　言うけれど、お祖父様はサイドテーブルに置かれた古風な内線電話の受話器を持ち上げ、家令を呼んでしまう。

「転んで、顔にケガでもしたら大変だ」

　お祖父様が立ち上がり、僕をまたソファに座らせる。僕を上から見下ろして、お気に入りの美術品を見ている時と同じ顔でにっこりと微笑ほほえむ。

「おまえは、こんなに綺き麗れいなんだからね」

　お祖父様が手を伸ばし、皺しわだらけの手が僕の頰ほおを撫なで回す。カサカサと乾かわいた感かん触しよく、やけに優やさしい手つきに、わずかに寒気がする。

「ああ……これはきっと神様からの贈おくり物だな」

　お祖父様は、シャツに隠された僕の胸むな元もとに視線を落とす。

「こんなに麗うるわしい容姿、そして『幸運の星』。二つを持ち合わせて生まれてくるなんて……おまえは本当に恵めぐまれた子だ」

　満足げに言い、それから本物の笑えみを浮うかべて言う。

「近々、おまえのためにパーティーを開くことにしよう。世界中のＶＩＰに招待状を送らなくてはね。その中から、おまえを大切にしてくれそうな最高の男性を選ぶことにしよう」

「選ぶ？　ちょっと待ってください、お祖父様。僕は……」

「ああ……そうだな」

　お祖父様は何かを思い出すような顔で僕の言葉を遮り、それから、

「もちろん、一人に決められなかったら、何人かの紳しん士しと契けい約やくを結んでもいいんだよ。今までも、そうしたことは許されてきたからね。そうそう、私の一番上の娘むすめ……おまえの伯母おばさんに当たる人は、七人と愛人契約を結んで、全員を幸せにした。まるで天使のようじゃないか」

　その言葉に、さらに血の気が引いてしまう。

　……複数の男と愛人契約？　いったい何を言ってるんだ？

　あまりにも不ふ謹きん慎しんな風習に、目眩がする。

　……ああ、もう何も聞きたくない……。

「失礼いたします」

　ドアが開き、家令のヨハンが部屋に入ってくる。彼は僕を見て驚おどろいた顔をする。

「ジョエル様、大丈夫でございますか？」

　言いながら、早足で僕に近づいてくる。僕は心配をかけないように必死で笑って言う。

「大丈夫だよ、ヨハン」

「でも顔色が悪うございますよ」

　本気で心配そうな顔。物心ついた時からずっと味方でいてくれた彼の表情には、いつもこうして噓うそがない。

「貧血らしい。部屋に連れて行ってやってくれ」

「かしこまりました」

　お祖父様の言葉に家令はうなずき、僕に手を貸して立ち上がらせてくれる。

「ありがとう。でも、もうよくなったから」

　本当はまだクラクラするけれど、高こう齢れいで膝が悪くなっているヨハンにすがって歩くことなんかできない。

「ヨハンの膝を心配してくださっているのなら、大丈夫でございますよ。ちゃんと手伝いを呼んでありますからね」

　ヨハンは言って僕に微笑み、ドアの方に合図を送る。そこには、いつの間にかフットマン達が控ひかえていた。彼らは双ふた子ごでヨハンの孫。僕より一つ年下の彼らはまだ若くて力が強く、いつもヨハンの手助けをしてくれている。二人はドイツのホテル学校に通っていたから、どこかのホテルに就職するのだろうと思っていたけれど……ありがたいことに、今はこの屋や敷しきに戻ってきてくれている。僕とも昔からの顔見知りだ。

「ジョエル様、大丈夫ですか？」

「失礼いたします」

　二人は素す早ばやく部屋を突つっ切って来て、僕に手を貸してくれる。長身でマッチョな二人に両側から支えられると、まるで自分が本当の病人にでもなったかのような気がする。

　……僕が彼らのように逞たくましい男だったら、お祖父様もあきらめてくれただろうか？　そう思うと、昔から病気がちだった、この細い身体からだが本当に疎うとましい。

「くれぐれも気をつけてくれ。ジョエルは大切な身体なのだからな」

　お祖父様が、僕に対するのとは別人のような口調で言う。双子は深く頭を下げてから、僕を支えて廊ろう下かに出る。ヨハンが背後でドアをそっとしめ、僕はやっと息をつくことができる。どうやら、まともに呼吸ができていなかったみたいだ。

「苦しいんですか？　深呼吸をした方がいいです」

「本当は、お姫ひめ様さま抱だっこで行く方が早いんですが」

　双子が口々に言う。昔から世話好きだった彼らの言葉に、思わず笑ってしまう。

「ありがとう。でも遠えん慮りよしておく。僕は、おしとやかなお姫様じゃないからね」

　僕の性格を知っている二人は、おかしそうに笑ってくれる。

「たしかにそうでした」

「ジョエル様は昔から、人一倍、男らしい方ですからね。学生時代のあだ名は『無敵のジョエル女王様』でしたっけ？」

「最後はね。最初は『麗しのジョエル姫』だったけど」

　僕は言いながら、昔のことを思い出す。

　身体の弱かった僕は学校に通うことを許されず、家庭教師をつけられて屋敷から出ることができなかった。だけど十六歳の誕生日に、僕は一大決心をし、スイスにある寄宿学校に進ませてくれるようにとお祖父様に懇こん願がんした。こつこつ身体を鍛きたえたせいで健康は取り戻していたし、お祖父様が金に糸目を付けずに優ゆう秀しゆうな家庭教師を集めてくれたおかげで学力にも語学にも自信があった。なにより、このまま屋敷に閉じ込められていたら、自分がダメになってしまいそうな気がしたから。家庭教師達も、僕の成績ならどんな学校の入学試験にでも合格できると太たい鼓こ判ばんを押してくれた。お祖父様は「寄宿学校なんてとんでもない」と言ったけれど……僕の熱意に負けて、屋敷から通える場所にある、私立のお坊ぼつちゃま学校に進むことを渋しぶ々しぶ許してくれたんだ。その学校に入った時、上級生から最初につけられたあだ名が『麗しのジョエル姫』だった。まあ、卒業する頃ころには僕の性格が知しれ渡わたり、『無敵のジョエル女王様』に変わっていたけれどね。

「僕は『無敵の女王様』だよ？　もう大丈夫。お祖父様の近くの、酸素が薄うすいだけ」

　僕が小声で言うと、二人は複雑な顔で微かすかに笑う。これは僕らの間で昔から言われていた冗じよう談だんだけど、最近はあんまり笑えない。すっかり健康になったはずの僕が、ふいに発ほつ作さを起こすのは、たいがいお祖父様の近くにいる時だから。

　僕はなんとか平静を保って廊下を歩き、エントランスホールの大階段にたどり着く。エントランスホールを掃そう除じしていたメイド達が頭を下げるのを見て、ますます情けない姿をさらせないと思う。

「僕は部屋に戻るから、お茶を運んでくれないかな？　そうだ、庭師が、中庭のオレンジがたくさん実ったって言ってたけど」

　年かさのメイド長に言うと、彼女はにっこり笑って、

「そうなんですよ。よろしければ、ジョエル様がお好きなフルーツティーにいたしましょうか？　オレンジのほかに、上等のベリーと桃もももありますので」

「嬉うれしいな。うちの屋敷のフルーツティーは世界一だからね。あ、あと、何か甘いものがあったら少し。お祖父様といるとエネルギーを消しよう耗もうするんだよね」

　僕がため息をつきながら言うと、メイド達が楽しそうにくすくす笑う。お祖父じい様や両親がいる時には影かげのようにふるまって絶対に顔を上げようとしない彼女達も、僕だけの時にはこうして明るい顔を見せてくれて嬉しい。お祖父様、それに僕の両親は、昔から使用人と主人は身分が違ちがうというおそろしく古い考えを持っている。家令以外の使用人は、その姿すら目に入らないようなふりをする。すぐそばにメイド達がいるのにわざわざ家令を呼んで「メイド達に、掃除が行き届いていないと伝えなさい」と命令したりして。本当に、呆あきれるばかりで……。

　僕は心配そうな家令とフットマンを階段の下に残して、できるだけ身軽に見えるよう階段を上がる。二階の廊下を突き当たりまで進んで、自分の部屋に入る。

「……はあ……」

　後ろ手にドアを閉めながら、重いため息。

「……まるで悪夢だ……」

　お祖父様は、僕をどこかの男の愛人にすることをまったく迷っていなかった。しかも、可能なら複数の男と愛人契約を結ばせようと思っているに違いない。

　……複数の男と契約が結べれば、お祖父様にはそれだけたくさんの代金が支し払はらわれる。本当に、僕はただの商品としか思われていなかったんだ……。

　今さらだけど、お祖父様に抱いだいてきた本能的な恐おそれのようなものが当たっていたことに僕は気づく。そして……。

　……お祖父様があれだけ自信満々だったということは……両親も承しよう諾だくしているのか？

「ジョエル、部屋にいるのかい？」

「少しお話があるのよ、ジョエル」

　まるで計ったかのようなタイミングで、ドアの外から声が聞こえる。それは、市街地まで買い物に出ているはずの両親の声で……。

「すみません、気分が優すぐれないので……」

　僕はドアに背中をつけたままで言う。

「おお、大だい丈じよう夫ぶなのかい、ジョエル？」

「大変。お医者さんを呼ばなくちゃ。あなたは大切な身体なんだから」

　自分の両親は、どうして僕の顔色をうかがうようなことばかりするんだろうと幼い頃から思っていた。僕が少しでも興味を示せばなんでも買ってもらえたし、僕が一言何かを言うだけで、二人はいつも大げさに驚いたり、笑ったりした。

　僕には、いろいろな事情で離はなれて暮らしている年ねん齢れいの離れた兄弟が三人いる。彼らに対して、両親はとても口うるさくて厳しい。なのに、両親は僕のことは一度も叱しかったことがない。ほかの兄弟と僕とはまったく違う扱あつかいを受けていることは、子供の頃から気づいていた。それは、僕の身体が弱いからなのだとずっと思っていたけれど……。

　僕は、ふいにあることに気づいて、愕がく然ぜんとする。

　どこか媚こびるようなあの様子、そして心から笑ってはいない眼まな差ざし。それは、お祖父様のそれととてもよく似ている気がして……。

「一つ、お聞きしたいことがあるんです」

　僕は、ドアに背中をつけたままで言う。

「どうしたんだい、ジョエル？」

「いったいどうしたの？　なんでも聞いてちょうだい、ジョエル」

　両親は、わざとらしいほどの優やさしい口調で言う。それは本当に、舞ぶ台たいの上にでもいるかのような……。

「お祖父様から、事情をお聞きしました」

　僕は、かすれた声で言う。

「僕は、ブラッドレイ家のために、どこかの男の愛人になるべきなのですか？　しかも複数の男とそういう関係に？　お父様もお母様も、それに賛成したのですか？」

　ドアの向こうに、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。それから母親がやけに優しい声で言う。

「あなたは、高貴な血を持つブラッドレイ一族の一員なのよ。しかも『幸運の星』を持って生まれた。あなたは神様に選ばれた特別な子なのよ」

　まるでずっと前から用意されていた台詞せりふのように、滑なめらかな口調。

「しかもあなたは、そんなに綺き麗れい。あなたを大切にしてくれるお金持ちの男性は、きっとたくさんいるわ。ブラッドレイ家のためになるだけでなく、あなた自身も一生贅ぜい沢たくをして暮らせるのよ。光栄に思わなくちゃ。そうでしょう？」

　僕はその言葉をとても信じられない気持ちで聞いていた。

　……一族のために男に抱かれなさい、しかも複数の男に、そう言ってるんだよね？

　僕は絶望的な気持ちになりながら、思う。

　……これが、実の子供に言う言葉か……？

　祖父の一番目の娘むすめ……『幸運の星』を持って生まれてきた人だ……に対して、僕の母親は、昔から激しいコンプレックスを持ってきたらしい。「あなたが『幸運の星』を持って生まれてくれたから、やっと姉さんと対等になれたのよ」……母の口からそう聞いたことがある。それを聞いたのはまだ子供の頃だったから、その意味はまったく解わかっていなかったのだけれど。

　……だとしたら、母上は昔から知っていたのか？　男の僕でも一族の役に立てることを。

　胸の奥に、氷のような硬かたく冷たいものが沈しずんでいくのを感じる。

　……そうだ、でなければ「対等になれた」などと言うわけがなかった……そして……。

　全身から、ゆっくりと血の気が引いていく。

　……父上は、いつでもお祖父様や母上の言いなりだった。きっと同じ情報を共有していたに違いない。僕は、両親からも高値のつく商品としてしか見られていなかったんだ……。

　自分が今までいたのがどんなに脆もろい場所だったのかを、改めて思い知った気がする。これからのことを考えるだけで、絶望に吐はき気けがする。

「さあ、ドアを開けて。ジョエル。一いつ緒しよにお茶を飲みましょう」

「そうだな。今は少し驚おどろいているかもしれないけれど、お茶でも飲めば落ち着くだろう」

　二人がドアをそっとノックする音が聞こえる。僕は耐たえられなくなって、後ろ手のままそっとドアに鍵かぎをかける。

「申し訳ありません。今は少し気分が悪いので」

　両親の顔を見たら、いきなり泣いてしまいそうだった。彼らにまで商品として見られていたことが悲しい。そして、それにみじんも気づいていなかった自分が情けない。

「大丈夫かい？　大切な身体からだなのに」

「何かあたたかいものでも持ってこさせる？」

　両親が心配そうに言い、ドアノブがそっと回る。鍵がかかっていることに気づいてあきらめたのか、靴くつ音おとが遠ざかっていく。僕は力を失って、その場にずるずると座り込む。

　……こんなことで泣いちゃいけない。もっと強くならなくちゃいけない。

　僕は握にぎった拳こぶしを唇くちびるに押し当てながら、必死で涙なみだをこらえる。

　……僕には夢がある。だから、こんなところで負けるわけにはいかないんだ。

　僕の脳のう裏りを、一人の麗うるわしい男性の姿がよぎる。

　……彼と会えたことを、僕は運命だと思ってた。いつかはまた会いたいと思ってた。でも、そんなの、ただの子供っぽい幻げん想そうだろうか？

　そう、僕には、昔一ひと目め惚ぼれした人がいる。ルックスが派手なせいか、友人達からは遊んでいると誤解されてるみたいだけど……実はその相手のことが忘れられないせいで、まだ恋こい人びとすら作ったことがない。

　その相手に会ったのは、まだ高校生の頃ころ。ある高貴な一族の別べつ荘そうでひらかれたパーティーの時だった。




　　　　◆




「はあ……はあ……」

　中庭に並んだトピアリーの陰かげ。ひと気のないベンチに座り込んだ僕は、必死で深呼吸をする。心臓だけじゃなくて呼吸器も弱いから、少し無理をしただけでこんなふうになってしまう。さらに喘ぜん息そくの発ほつ作さまで起きたら目も当てられないのだけれど……。

「……ちくしょ、薬が入ってる鞄かばんを、クロークに預けられた……」

　僕はそのことを思い出して、絶望的な気分になる。エントランスでこの屋や敷しきの使用人にコートを預けている時、持っていた小型の鞄もお祖父様に取り上げられた。「こんな無ぶ粋すいな鞄は燕えん尾び服ふくには似合わないよ」と言われて、僕は必死で「喘息の薬が入っていますから」と取り戻もどそうとした。でも「楽しいパーティーに、薬なんか必要ないだろう？」とにっこり笑いながら言われて、どうしても拒きよ否ひできなかった。両親がお祖父様のご機き嫌げんを取るように、「きっと大丈夫よ」「気楽なパーティーだからね」と笑っていたのを見て、もう逆らえないのを知った。

　……何が、気楽なパーティーだよ……。

　僕は思い、両手で胸を押さえてため息をつく。

　……世界中の王おう侯こう貴族が集まってたじゃないか。しかも、品定めするような目でじろじろ眺ながめ回された……。

　お祖父じい様や両親に愛あい想そ良く挨あい拶さつを返しながらも、ゲスト達の目は僕から一時も離れなかった。僕を観察する彼らの視線は、たくさんのことを雄ゆう弁べんに物語っていた。

　悪名高きブラッドレイ家の血を引く人間、しかも今日が欧おう州しゆう社交界へのデビュー。彼らの目に浮うかんでいたのは、珍ちん獣じゆうを前にしたかのような激しい好こう奇き心しん、そして娘を売り飛ばして繁はん栄えいしてきた卑いやしい血族に対する侮ぶ蔑べつ、そしてブラッドレイ家の人間達が代々行ってきた罪に対する嫌けん悪お。

　……選んで、この家に生まれてきたわけではないのに……。

　思い出すだけで鼓こ動どうが速くなる。呼吸に、乾かわいたような嫌いやな雑音が混ざってくる。

　……やばい、このままじゃ喘息の発作が……。

　最近はだいぶ落ち着いてきていたはずなのに、きっと精神的なものもあるんだろう。しかもパーティー会場は禁きん煙えんにもかかわらず、すぐ近くにある喫きつ煙えん室からタバコやら葉巻やらの煙けむりが流れてきていて……。

　僕が席を立った時、お祖父様や両親はとがめるような目で僕を引き止めようとした。だけど「タバコの煙で苦しいので」と言ったら庭で休むことをなんとか許してくれた。すぐにでも迎むかえにきそうな顔をしていたから、あまりゆっくりもできなそうだけど……。

　……ああ、あそこに戻ることを考えるだけで、胸がまた苦しくなってくる……。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　頭の上から聞こえた声に、僕は一瞬、苦しさを忘れる。それは、それほどの美声で……。

「……え……？」

　ゆっくりと目を上げると、僕を見下ろしている長身の男がいた。

　呼吸を整えようとして必死だったのと、考え事をしていたせいで誰だれかが近くに来ていたことにまったく気づかなかった。

　すぐ近くにあるガーデンライトで逆光になっていて、彼の顔を見ることはできない。でも仕立てのいいタキシードに包まれたその長身は、若々しくて見事なスタイルで……。

「顔色が悪いようです。人に酔よいましたか？」

　男が言って、僕の前にひざまずく。すぐ近くで見つめてきたその顔は……。

　……うわ……。

　きちんと整えられた艶つやのある黒い髪かみ、陽ひに灼やけた滑らかな肌はだ。

　高貴な感じにまっすぐに通った高い鼻び梁りよう。

　男らしい眉まゆ、厳しく引き締しめられた形のいい唇。

　きっちりと刻まれた奥二重。

　見つめてくるのは、鉱物みたいに冷たい漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　だけど長めの睫まつ毛げが、やけにセクシー。

　彼は……まるで彫ちよう刻こくのように完かん璧ぺきな美び貌ぼうの男だった。

　……どうしよう？　ドキドキする……。

　僕は、陶とう然ぜんと見とれてしまいながら思う。

　彼がまとうのは、隠かくしようのない黄金きん色のオーラ。まるで王のように高貴な雰ふん囲い気き。僕は気け圧おされ、そして同時に魅み了りようされてしまう。

「水か何か持ってきましょうか？　苦しいのでは？」

　彼はその黒い瞳で、僕をまっすぐ見つめて言う。硬こう質しつな美貌とはうらはらに、その視線には本気で心配そうな様子が表れていて……なんだか胸が熱くなる。　>>>♥

「……大丈夫です。もうすっかりよくなりました。それより……」

　僕は、さっきまでの苦しさが魔ま法ほうのように消えていることに驚きながら言う。

「あなたは……誰？」

　もしも彼がどこかの国の王族だったら、これはとても失礼な質問だったろう。口にしてから気づくけれど、彼は気を悪くした様子もなく丁てい寧ねいな口調で答える。

「失礼しました。私の名前はヒューゴ・ベルギウス」

「……ベルギウス……」

　その一族の名前には聞き覚えがあった。僕は彼を見つめたまま呆ぼう然ぜんとする。

　……まさか……彼があのベルギウス家の人だなんて……。

「あなたの、名前を聞いてもいいですか？」

　彼の言葉に、僕は一いつ瞬しゆん答えを躊ちゆう躇ちよする。それから、

「ジョエル・ブラッドレイです」

「……ブラッドレイ……」

　彼の目が驚きにわずかに見開かれる。

　社交界の人間は、ブラッドレイの名前を聞いただけでさまざまな反応を示す。あからさまに興味深げな様子を見せる男もいるけれど……たいがいは嫌悪をあからさまにする。中でも王族の血を引くベルギウス家の反応はあからさまで、パーティーで顔を合わせるたびに争いが起きる。両家の因いん縁ねんは昔からというだけでなく、つい数年前にもベルギウス家の当主と僕のお祖父様が決けつ闘とう寸前の争いを繰くり広げたと聞いている。それからベルギウスの名前はお祖父様の前では絶対に口にしてはいけないと両親から厳しく言われてきた。「ベルギウス家は偏へん見けんに凝こり固まった冷れい酷こくな一族」だと何度も聞かされてきたし。

　……彼はそんな冷酷な人には見えない。でも彼も多くの人と同じように僕を軽けい蔑べつするだろうか？

　そう思ったら、不思議なほど悲しい気分になる。

　……生まれたくて、この一族に生まれてきたわけじゃないのに……。

「ブラッドレイ家の当主に対して、私の祖父が、とても失礼なことをしたと聞いています」

　ふいに彼の口から出た言葉に、僕は驚おどろいてしまう。

「……え？」

「それがきっかけになってブラッドレイ家とベルギウス家は溝みぞを深めることになってしまったのだと。私はいつか、そのことを謝罪しなくてはいけないと思っていました」

　彼は真しん剣けんな目で僕を見つめながら言う。

「本当ですか？」

　僕は信じられない気持ちで言う。頑がん固こ者のうちのお祖父様と面と向かって敵対できるのだから、ベルギウス家の当主もそうとうの強情のはずで……。

「もしもチャンスがあるのなら、私からでも謝罪ができれば嬉うれしいのですが」

　彼はその秀しゆう麗れいな眉を微かすかに寄せて言う。

「この狭せまい欧州社交界の中で、一族同士が敵対し続けるのはよくないと思います。争いはさらなる争いしか生まない」

　彼の深い美声が、夜の中に響ひびく。僕は魅了されてしまいながらうなずく。

「僕も同じ考えです。それにもしも許されるなら……」

　僕は彼の美貌に見とれながら、思わず言ってしまう。

「……あなたとも、もっとよく知り合いたいです」

「私と？」

「はい」

　警けい戒かいされるかも、と思いながらも僕はうなずく。だって、見とれるような硬質な美貌と深い美声を持つ彼に、僕はいきなり心を奪うばわれ、運命を感じてしまったんだ。

「うちの祖父はとても頑固で、一ひと筋すじ縄なわではいきません。だからちゃんと作戦を練らなきゃ。だから……改めて会うことにしましょう。予定は？」

　僕の言葉に、彼は少し呆然とした声で、

「私はスイスにある全ぜん寮りよう制せいの学校に通っていて、来週には寮に戻もどらなくてはいけないのですが」

「それなら明日、市内で待ち合わせましょう。できるだけ早い方がいいし」

　僕の言葉に、彼はまだ少し当とう惑わくした顔で、でもしっかりとうなずいてくれる。

「場所はどうしましょう？　私はロンドンにはあまり詳くわしくないので……」

「グロブナー駅のそばにある『三人の魔ま女じよ』という古書店をご存知ですか？　小さなティールームも併へい設せつしていて、シェイクスピア好きが集まる場所です。シェイクスピア関連の商品の品しな揃ぞろえなら、ロンドン一と言われている店なんですけど」

「そこなら知っています。何度か本を探しに行きました。たしかにすばらしい品揃えだった」

　彼の言葉に、僕は嬉しくなりながら言う。

「あなたとは気が合いそう。それなら夜の十時に。ディナーが終わったその時間なら、両親と祖父の目を盗ぬすんで屋や敷しきを抜ぬけ出せるんです」

「わかりました。夜の十時に。私もその時間なら抜け出せそうです」

　……ああ、彼ともっと親しくなれたら、どんなに素す敵てきだろう……！




　　　　◆




　……でも、結局彼には会えずじまいだった。

　屋敷を抜け出したことは何度もあるのに、約束をしたその夜に限って、お祖父じい様に見つかってしまった。僕は厳しく問いつめられ、だけど彼の名前を出すことはできなくて……そのまま三日間、屋敷から出ることを禁止されてしまった。

　お祖父様の謹きん慎しんが解けてやっと屋敷を出られた僕は、その足で『三人の魔女』に向かった。顔見知りの店主から「お友達が毎晩来て、待っていましたよ。でも家族に見つかってしまったみたいで、早めに寮に戻されてしまうことになったらしいです。あなたによろしくと言っていました」と聞いてちょっと泣いてしまった。

　何の連れん絡らくもできずに約束を破ってしまった。しかも会う約束も僕が強ごう引いんに迫せまったものだった。彼はきっととっくに僕のことなんか忘れてるだろうけど……でも、僕は彼のことがきっとこのままずっと忘れられないだろう。

　……っていうか、僕は、あれは運命だったと思ってるんだけど……。

　彼の麗うるわしい姿を思い出すだけで、今でも鼓こ動どうが速くなる。会いたくて、胸がひどく痛む。

　……でも、彼はきっと僕のことなんか覚えてもいない……。

　あれから僕は、なんとかヒューゴ・ベルギウスと会える機会を探していた。彼は、パーティーにはほとんど顔を見せなかった。だけど欧おう州しゆう社交界に所属している限りは外せないだろうという集まりがいくつかある。その中でも、彼が確実に来て、しかも僕のお祖父様やあっちの親しん戚せきやらが来ないであろう集まりを突つき止とめなきゃいけなくて……。

　……僕だけじゃ無理だ。こうなったら、奥の手を使うしかない……！




　　　　◆




「おはよう、ジョエル！　早さつ速そくだが、頼たのまれてた例のあの件……！」

　テラスに面したフランス窓から飛び込んできた男が、同じ部屋にいた別の人物に気づいて慌あわてて言葉を切る。それから咳せき払ばらいをして、

「し、失礼いたしました、お祖父様」

　急に丁寧な口調になって言う。茶色がかった金色の髪かみに、明るい水色の目。派手な顔立ちと軽い口説き文句で社交界の女性達には大変な人気みたいだけど、物心ついた頃ころから彼を知っている僕にとって、彼はいつまでもガキっぽい剽ひよう軽きんなヤツ。彼の名前はアーサー・スペンサー。彼の母親がブラッドレイ一族の出身だから名字は違ちがうけれど、一番仲がいいと言っていい従兄いとこ。うるさ型の親戚ばかりいるこの一族の中では、唯ゆい一いつの味方と言える存在だ。彼の父方の祖父が当主であるスペンサー一族は名の知れた大だい富ふ豪ごうだし、アーサー自身もスペンサー一族が経営する会社のうちの一つで取とり締しまり役やくを務めてる。要するに、ブラッドレイ一族の財産を狙ねらう心配がない存在。だからお祖父様は僕とアーサーが親しくなることを許してくれてるんだ。

「アーサー、朝からなんの騒さわぎだね」

　お祖父様は紅茶を飲みながら、眉まゆをひそめる。騒がしいアーサーは誰だれからもこんな扱あつかいだけれど……お祖父様は本当はアーサーのことをけっこう気に入っている。なにせ、自分の地位も財産も脅おびやかす心配がない存在というのは、お祖父様の周囲ではとても珍めずらしいはずだから。

「騒がしくして申し訳ありません。……ジョエル、ちょっといいか？　この間おまえが言っていた、ええと……」

「わあ、頼んでおいた『ビルベルギア・スペキオサ』のことだね？　苗なえが手に入りそうなの？」

　慌てて立ち上がり、お祖父様にいぶかしがられる前にアーサーを連れて部屋を出る。

「さっきのは何だ？　魔ま法ほうの呪じゆ文もんにしか聞こえなかったんだが」

　アーサーは廊ろう下かを歩きながら、不思議そうに言う。

「『ビルベルギア・スペキオサ』。どうせお祖父様は熱帯植物になんか興味はないし、温室にだって一度も入ったことがないからバレる心配はないよ」

　僕とアーサーは中庭に続くガラスドアを開いて外に出る。庭師の目がないことを確かめてから、アーサーが小声で言う。

「堅かた物ぶつのヒューゴ・ベルギウスを、なんとかパーティーに引っ張りだすことに成功しそうだ。これで運命の相手との再会ができるぞ」

「本当？　本当だね？　アーサー！」

　彼の言葉に、僕は天にも昇のぼりそうな気持ちで言う。

「あ～あ……俺が何をしてやっても、そんなに幸せそうな顔をしないくせに」

　アーサーが呆あきれたように言う。

「だって、めちゃくちゃ幸せだから！」

　僕はアーサーにぎゅうっと抱だきつき、ついでに背せ伸のびをしてその頰ほおにキスをしてやる。

「ありがとう、アーサー！」

「う……」

　アーサーは一いつ瞬しゆん身体からだを硬こう直ちよくさせ、それから、

「おまえねえ」

　言って僕を引きはがし、ため息をつく。

「いつまでも子供じゃないんだから」

「そんなこと言ってるけど、頰が真っ赤だよ。僕のフェロモンにやられた？」

　言ってやると、驚いたように頰に手をやる。僕はさらに笑ってしまいながら、

「あははは、いかにもエグゼクティブみたいに気取ってるけど、そんな顔をすると子供の頃と同じだよ、アーサー！」

　……ああ、めちゃくちゃに嬉しい！

　僕は両手を胸に当てて幸せを嚙かみ締しめる。

　……ついに、また彼に会えるんだ……！







　　　　ヒューゴ・ベルギウス







　……パーティーなど、時間の無む駄だでしかないのに……。

「ほらほら、そんな顔をしない！」

　能天気な口調で言うのは、アーサー・スペンサー。取引先の会社の若き取締役。仕事がらみで知り合ったが、やけに人なつこい男で、いつの間にか友人になってしまった。

　ロンドン郊こう外がいにあるベルギウス家の別べつ荘そうでは、このところ毎晩のようにパーティーが開かれている。それは、私の将来の結けつ婚こん相手を探すためのもの。両親に付き添そわれた女性達が、私に挨あい拶さつをするために列をなした。どの女性も高貴な家いえ柄がらと美しい容姿、何よりもベルギウス家の将来に役立つ財産を持っている人材ばかりらしい。

「出張で英国に来てから、毎晩のように堅かた苦くるしいパーティーばかりだったんだろ？　たまには羽目を外さなくちゃ」

「……と言って誘さそったくせに、どうして今夜もパーティーなんだ？」

　私が言うと、アーサーは楽しそうに笑って片目をつぶる。

「格式張ったおまえのところのパーティーとはちょっと訳が違う。今夜のパーティーはもっとエキサイティングなものだし、すごい美人を紹しよう介かいするから期待しておけ」

　……どうしてもというのでついてきたが……これでは本当に先が思いやられる。

　私の名前はヒューゴ・ベルギウス。二十五歳。両親を早くに亡なくし、幼い頃から大富豪ベルギウス一族の嫡ちやく子しとしての務めをはたすための教育を受けてきた。前当主である祖父の引退後、そのあとをついで一族の当主、そしてグループの総そう帥すいになった。

　……それはまるでマシンのように働き続けてきた私の、唯一の弱点でもある気がする。きっと二度と会えないと解わかっているのに……どうしても忘れることができない。

　それは私がまだ十八歳の頃にパーティーで出会った麗しい人。美しい金色の髪と紅茶色の瞳ひとみをしていた。私達は再会を約束したが、その人は約束の場所に現れなかった。きっと真面目まじめそうな私をからかっただけだったのだろう。もちろん、もしも再会できていたとしても私のような堅物に熱ねつ烈れつな恋こいなどできる訳がない。だが……私はその人のことが忘れられないのだ。

　……なんてくだらない。本当に茶番だ。

　アーサーと共に舞ぶ踏とう室に入った私は、思わずため息をつく。人いきれと香こう水すいとタバコの匂においで気分が悪くなりそうだ。

　ベルギウス家には長年築き上げた莫ばく大だいな財産があったはずだが、経営の才能が皆かい無むなうえに散財にだけは余念がなかった祖父の代で、そのほとんどすべてを失ってしまった。一時は世界的な大だい企き業ぎようと言われたベルギウス・グループも経営が傾かたむき、私が経営陣じんに加わった頃にはすでに絶望的な状じよう況きようだった。私は悠ゆう長ちように大学院にまで行っているのではなかったと心底悔くやみながら経営を立て直そうとしているところだが……それはまだ成功はしていない。

　当主に指名されてからというもの、親戚達からの風当たりは今まで以上に強くなった。私が当主になれたのは、未いまだに大きな権力を持つ父方の祖父の力添えのおかげだが……祖父は王族の血を引く一族の末まつ裔えいであることが忘れられず、未だにその権力にしがみつこうとしている。経営の手しゆ腕わんがなかった祖父、そして放ほう蕩とう者だった父の代でほとんどの財産をなくしてしまっているというのに。私は経営者としての努力を重ねているが、これでは奇き跡せきでも起きない限り、会社は倒とう産さんし、一族は路頭に迷うだろう。それを防ぐために、財産のある家の子女と結婚するように……それが祖父からくだされた、私への絶対命令だった。

「とんでもない美人、しかも金持ち……というか、すごいラッキーの持ち主なんだ。誰もが欲しがるような。その子を手に入れたら、とんでもない財産も勝手についてくるはず」

　アーサーの言葉に、私はため息をつく。

「私は、私の手で一族を再建させる。結婚相手の財産をあてにするなど、男のすることではないと思う。祖父や私の一族の人間達は、まったくわかってくれないが」

　苛いら立だたしい気持ちで言う。アーサーは、

「おまえは本当に男らしいよ。だからこそ、紹介してやろうと言っているんだ。本当なら俺が名乗りを上げたいくらいなんだぜ？　まあいろいろあって無理なんだけどさぁ」

「無理？　どうして？」

　私が思わず聞いてしまうと、彼は本気で悔くやしそうな顔で天を仰あおいで、

「幼なじみで、しかも親類なんだ。まあ、俺はそういううるさいことは気にしないし、けっこう本気で考えたこともあったんだけど……」

「それなら、なおさらおまえが……」

　私の言葉を、彼は手を挙げて遮さえぎる。

「本気で悔しくなるから、もうそれ以上は言わないでくれ。何かにつけてその子の相談に乗ってきたし、力にもなってきたつもりだ。だが、俺のことなんぞまったく眼中にないらしい」

　言ってから、何かを思い出したかのようにくすりと笑う。

「人の気も知らず、本当にわがままばかり言う王女様なんだよ。まあ、そこが魅み力りよく的でもあるんだが。……ともかく。俺はこんなにハンサムで、おまえと互ご角かくに仕事ができるくらい有能な経営者で、モテ放題なんだぜ。その俺が、嫉しつ妬との気持ちを抑おさえてこれだけ推おしてるんだ。一度は会ってみろ」

　彼の口調と唇くちびるは笑っていたが、その目は真しん剣けんそのものだった。私は内心驚おどろきながら、

「おまえと、恋れん愛あいに関しての話をしたことなど一度もなかったな。おもしろおかしく楽しい恋を楽しんでいるのだと思っていた」

「まあ……表面上はねえ……でも俺にもいろいろ悩なやみはあるわけよ」

　彼は言ってから、口元を厳しく引き締める。

「別に、無理矢理に結婚しろと言ってる訳じゃないんだ。ただ……その子が下衆な男どもの慰なぐさみ者ものになるのだけは避さけたい」

「慰み者？」

　彼の口から出た非現実的な言葉が、とっさに理解できない。

「まさか……中世じゃあるまいし」

「それが、未だにあるんだよ。そういう前時代的な風習が」

　アーサーは苦々しげな顔で言い、それから何か思い詰つめたような顔で私を見つめる。

「ともかく。その子に会ってやってくれないか？　そしてもしも可能なら、力になってやって欲しいんだ」

「わかった。ともかく会ってみるが……」

　私は人でごったがえす舞踏室を見み渡わたしながら、ため息をつく。

「これでは見つけようがない。どんな女性なんだ、おまえの幼なじみは？」

「女性じゃない、男性だ」

　アーサーの言葉に、私は呆ぼう然ぜんとする。

「……男性……？」

「ああ」

　アーサーは平然とうなずき、それからとても心配そうな顔で言う。

「この人の多さは尋じん常じようじゃない。おかしなことになっていないか心配だ。探してくる」

「私も探そう。どんな子なのかを教えてくれ」

　アーサーは周囲を見渡しながら、

「並外れたオーラの、とんでもない美人だ。しかも『幸運の星』を持ってる」

「幸運の星？　なんだそれは？」

　私が不思議に思って聞くと、アーサーは少し慌あわてたように、

「ああ、いや、それはまだ知らなくてもいいか。ともかく並外れたオーラの持ち主だから、見ればすぐにわかるだろう」

　言って、そのまま人の間に消えてしまう。

　……男性が、男の慰み者になる？　いったい、どうなっているんだ……？







　　　　ジョエル・ブラッドレイ







「『幸運の星』を持つ花はな嫁よめを娶めとるのは、私のように歴史ある一族の人間がふさわしいとは思いませんか？」

　男が言い、僕の肩かたをいきなり抱だき寄せる。僕らを取り囲んでいた男どもの中から驚きの声と不満げな唸うなりが漏もれる。

　今夜のパーティーの主役は、なんと僕。誕生日を祝う会と銘めい打うたれてはいるけれど、本当はただのオークション。もちろん売り飛ばされるのは僕自身だ。

　壁かべ際ぎわに置かれたソファでは、お祖父じい様と両親がにこやかにこっちを見守っている。三人の顔にはどこにも罪悪感が見られない。どの男が高値をつけそうかをきっちり計算していそう。

　馴なれ馴れしく僕を抱き寄せているその男の名前は、たしかホセ・デ・ラ・フィスタ。以前、屋や敷しきでひらかれたパーティーで会ったことがある。年ねん齢れいは四十を越こえていると思うけれど、トレーニングのたまものなのか、やたらと筋骨隆々で肌はだは真っ黒に日焼けしている。欧おう州しゆう社交界では遊び人として有名で、いかにも精力絶ぜつ倫りんのラテン系男ってイメージ。スペイン王室の血を引いていると自じ慢まんしていたけれど……僕が聞いた限りでは、その血はかなり薄うすいらしい。パーティーの時にはしつこいスキンシップに閉口したのを覚えている。

　……ただの自慢屋だと思っていた。まさか、こいつが名乗りを上げるなんて。

「手を離はなしていただけますか？」

　僕は言って、痣あざができそうなほど強く肩を抱だいている男の手を振ふり払はらおうとする。だけど、男はまったく意に介かいさない。逆に所有権を主張するかのように僕の肩をさらに強く引き寄せる。

　……くそ、馬ば鹿か力ぢからで引き寄せやがって……！

「それはどうでしょうねえ」

　声が聞こえ、人ひと垣がきを割って一人の男が進み出てくる。ホセとは対照的な白い肌と気取った様子。ブリーチしたような金色の髪かみ、いかにもコンタクトという感じのわざとらしいほど青い瞳ひとみ。細身に作った燕えん尾び服ふくの襟えりには白いバラの蕾つぼみ。気き障ざなフランス男の典型って感じだ。

「『幸運の星』の花嫁には、私のように財力とセンスのある人間がふさわしいのでは？」

　彼の顔にも見覚えがある。彼はクリスチャン・デュボア。世界の長者番付にもしょっちゅう顔を出す大だい富ふ豪ごう一族の末っ子。たしかにデュボア一族の財力はすごいけれど、彼自身はいくつもの会社を作ってはつぶしている放ほう蕩とう息子むすことして有名だ。

　……まさか、こんな男まで……。

　たしかにこいつも、パーティーの時にやたらと話しかけてきた。自分の作ったファッションブランドがいかにすごいか、それを解わからない顧こ客きやくはいかにセンスがないか……を延々話していたから、こいつもただの自慢屋だと思ってた。そういえばやたらとスキンシップが激しく、「綺き麗れいだ」だの「君をミューズにしたブランドを作りたい」だのしつこく言ってきて、かなり閉口したのを覚えている。

　ホセが半笑いを浮うかべながら、デュボアを見上げる。

「失礼ながら……あなたの一族は成り上がりではありませんか。最初はパリの裏町の小さな用品店だったとか？」

　その言葉に、デュボアの額に青筋が浮かぶ。一番言われたくないことを指し摘てきされたらしい。デュボアは必死で落ち着こうとするように深呼吸をしてから、その顔に冷れい笑しようを浮かべる。

「それを言うなら、あなたの血筋こそ怪あやしいものでは？　スペイン王室の血筋とは名ばかりだと、社交界では有名ですよ。たしか、あなたの曾ひいお祖父様の、従兄弟いとこの、従兄弟の、さらに従兄弟が……」

　僕らを囲んでいる男達の間から、くすくすという笑いが起きる。ホセの顔色がどす黒く変わり、握にぎりしめた拳こぶしがぶるぶると震ふるえるのが解る。

「この私を侮ぶ辱じよくして……どうなるのかわかっているんだろうな？」

「はあ？　どうなるんでしょう？　スペインの粗野な風習はさっぱり……うわ！」

　馬鹿にするように続けていたデュボアが、何かを顔に投げつけられて驚いたように声を上げる。大理石の床ゆかにはらりと落ちたのは、白い手て袋ぶくろ。ホセが、はめていたそれを脱ぬぎ捨ててデュボアに投げつけたんだ。

「決けつ闘とうだ！」

「よろしい、受けて立とう！」

　デュボアが姿勢を正して声を張り上げる。

「勝った方が、この麗うるわしい花嫁を手に入れる！　異存はないな？」

「ちょっと待て、それなら私も……！」

「いや、私もその戦いに参加させてもらう……！」

　慌てた顔の何人もの男が名乗りを上げ……その場は大混乱になった。こういう大おお仰ぎようなことが大好きなお祖父様がしゃしゃり出て、高らかに叫さけぶ。

「我こそはという紳しん士しの皆みなさん、ぜひ名乗りを上げてください！　勝利者は、優先的に結けつ婚こんを申し込む権利を得ることになります！」

　男達が雄お叫たけびをあげ、お祖父様はくすくす笑いながら僕に囁ささやいてくる。

「おまえを得るのは、もちろん財力を持つ男だ。だが、強いのに越したことはないからね」

　僕は、激しい目め眩まいを覚えながら思う。

　……本当にくだらない。我が一族が関かかわることは、何もかもが茶番だ……！







　　　　ヒューゴ・ベルギウス







「ヤバいことになってる！」

　アーサーが言い、私の腕うでを摑つかむ。

「どうしたんだ？」

「中庭で、決闘が始まってる！」

「決闘？」

「そうだ、勝った男が、その子を買う権利を得る！　おまえが勝て！」

「はあ？」

「いいから来い！」

　アーサーに言われるまま、私は中庭に出る。そしてそこに集まっている男達の異常な興奮ぶりに愕がく然ぜんとする。タキシードを着ているにもかかわらず彼らは頰ほおを赤くし、拳を握りしめて何かを叫んでいる。彼らの見ている方向を追って私は視線を動かし……そして愕然とする。

　男達の視線の中心には、一人のほっそりとした青年がいた。大おお柄がらな男達に挟はさまれてガーデンチェアに座った彼は、呆然とした顔で熱ねつ狂きようする男達を見ている。そして……。

　……彼、だ……。

　そこにいたのは、私が十八の時に恋こいをした……あの麗しい青年だった。

　少年らしく華きや奢しやだったその身体からだは、すらりとした青年のものになっている。

　すんなりとした上品な鼻筋。その横顔のラインは完かん璧ぺきで、まるで天才が作り上げた彫ちよう像ぞうのようだ。

　月明かりに照らされて煌きらめく、美しい金色の髪。

　最高級の白磁のような、滑なめらかに透すき通る肌。

　淡あわいバラ色をした柔やわらかそうな唇くちびるは、滴したたるような色気を含ふくんでいる。

　反り返った長い睫まつ毛げの下にあるのは、わずかに赤みを帯びた不思議な紅茶色の瞳。見る者の心を一いつ瞬しゆんで蕩とかしてしまうような、魅み惑わく的な色だ。

　見とれるほど美しかった顔立ちはそのままだが、今、その表情は憂うれいを含んで暗い。あの時はあんなにいたずらっぽく煌めいていたその目は、今は呆ぼう然ぜんと見開かれたまま。その顔はわずかに青ざめ、何かに深く絶望しているように見える。記き憶おくの中にずっとあった無む邪じや気きな表情との差が、私の心をきつく締しめ上げる。

　……あれから、彼にいったい何があったのだろう？

「……ジョエル……」

　私の唇から、かすれた声が漏れた。

　まるでそれが聞こえたかのように、彼がゆっくりとこちらを振り返る。

　ガーデンライトの明かりを反射して、彼の瞳が宝石のように煌めく。

「ほかに挑ちよう戦せん者はいないな？」

　輪の中心にいた男が、周囲を見み渡わたしながら叫ぶ。彼の手には仰ぎよう々ぎようしい長ちよう剣けん、周囲にはケガをした男達が何人も座り込んで使用人達の手当てを受けている。

「それなら私が勝利者だ！　この美しい姫ひめ君ぎみは私のものになる！」

　男はジョエルにずかずかと近づき、彼の華奢な顎あごに手を伸のばす。

「もちろん、彼のためにたっぷりと代金を払う。こんなに麗しい花はな嫁よめをこの手にするためなら、金など惜おしくはないし……」

　目を見開いたジョエルの顔に、怯おびえたような色が浮かび……。

「彼に触さわらないでください」

　私の唇から、勝手に声が漏もれる。

「私が相手です」

　私の声に、男達が一いつ斉せいに振り返る。少し離れた場所にあるガーデンチェアから、ジョエルの祖父……ブラッドレイ一族の当主が、驚おどろいた顔で立ち上がるのが見えた。

「……あれはまさか、ベルギウス家の……？」

　隣となりにいる誰だれかに言っているのが聞こえたが、私はもう何かを考えている余よ裕ゆうなどなかった。私は人垣を分けて進み、土に刺ささっていた剣を引き抜ぬく。

「名を名乗れ、若造！」

　男はにやけながら、私に言う。私は剣を構えた男に切っ先を向け、怒いかりを込めて睨にらみつける。

「私はヒューゴ・ベルギウス。ベルギウス一族の新しい当主です」

　私の言葉に、男達が驚いたように声を上げる。「あんな若い男が新しい当主だと？」「ベルギウス一族は、ブラッドレイ一族とは敵同士では？」という囁きが聞こえる。

「ははあ……おまえがヒューゴ・ベルギウスか。噂うわさはかねがね聞いていたよ」

　男が、さらに笑えみを深くしながら言う。

「欧おう州しゆう社交界で一、二を争うハンサムだと、女性達が噂していたよ。たしかに顔はいいようだが、腕うでっ節ぷしの方はどうなんだろうな？　それに、昔は羽は振ぶりのよかったベルギウス家は、最近では……ああ、ゴホン」

　男がわざとらしい咳せき払ばらいで言葉を切り、いやらしい目でジョエルの方に視線を向ける。

「ブラッドレイ家の血を引くお姫ひめ様は、ルックスよりも腕っ節の強い男がお好みだろう。それとも財力かな？　いずれにせよ、私の花嫁になれば、一生、どんな贅ぜい沢たくでも思いのままだよ、ジョエル？」

　猫ねこ撫なで声で名前を呼び捨てにされて、ジョエルがわずかに眉まゆを寄せる。こわばった顔が屈くつ辱じよくに耐たえているように見えて、心が激しく痛む。

「彼の人生を、本当に金で買う気ですか？　そんなことをして、恥はずかしくないのですか？」

　言った私の声は、怒りにかすれている。

「おまえだって同じことをしにきたんだろう、ヒューゴ・ベルギウス？」

　男はさらに笑みを深くし、私に剣を向けてくる。

「私は、フェンシングの世界大会で優勝経験があるんだぞ。その私に戦いを挑いどんで、勝てるとでも思っているのか……っ！」

　言いながら、男は卑ひ怯きようにも切っ先を繰くり出してくる。私はそれをよけ、男を睨みつける。

「正当な決けつ闘とうでないのなら、私もそれに従わせてもらいます」　>>>♥

　私は剣を構え……そして隙すきだらけの動きで再び突つき出された剣を、自分の剣で薙なぎ払はらう。ガキンッという重い音とともに、男の剣が宙を飛ぶ。男は愕然とした顔で空になった自分の手のひらを見下ろす。男の顔にゆっくりと血の気と怒りの色が上ってくる。

「畜ちく生しよう！　この私を誰だと思っている！」

　男は叫びながら、私に殴なぐりかかってくる。剣と同様に、その動きは隙だらけだ。私はとっさに剣を足あし下もとの土に突き刺し、ステップを踏ふんでその拳こぶしを軽くよける。そして自分の右の拳を、男の顎先に向かって繰り出す。怒りのあまり手加減ができなかった右ストレートは、驚くほど綺き麗れいに決まる。男はぐるりと身体を回転させ、そのまま芝しば生ふの上に倒たおれて失神する。

「やった！」

　アーサーの声に、私はやっと我に返る。

「花嫁を得る権利は、彼が手に入れました！　というわけで、今夜のパーティーはここでお開きということで！」

　アーサーは叫びながらジョエルの手を取って立ち上がらせる。何かを叫んでいるブラッドレイ一族の当主や男達の間を全速力で走り抜け、私の背中を拳で叩たたく。

「とりあえず撤てつ退たいだ。……走れ、色男ロミオ！」

　その言葉に、ジョエルがふいに笑う。彼はアーサーの手をさりげなく離はなし、かわりに私の手を強く握にぎる。彼の手のひらはまるで大理石のように滑らかで、そしてふわりとあたたかい。

　彼はそのまま、軽い足取りで走りだす。私は彼に手を握られたまま、その後を追って走る。

　さっきまで人形のように生気をなくしていた彼が、今は生き生きと少年のように無邪気に笑っている。そのことに気づいて、心が揺ゆれる。

　……ああ、なんて不思議な人なんだろう……？







　　　　ジョエル・ブラッドレイ







　ずっと会いたかったヒューゴ・ベルギウスに再会できて、僕は本当に幸せだった。しかも彼は本物の王子様みたいに僕を助けてくれて……僕はもう、今すぐに天にも昇のぼりそうなほど舞まい上がってしまって……。

　アーサーのリムジンに乗り込んだ僕達は、そのままアーサーが住んでいるロンドン市内のマンションに向かった。広がる夜景と名物のロンドンアイと呼ばれる観覧車が見渡せるその部屋は、お洒しや落れで、とても現代風で……自分がいかに時代錯さく誤ごな境きよう遇ぐうにいるかを、遊びに来るたびに思い知る。いつでも自由なアーサーが、僕はそのたびにうらやましくなる。

「さぁて、これからどうしよう？」

　アーサーの専属の執しつ事じが用意してくれた紅茶やワインを飲んで、やっと落ち着いた頃ころ。あの場を逃にげだせたのはいいけど、何も解決策を思いつかないまま、時刻はもう午前二時。今までこんな時間まで遊び歩いたことはない。僕の携けい帯たい電でん話わは電源を切ってあるけれど、その代わりにこのマンションの固定電話が鳴りっぱなし。アーサーがなんとかごまかしてくれているけれど、お祖父じい様も両親も、とても怒おこっているらしい。想像しただけで憂ゆう鬱うつになる。

「花はな婿むこに立候補していたオヤジ達をなんとか撃げき退たいできたけど、どうせ一時的なものだろ」

　アーサーが両手で顔を覆おおい、心底疲つかれたようにため息をつく。

「それに、今夜のことでお祖父様はかな～りご立腹だ。俺はしばらく睨まれそうだよ」

「ごめん、アーサー」

　僕が言うと、アーサーは苦く笑しようして、

「いつものことだし、慣れてるけどね。……まあ、お祖父様が怒るのは予測できた。とっさのことではあったけど、お姫様を横から無理矢理かっさらっちゃったからなぁ」

　……ミスター・ベルギウスが、自分の意思で僕をさらってくれたのだとしたら、どんなに嬉うれしかっただろう？　でも……。

　僕は、黙だまったまま僕とアーサーの会話を聞いている彼の顔を盗ぬすみ見ながら思う。

　……現実は、そううまくはいかないみたい。

　僕は再会できた嬉しさに彼の手をつい握って走ってしまったけれど、彼はまったく表情を変えなかった。いや、逆に怒ったような顔をしていたかも……？

　……やっぱり、僕のことなんか覚えてないだろうか？

「あの……ミスター・ベルギウス」

　僕が言うと、彼はゆっくりと僕を振ふり返る。彼の端たん麗れいな顔に思わずまた見とれ……それからその無表情さに少し怯ひるむ。

「何か？」

　彼の声はとても低くて、ずっと忘れられなかった深い響ひびきをしている。あの時はとても心配そうで、そのせいかとても優やさしく聞こえた口調は、今はとても冷たくて……。

「実は……あなたと会ったのは、今夜が初めてじゃないんです。僕のこと、覚えてますか？」

　おそるおそる言うと、彼がわずかに眉を寄せたように見えた。いぶかしく思っているのか、それともぶしつけな質問に怒っているのか判断できずに、僕はまた怯んでしまう。

　……いずれにせよ、やっぱり、僕のことなんか覚えてなくて……。

「覚えています。お身体からだの方はもう大だい丈じよう夫ぶですか？　さっきも、中庭で少し苦しそうに見えたので、実は心配でした」

「えっ？」

　意外な返答、そして冷れい淡たんな口調と似合わない優しい言葉に、僕は驚いてしまう。

「ああ……はい、もうすっかり元気です。ありがとうございます。ええと……」

　僕は彼の言葉に勇気づけられながら、次の言葉を探す。

　……だけど、どう言えばいいんだろう？　何を言っても言い訳になりそうだし……。

「……あの後、『三人の魔ま女じよ』に来てくださったんですよね？　何日も通ってくれたんだって、店主から聞きました」

　僕が言うと、彼はなぜかとても複雑な顔をする。

「ええ、行きましたが……」

　彼はふいに言葉を途と切ぎれさせ、それからわずかにため息をつく。その様子に、僕はどきりとする。

　……彼はきっと、あの時のことを思い出して不ふ愉ゆ快かいに思ってる。

　そう思ったら、胸のあたりがすっと冷たくなる。

　……約束を破って待ちぼうけをさせた僕のこと、きっとすごく怒ってる。

「あの時、行くって約束したのに、僕……」

「いいえ。そのことなら、どうかお気になさらずに。探したい本がありましたので」

　彼の言葉に、ホッとしたような、傷ついたような複雑な気持ちになる。

　……じゃあ、彼が何度もあの店に行ったのは、僕が来るのを待っていてくれてたからじゃなくて……単に本を探してただけ……？

　期待に膨ふくらんでいた心が、シュウ、と音を立ててしぼんでいくみたい。

「そう……ですか。あの……」

　それでもなんとか謝らなくちゃと思った時、ドアにノックの音が響いた。

「失礼いたします。お電話でございます」

　ドアが開き、顔を出したのはアーサーの専属執事だった。アーサーが小さな頃からずっと世話をしてきた彼は、僕らの味方をしてくれている人なんだけど……。

　彼の顔には困り果てたような表情。そして手て袋ぶくろをはめた手には、保留を示すランプがついた電話の子機。それを見たアーサーがまたため息をつく。

「またお祖父様？　まったく、何度目の催さい促そくだよ。十五回目？」

　囁ささやくアーサーに、執事が、

「十六回目でございます。あの……ジョエル様」

　答えて、それから気の毒そうな顔で、僕に電話の子機を差し出す。

「今度こそ、アーサー様ではなく、ジョエル様を、とのことで……」

　今まではアーサーが出ては、「ジョエルは髪かみがタバコ臭くさくなったと言ってシャワーを浴びています」だの「パーティーで疲れたようで仮か眠みんを取っています」だのごまかしてくれてたんだけど……やっぱりもうごまかすのも限界だろう。

　僕は執事の手から子機を受け取りながら、

「ごめんね。エドワード。あなたにも迷めい惑わくかけてるね。こんなに夜よる遅おそくなっちゃったし」

　謝ると、彼は笑って言ってくれる。

「エドワードは、いつでもジョエル様の味方ですから。お気き遣づかいなく」

　優しい言葉がますますつらい。それに自分がこんなふうに縛しばられた存在であることをミスター・ベルギウスに見られるのは、身内の恥はじって感じで本当に恥ずかしい。

　僕は彼に背を向け、電話の保留ボタンを解除する。

「ジョエルです」

『やっと出てくれたね、ジョエル』

　お祖父様は、もう我が慢まんの限界なのか、その口調に苛いら立だちを滲にじませている。

「お祖父様」

　僕は咳せき払ばらいをし、それから勇気を出して言ってみる。

「僕は、決けつ闘とうに勝ったミスター・ベルギウスの花はな嫁よめになるのでは？」

　僕の言葉に、お祖父様は芝しば居いじみた深いため息をつく。

『ああ……あんな騒さわぎになって気を悪くしたんだね？　謝るから、そろそろ機き嫌げんを直して戻もどっておいで、ジョエル』

　お祖父様の声は優しげだけど、語ご尾びがわずかに震ふるえている。もちろん怒いかりに。

『アーサーのせいで面めん倒どうなことになってしまったが……あの恐おそろしいベルギウス家の人間に、可愛かわいいおまえをやれるわけがないだろう？　まったく悪い冗じよう談だんだ』

　その言葉に、僕の我慢の糸がぷつりと切れてしまう。

　……本当に、僕をただの商品としか思っていないのか、この人は？

「もし、ミスター・ヒューゴ・ベルギウスが僕のためにお金を払はらうと言ってくれているとしたらどうしますか？　僕の価値にふさわしい金額です。長い間の確かく執しつに決着がつけば、ブラッドレイ家にとって利益は大きい。何より、ベルギウス家なら王族の血を濃こく引く名門。家いえ柄がらには不足はないのでは？」

　僕は、かなり自じ虐ぎやく的な気分で言う。もちろん高らかに笑われると思ったのに……。

『……』

　お祖父様は、なぜか沈ちん黙もくしてしまう。

　……なんなんだ、この反応……？

『ミスター・ベルギウスが、そう言ってくださっているのかな？　おまえを得るために、それにふさわしい結ゆい納のう金を用意すると？』

　長過ぎる静せい寂じやくの後で、お祖父じい様がふいに言う。探さぐるような口調がとても下げ卑びたものに感じられて、激しい嫌けん悪おが湧わき上がる。

「……彼は、そんな人ではありません」

　あの下品な男達と、ずっと想おもってた高潔な彼を一いつ緒しよにされるなんて、僕には我慢ができなかった。

「ミスター・ベルギウスは、アーサーに無理矢理パーティーにつれてこられただけです」

　僕は、二人の方を振り返ることができないままに言う。

　……一ひと目め惚ぼれしたあの麗うるわしいミスター・ベルギウスが、王子様みたいに僕を助けてくれた……なんていうのは、僕のただの子供っぽい幻げん想そうなんだ。

「そして、僕をあそこから連れ出してくれたのは、それがアーサーの頼たのみだったからです。深い意味があってのことではありません」

　お祖父様は何かを考えるようにまた黙だまり、それから、疲つかれたようなため息をついて、

『アーサーには、少し冗談が過ぎると言っておいてくれ。招待客は怒おこって帰ってしまうし、せっかくのパーティーが台無しになった、とね。まあ、今回呼べなかったＶＩＰもたくさんいるので、すぐに次のパーティーをひらくことになるだろうが』

　お祖父様の言葉に、僕は思わずきつく眉まゆを寄せる。

　……やはり、あんなことくらいで、業ごうの深いブラッドレイ一族の当主があきらめるわけがなかったんだ。

『おまえも、アーサーの冗談にこんな時間までつきあうことはないんだよ。今すぐにリムジンを向かわせるので、それで戻ってきなさい。……いいね？』

「はい。すぐに戻ります。どうかご心配なく」

　僕は言って、通話を切る。それから、小さく深呼吸をして、つらい気持ちを胸の中から追い出す。

「というわけで」

　言いながら振り返り、ソファに座って心配そうな顔で見上げてくるアーサーに、電話の子機を返す。

「お祖父様が、迎むかえのリムジンを寄よ越こすって。あと、冗談が過ぎるってアーサーに伝えてくれって。たしかにちょっとやり過ぎたかな？」

「冗談って……おまえなぁ……」

　アーサーが、いつもとは別人みたいな深刻な顔で言う。

「なんとかしなきゃダメだろう。このままじゃ……」

「協力してくれてありがとう。『一度でいいから、ハンサムな王子様にさらわれてみたい』なんて、僕の子供っぽいわがままをかなえてくれて」

　僕は、アーサーの言葉を遮さえぎって言う。

「すっごく楽しかった。懐なつかしい人にも再会できたしね」

　本当はミスター・ベルギウスにも笑いかけなきゃいけないのに、どうしても彼の顔を見ることができない。僕はうつむいたまま、

「ミスター・ベルギウス。ご迷惑をおかけしてごめんなさい。社交界でのあなたの評判に傷がついたりしないように、あれはただの冗談だったってちゃんと……」

「ミスター・ブラッドレイ」

　彼がきっぱりとした口調で僕の言葉を遮り、僕は我慢できずに顔を上げる。

「たしかに、私がパーティーに参加したのは、アーサーに無理に引き出されたからです」

　彼は完かん璧ぺきな無表情のままだったけれど、その漆しつ黒こくの瞳ひとみの中に強い光があることに気づいて、どきりとする。

「しかし私があなたを助けたのは、同情からではなく、自分の意思です。あなたが男達の慰なぐさみ者ものにされるかもしれないと聞いて、とても放ほうってはおけなくなりました」

　彼はふいにソファから立ち上がり、僕の前に真っ直すぐに立つ。上着のポケットから出したカードケースから、名めい刺しを一枚引き抜ぬく。サイドテーブルの電話の脇わきにあったペンを取ると、名刺の裏に何かを書き留める。

「私の携けい帯たい電でん話わのナンバーです。いつでもご連れん絡らくを」

　言いながら名刺を差し出されて、僕は呆ぼう然ぜんとそれを見下ろす。

　ブルーブラックのインクで書かれた、無機質な数字。でもそれは、僕には夢をかなえてくれる魔ま法ほうの呪じゆ文もんみたいに見えてしまって……。

　……もしかして彼は、僕を本当に助けてくれようとしている？

　目を上げると、見つめてくるのは深い漆黒の瞳。近くに立ったせいで、彼の芳かぐわしいコロンの香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。そして彼は、やっぱりうっとりするようなハンサム。見つめられているだけで、まるで自分が守られるべき存在になったような気がしてきて……。

　……ああ、まただ。彼といると、夢見る乙女おとめみたいなことばかり考えちゃう。

　真意が知りたいけれど、問いつめる勇気なんかとてもない。

　……だから、舞まい上がるんじゃないってば。これ以上みっともないところを見せて、彼に軽けい蔑べつされるのはつらい。好きになって欲しいなんて贅ぜい沢たくは言わないけど、せめて友人くらいにはなりたいだろ？

　僕は自分に言い聞かせ、小さく深呼吸をする。それから、

「ありがとうございます。何かあったら、電話させていただくかもしれません。お忙いそがしかったら、無視してくださってかまいませんので」

　にっこり笑いながら言うことに成功し、彼の名刺を受け取る。本当は胸に抱だきしめたいくらい嬉うれしかったけど、できるだけさりげない感じで上着のポケットにそれを入れる。ちらりと盗ぬすみ見ると、彼はやっぱりクールな無表情。何を考えているのか、人生経験の浅い僕には全然読み取ることができない。

　……本当は、明日にでも電話したい。できればまた会う約束をしたい。でもそんなことをする勇気なんか、出ないかもしれないな……。




　　　　◆




　……ああ……つらい……。

　屋や敷しきに戻った僕は、勝手にパーティーから逃にげたことをお祖父様や両親からとても叱しかられた。アーサーによれば、どうやらあのパーティーのことは欧おう州しゆう社交界ですごく噂うわさになっているみたい。「色男のロミオが、麗しのジュリエットを奪うばって逃げた」って。社交界の人々はおもしろがってるみたいだけど……僕にとって、これは笑い事じゃない。もちろん、お祖父様にとっても。その後、お祖父様からは外出禁止令を出され、今の僕は軟なん禁きん状態。このままでは、何もすることができないまま金持ちのオヤジの慰み者にされてしまうだろう。

　……しかも、あの時の僕は、そうとう動どう揺ようしていたらしくて……。

　お祖父様が寄越したリムジンで屋敷に戻もどりながら、僕はとんでもないことに気づいて青くなった。彼からの名刺を受け取るのだけで精せい一いつ杯ぱいで、自分の携帯電話の番号を彼に渡わたすのをすっかり忘れてしまっていたんだ。

　……僕は本当にバカだ。もしもちゃんと電話番号を渡していれば、彼から連絡が入ったかもしれないのに……！

　僕は思い、どうしようもなく憂ゆう鬱うつな気分に陥おちいりながら、深いため息をつく。

　……いや、そんなことはないかな？　あんなにクールな彼が、気軽に電話をくれるなんてこと、あり得ないかも……。

「……彼の存在は、今の僕の、唯ゆい一いつの救いなのになあ」

　口から漏もれたのは、今の僕の本当の気持ち。突とつ如じよ陥ってしまった自分の境きよう遇ぐうが未いまだに信じられないし、はっきり言って従うのは絶対に嫌いやだ。でも、箱入りで育てられてきた僕は、外の世界をほとんど知らず、お祖父様や両親に逆らうすべを知らなくて……。

　……ダメだ、ダメだ！

　僕は思い、両手で自分の両頰ほおをパシンと叩たたく。

　……今までの自分とは決別しなきゃ、この一族から逃げることなんかできない！

「だけど……どうすれば……」

　僕はしばらく考え、それからふと思いつく。

「お祖父様の弱みを握にぎれないものかなあ？　今はあんなふうに完璧にガードをしているお祖父様だって、若い頃ころには秘密の一つや二つ、あったんじゃないか？」

　……弱みを握って、それを使って脅おどすのはどうだろう……？

「いける……かも！」

　僕は思わず叫さけび、それからサイドテーブルにおかれたクラシカルな電話の受話器を取り上げて家令に内線電話をかける。

『ジョエル様、いかがいたしました？』

　家令の声がとても心配そうなことに気づいて、僕は噓うそをつくことに罪悪感を覚える。だけど僕がほかの男の愛人になることなんて、彼も望んではいないはず。

　……心を鬼おににして、作戦を決行しなきゃ。本当は家令やフットマン達に協力してもらえれば心強いのかもしれないけど、正直者の彼らが、お祖父じい様の前で噓をつけるとは思えない。

「少し落ち込んでるんだ。こんな時は、古い本でも読んで気晴らしをしようかと思って」

『そうでございますね』

　家令が少し明るい声になって言う。

『それでは、ライブラリーにお茶をお持ちしましょう。ちょうどパティシエがハニーレモンクッキーを焼いたところです』

　ハニーレモンクッキーは、子供の頃からの僕の大好物。庭でとれたレモンと、近くの農家から取り寄せた上等のはちみつを使った、優やさしい甘さでいつも僕を元気にしてくれるおやつだ。

　……最近はあまり焼かなかったハニーレモンクッキー。やっぱり使用人のみんなは、僕のことを心配してくれてるんだな。

　そう思うと、なんだか心があたたかくなって、勇気づけられる気がする。

「それは嬉しいな。紅茶はマリアージュ・フレールのアールグレイにして。あと……」

　僕は思わず咳せき払ばらいをして、

「ライブラリーじゃなくて、地下の書庫に入りたい。お祖父様の書しよ斎さいから、こっそり鍵かぎを持ってきてくれない？」

『地下の書庫でございますか？』

　家令が驚おどろいた声で言う。それもそのはず。先祖の誰だれかが酔すい狂きようだったのか、ブラッドレイ家のライブラリーはとんでもなく広い。子供時代の僕は屋敷にほとんど幽ゆう閉へいされていたようなものだったけれど、そのライブラリーの蔵書のおかげで、退たい屈くつを感じたことはなかった。まあ、専門書まで読み尽つくしたせいで、ちょっとませた子供には育っちゃったけど。

　そして。僕でも出入り自由だったライブラリーとは違ちがって、地下の書庫はブラッドレイ一族の当主しか入れないことになっている。鍵はお祖父様しか持ってない。実は子供の頃、唯一の味方だった兄さんと一いつ緒しよに、こっそり忍しのび込もうとしたことはある。見つかってすごく叱られた。その時のお祖父様の剣けん幕まくは普ふ通つうじゃなかった。……てことは、何か秘密の本がきっと隠かくしてあるに違いない。

　兄さんがいてくれたら心強かったし、味方になってくれたかもしれないけれど、常識人の兄さんはブラッドレイ家を捨てて外国に逃げ、さらに素す敵てきな女性と結ばれた。今では気軽に連絡を取ることすらできない状態だ。

　……だから、ちょっとくらい良心の呵か責しやくを感じたとしても、なんとしてでも自分の力でやりとげなくちゃいけないんだ！

「ええと……今、英国王室の歴史についてちょっと調べてるんだ。だけど、お祖父様に屋敷から出るなって言われてるから、外の図書館に行くのは無理だよね？　うちの書庫なら歴史に関する本がたくさんあるだろうし……お願い！」

　すごく困ったように言うと、いつも僕に甘い家令は苦く笑しようしながら、

『わかりました。鍵をお持ちします。でもどうか、このことはご内密に』

「わかってる。任せて」




　　　　◆




「さてと」

　僕は広大な地下書庫を見み渡わたしながら、カップを置いてカウチから立ち上がる。

「ここのどこに、ブラッドレイ家の秘密が隠されてるのかなあ？」

　優しい家令は、「空調はしっかりしているのでカビの心配はありませんが、空気はあまりよくありません」とか、「湿しつ気けを防ぐために、室温を下げてあります」とかしきりに言っていた。だけど僕がここに入るのを渋しぶったのは、お祖父様のご機き嫌げんというよりは僕の体調を心配してくれただけみたい。家令はあったかいカーディガンとポットに入ったたっぷりのお茶、それに焼きたてのクッキーを用意してくれ、僕に鍵を渡してくれたんだ。

　子供の頃にはまるで魔ま法ほうの洞どう窟くつ迷めい路ろのように思えたこの書庫も、大人になってみればただのだだっ広い空間だった。奥の方はワインセラーみたいに天てん井じようが低くて暗いけれど、書庫の入り口には小さいながらも明かり取りの窓があって開放感がある。その下には、アンティークのティーテーブルと一人がけのソファが向かい合い、壁かべ際ぎわには座り心ごこ地ちのいいカウチも置かれている。家具類は使い込まれて歴史は帯びているけれど、上等のベルベットの張られたクッションにはホコリ一つついていない。会社経営とお金の計算にばかり夢中のお祖父様がこんなところにしょっちゅう来るとはとても思えないけれど、お祖父様がいつ来てもいいように掃そう除じを怠おこたらないんだろう。

　僕はわずかな明かりに照らされた書しよ棚だなの間を歩き、ある一角に興味を覚える。ほかの場所はいかにも権力を誇こ示じするような初版本や各国の王族に関する歴史の本ばかりだったけれど、そこだけは少し趣しゆ向こうが違う。革かわ装そう丁ていの美しい本が多く、外国語で書かれたものもかなり交ざっている。芸術に関する本が多く、高い美意識が感じられるコレクションだ。何人かが集めたのではなく、知性的な誰か一人がセレクトしたもののような気がする。

「お祖父様……のわけがないよね。ラテン語で書かれた宗教美術に関する本なんか、あのお祖父様が読むわけない」

　僕は、この蔵書を集めた人に興味が湧わくのを感じる。権力と金にばかり興味を示すブラッドレイ一族の中では、唯一親近感を覚えられる人のような気がする。

「でも……お祖父様の口から、そんな人の話は聞いたことがないぞ」

　お祖父様はさまざまな自じ慢まんに交ぜて、ことあるごとに先祖の話をする。僕が聞く限り、どいつもこいつも金の亡もう者じやで、最悪なイメージ。

「この蔵書を集めた趣しゆ味みのいい人は、いったい誰なんだろう？」

　僕は呟つぶやきながら、そびえたつ書棚の間を歩き回り……。

「……ん？」

　たくさんの革の背表紙の本が並ぶ書棚。見上げていた僕は、あることに気づく。

「あれ……？　書棚の上に本がある……？」

　その本は書棚の上に置かれていて、角だけがわずかに見えている。書棚は天井に届くほど高いから、何かに上らないと絶対に届かない場所だ。僕は周囲を見回し、壁際にかけられた高いはしごを見つける。金属製でとても重いそれを苦労して運んでくると、書棚の上に渡されたポールに引っ掛かけて固定する。

「うわあ、グラグラ」

　僕は危なっかしいそれを注意して上り、手を伸のばして書棚の上に見えたものを取る。家令のヨハンはきちんと書棚の上まで掃除しているみたいで本は綺き麗れいでホコリも積もっていない。

　……ってことは、彼はこれがあることに気づいてたんだろう。なのに書棚を注意深く見上げた人間にだけ解わかるように、本の角をはみ出させておいた。しかも今のブラッドレイ一族の当主、お祖父様は、こんな書庫になんかまったく興味がない。兄さんが屋や敷しきにまだいたならともかく、今はほかの親しん戚せき達も同様だ。ってことは……？

「もしかして、ヨハンはずっと、僕が『書庫に入りたい』って言うのを待ってた？　なんて考え過ぎかな？」

　僕は本を片手に持ち、転げ落ちないように注意してはしごを下りる。ドキドキしながらそれを持って、ティーセットが並んだままの、入り口近くのテーブルに戻もどる。

　僕は一人がけのソファに座り、その本をつぶさに観察してみる。装丁は豪ごう華かで表紙にはさまざまな模様が刻印されている。それはとても美しいもので……。

「シェイクスピアの『ロミオとジュリエット』。英国文学が置かれた棚たなならたくさんあるのに、これが載のってたのはアジアの仏教美術に関する本が並んだ棚の上。変だよね」

　しかも、かなり分厚い本なのに、持ち上げた時の重さがその見た目に比例していない。注意深く振ふってみると、中で何かが微かすかに動くような振しん動どうが手に伝わってきて……。

「中に、何か入ってる？」

　僕は本の真ん中でページを開き……意外な正体に驚いてしまう。

「本じゃない。これ、箱だったんだ」

　それは精せい巧こうに作られた隠し箱。外側は本みたいに見えるけれど、実は箱だった。そしてその中にはぴったり収まる大きさの本がもう一冊はめ込まれていた。

　僕は内側にはめ込まれた本を取り出し……それが本ではないことに気づく。ページに文字は印刷されておらず、そこに並ぶのは、インクで書かれた文字。

「……日記……いや、小説だ……」

　僕は、思わず鼓こ動どうが速くなるのを感じながら呟く。小説じゃあお祖父様の弱みは握にぎれないだろうから、目的とは違っちゃうけど……ほんの数行読んだだけで、それがとても美しい文章であることが解った。出版されたものではなく、誰かが個人的に書いた小説を勝手に読むなんて、良心の呵責を感じるけれど……。

　手書きの文字を見つめて、僕は少し考える。その文字はとても美しく、書かれた文章は流りゆう麗れいで繊せん細さい。お祖父じい様達みたいな強ごう欲よくな誰かが書いたとは思えない。

「……もしかして、あの蔵書を集めた趣味のいい人？　だからあそこに置いてあったとか？」

　僕は呟き、小説が書かれたノートに施ほどこされた美しい装丁を眺ながめてみる。

「この趣味の良さ……やっぱり、これを書いたのはあの蔵書を集めた人じゃないかな？　ダメだ、どうしても読んでみたい！」

　僕は我が慢まんできずに叫さけび、ページをめくる。そして……。

「……ヤバい、なにこれ……」

　そこに書かれていたのは、胸が痛くなるような美しいラブストーリーだった。主人公はパーティーで出会った一人の男性と激しい恋こいに堕おちる。けれど、二人の家は敵同士。二人の関係は許されないものだった。会うことを禁じられた二人は駆かけ落ちを試みる。まさにロミオとジュリエット的な王道展開だけど、シェイクスピアが書いたみたいな悲しいアンハッピーエンドではなかった。最後、二人は列車に乗り込んで逃にげ、山々を見渡せる美しい場所で気持ちを確かめあう。見つめ合い、永遠を誓ちかった二人は本当に幸せそうで……。

「……う……」

　僕は知らずに流れていた涙なみだを、指先で拭ぬぐう。

「……なんだか悔くやしいぞ。仮にもプロの脚きやく本ほん家を目指してる僕が、誰だれかの書いた物語で、こんなに泣かされるなんて……」

　主人公が恋をした男性は、落ち着いた大人。クールな雰ふん囲い気きと不器用な優やさしさのバランスが絶ぜつ妙みようで、強気な主人公が恋に堕ちてしまった理由がよく解る。とてもストレートだけど、素人しろうとが書いたものとは思えないほど魅み力りよく的な物語だ。

「……このキャラクター。ミスター・ベルギウスに雰囲気が似てる。だからなのか、とても他人ひと事ごととは思えない。まあ、僕はこんな可愛かわいい女の子の主人公とはかけ離はなれてるけど……」

　僕は呟き……それからふとあることに気づく。

「……女の子……？」

　その物語は主人公の視点で書かれていて、『Ｉ』という一いち人にん称しようが一いつ貫かんして使われている。だけどほかのキャラクターの台詞せりふの中に、三さん人にん称しようがどこにも出てきていないような……？

　僕は慌あわててページを最初からめくり、それを確かめる。さらに……。

「主人公が恋をした相手の名前は、『レナード』だ。だけど、主人公本人の名前がどこにも出てこない。台詞の中にも、いっさいない」

　僕が違い和わ感かんを感じたのは、そこだった。男が熱ねつ烈れつに恋を語る台詞の中にも、相手の名前が出てこないんだ。普ふ通つうなら、何度も名前を呼びそうなところなのに……。

「これ……書いた人が、意図的にやってる……みたいな？」

　そう考えて、どきりとする。僕が泣いてしまったのは、主人公の心理描びよう写しやがあまりにもリアルだったから。もしもこれが、書いた人の実体験だとしたら……？

「……だから名前を隠かくしてるのか？　っていうか、もしかして性別も隠してる……？」

　……もしもこれが、ブラッドレイ一族の誰かが書いたものなら？　そして恋をした相手が男、しかも書いた本人も男だとしたら……？

　僕は鼓動が不ふ吉きつに速くなるのを感じながら、ページを最初からめくって確かめる。

　物語の冒ぼう頭とうで、主人公はパーティーに出席している。ほんの気軽なパーティーだからという祖父の言葉を信じていたのに、それは噓うそだった。主人公はたくさんの男から求愛を受け、それが別の目的のパーティーだったことに気づく。求きゆう婚こん者の中から結けつ婚こん相手を選ぶようにと祖父から命令されるけれど、主人公の心には、ずっと忘れられない男性がいて……だから主人公はとても苦しんで……。

「……これ……僕が体験したのと、まるで同じ……」

　足あし下もとからすっと血の気が引くような気がする。

「……まさか……これを書いた人って……？」

　僕はノートの最後までページをめくり、そこに書いた人のサインがないかを確かめる。サインはなかったけれど……そこには五十年ほど前の日付が書かれていた。

「……五十年前……」

　五十年前なら、今の家令であるヨハンがちょうど二十歳はたちの頃ころ。成人してすぐに執しつ事じになったと聞いたから、当時は彼の父親であるヨゼフが家令だったはず。僕が子供の頃にはまだ現げん役えきだったヨゼフには、本当にお世話になった。十年前に引退してスイスの田舎いなかで孫に囲まれて悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らしているヨゼフは、ヨハンに似てとても優しくて、信しん頼らいできる人で……。

　そこまで考えてから、僕はあることを思いつく。大好きなヨゼフに、それにその家族には、誕生日やクリスマスだけでなく季節ごとにちょっとした贈おくり物を送っているし、何かあると電話もしてる。

　……ヨゼフに相談してみたらどうだろう……？

　僕はポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出して、ヨゼフの家に電話をかけてみる。

『はーい！』

　電話に出たのはヨゼフの孫の一人で……。

「ヘンゼル、元気？　ジョエルだよ」

　僕が言うと、電話の向こうの女の子は楽しげに笑って、

『ジョエル様だ！　この間はプレゼントをありがとう！』

「お礼なら届いてるよ。押し花つきの可愛い手紙をありがとうね」

『あれはおじいちゃんと一いつ緒しよに作ったんだよ！……あ、おじいちゃーん！　ジョエル様から電話だよ！』

　ヘンゼルが大きな声で叫んでいるのが聞こえる。にぎやかにドアベルが鳴る音がしたから、きっとヨゼフが外から帰ってきたんだろう。近づいてくる靴くつ音おとに続いて、受話器を受け取る音がする。

『ジョエル様！　失礼しました！　ヤギ達の世話をしておりまして』

「元気そうでよかった、ヨゼフ。……ところで、急ぎの相談があるんだ。実は今、屋や敷しきの地下書庫にいるんだけど」

　僕が言うと、ヨゼフは小さく息を吞のむ。僕は、

「そこで、あるものを見つけた。『ロミオとジュリエット』の本に見せかけた、秘密の箱。中には手書きの小説が入ってた。……心当たりはある？」

　僕の言葉に、ヨゼフは一いつ瞬しゆん黙だまる。それから、

『……少しお待ちください』

　ヨゼフの言葉に続いて、ドアが閉まる音。ヘンゼルのはしゃぐ声が聞こえなくなったところをみると、電話の子機を持ったまま別の部屋に行ったんだろう。

『失礼いたしました。家族に聞かせられるような話ではございませんので。……その小説には心当たりがございます。それを書かれたジェイド様のことも、よく存じております』

「ジェイド？」

　僕は初めて聞くその名前に、ドキリとする。

「誰？　一度も聞いたことのない名前だけど」

『ブラッドレイ一族の方でございます。ですが、ジェイド様のお名前を出すことは、ブラッドレイ家の中ではかたく禁じられておりました』

「……何、それ？」

　僕の心臓が、どくんと一つ高鳴った。

「……もしかして、その人……」

　口にしてみると、心に湧わいた疑ぎ惑わくは確信に変わった気がした。

「僕と同じように、『幸運の星』を、身体からだに持ってたんじゃない？」

　その言葉が的を射ていたことを示すように、ヨゼフはハッと息を吞む。

「その人、どうなったの？　今はどうしてるの？　教えて、ヨゼフ！」

　必死で言うと、ヨゼフは迷うようにしばらく黙だまり、それから深いため息をつく。

『……それは……ブラッドレイ一族に仕える家令として、絶対に口にしてはいけない一番の秘密で……』

「でも今のヨゼフはもう使用人じゃない。僕の友人だ。……助けてほしい」

　僕の言葉に、ヨゼフはとても驚おどろいたような声で言う。

『助ける？　ジョエル様、何かあったのですか？』

「ヨハンから、聞いてない？　いや……家族に囲まれて平和に暮らしてるあなたに、ヨハンがこんな話をするわけないか」

　僕は今さらながら、ヨゼフに電話をしてしまったことを微かすかに後こう悔かいするけれど……。

『いったい何があったのですか、ジョエル坊ぼつちゃま』

　ヨゼフが、昔の呼び名で僕を呼ぶ。優ゆう秀しゆうな家令らしく、節度を持って落ち着いている彼の声が、今は動どう揺ようにかすれている。

『ヨゼフにお話しください。お願いです』

「ええと……」

　僕はどう話していいのか考えながら、

「お祖父じい様は、どこかの男に、僕を破格の値段で売り飛ばすつもりらしい。なんて言うと身も蓋ふたもないけど、まあ、そういうことかな？　この間、パーティーがあって、そこにいやらしそうな金持ちの男がたくさん集まってきた。まあ、いろいろあって、その時にはなんとか無事だったんだけど……」

『そんな……』

　ヨゼフが愕がく然ぜんとした声で言う。

『ジェイド様の事件の後、もうあの悪あしき風習は終わったと思っていました。女性が自分から望んで花はな嫁よめになるのならともかく……男のあなたを、無理矢理男性に……』

　敬けい虔けんなクリスチャンのヨゼフは言葉を切り、悲痛な声で、『ああ……神様』と呟つぶやく。きっと電話の向こうでは、胸に十字を切っていることだろう。

「ごめんね、ヨゼフ。嫌いやな話を聞かせてしまって。でも僕、お祖父様の言う通りになる気はないんだ。だから……」

　僕は深呼吸をし、そして勇気を出して言う。

「そのジェイドって人が、本当はどうなったのかを教えて」

　ヨゼフはしばらく黙り……それから静かな声で言う。

『ジェイド様は、ある男性と恋こいに堕おちました。当時のご当主……ジェイド様の祖父に当たる方ですが……は、ジェイド様をある王族に嫁とつがせようとしていました。ジェイド様はそれを拒きよ絶ぜつし、恋人と手に手を取って屋敷を出られました。私達使用人はジェイド様がお逃にげになれるように、できる限りの手を尽つくしました。同性同士の恋れん愛あいは宗教的には許されないと思っていましたが、ジェイド様もその想おもい人も本当に素す晴ばらしい方々で……お二人が不幸せになることなど、私どもには耐たえられなかったのです』

「それで……逃げることができたの？」

　僕は一いち縷るの望みをかけて言うけれど……ヨゼフはつらそうなため息をつく。

『いいえ。お二人はすぐに追っ手に捕つかまってしまいました。ジェイド様は莫ばく大だいな金額と引き換かえにある国の王族のもとに送られ、そのほんの一カ月ほど後に亡なくなられました。ジェイド様が亡くなったことを隠すため、ご遺体はあちらの国で極ごく秘ひに埋まい葬そうされ、戻もどってきませんでした。そしてお屋敷では、ジェイド様のお名前を口にすることすら禁じられました』

　その言葉に、ゆっくりと血の気が引いて行く。それはまるで、同じような状じよう況きようにある僕の未来を暗示しているようで……。

『ジェイド様から届いた最後の小包には、本型の箱に入れられたそのノートと、短いメモが入っておりました。今でも一字一句思い出すことができます。「これは僕が生きて、あの人を愛したという最後の証あかしだ。お祖父様に捨てられたりしないように、そっと書庫の片かた隅すみに隠かくして欲しい。もしも万が一、僕と同じ目に遭あいそうな子がいたら、その子にこれを渡わたして、僕がどうなったかをすべて話してかまわない」……そう、書いてありました』

　……あの人を愛した、最後の証……。

　その言葉が、僕の胸に突つき刺ささる。

「小包で送られてきたということは……この小説は、ジェイドという人が、王族のもとに送られてから書いたんだよね……？」

　僕が聞くと、ヨゼフはさらにつらそうな声になって、

『はい。王族のもとに送られる時、ジェイド様はほとんど荷物をお持ちになりませんでした。唯ゆい一いつ持っていたのは、本に見せかけたその箱と、そこに隠したノートだけ。しかもまだ何も書いていないのだと私に教えてくださいました』

　ヨゼフの声に、僕の心までが暗く沈しずんでいく。

『その箱とノートは、ジェイド様が出入りの職人に命じて作らせたものです。実は二組あったのですが、もう一組は恋人がお持ちでした。思い出の品だけを持って屋敷を出られる彼の姿を見て、なぜかとても嫌な予感がしました。それに、ずっと苦しんでいたジェイド様が、出発の朝だけはやけに晴れ晴れとした笑え顔がおで……でもまさか、あんなことに……』

　ヨゼフは声を詰つまらせ、それから覚かく悟ごを決めたように言う。

『ジェイド様があの手紙を遺のこされたのには、何か理由があるような気がしていました。そして、ジョエル坊ちゃまが「幸運の星」を持ってお生まれになった時、私は確信しました。ジェイド様は、これを予感していたのだと。それに……』

　ヨゼフは迷うように言葉を切り、それから覚悟を決めたように言う。

『ジョエル様は、あの頃ころのジェイド様にそっくりでいらっしゃいます。黄金きん色の髪かみに、紅茶のような色の瞳……そして顔かたちだけでなく、その考え方や、豊かな感性まで』

「そっくり？」

　僕はなんだか、深い縁えんを感じてどきりとする。

　……そういえば、この間書き上げた脚きやく本ほん……どこかこの小説に似ているような気がする。もちろんどちらもラブストーリーだし、王道の展開だから似ていても仕方ないとは思うんだけど……もしかして、感性が似ているっていうのはそういうことだろうか……？

「もしかして……その人の写真とかって残ってる？」

『ジェイド様の写真はすべて処分されましたが、一枚だけ私がこっそり隠しておいたものがございます。……その書庫の一番奥の棚たな、その一番上の段に、その箱と全く同じ装そう丁ていの「ロミオとジュリエット」がございます。その最後のページに、一枚の写真が挟はさんであります。それがジェイド様です』

「わかった。……ヨゼフ」

『はい』

「前に、舞ぶ台たいの脚本家になるのが僕の夢だって話したよね。覚えてる？」

『はい、もちろん覚えておりますよ。坊ぼつちゃまのことは何一つ忘れたりはいたしません』

　ヨゼフが胸が痛くなるほど優やさしい声で言う。これはきっと、僕だけでなくジェイドというその人にも向けられた言葉なのだろうと思う。

「実は、いくつか脚本ができあがっていて、上演も決まってるんだ」

『本当ですか？　あのお小さかった坊ちゃまが、立派になられて……』

　ヨゼフの声が、泣いているかのように震ふるえる。

「ああ、いや……知り合いの劇団でやってくれるだけだから、全然メジャーじゃない。脚本家としてはまだまだなんだけど……」

『それでもじゅうぶんにご立派でございますよ』

「ありがとう、ヨゼフ。それで……一つ困ってることがあるんだけど……」

『なんでございますか？』

「ペンネームを思いつかないんだ。まさか、ジョエル・ブラッドレイって名乗るわけにもいかないし……ねえ、ジェイドって、東洋の宝石の名前だよね？　すごく綺き麗れいな響ひびきだ」

　僕の言葉に、ヨゼフはやっと笑ってくれる。

『ジェイド様には、小説家になりたいという夢がありました。もしも子孫であるあなたにご自身の名前を使ってもらえたら、とてもお喜びになるのではないかと』

「本当に？　もちろんこの小説を盗とう作さくしたりしないし、名字も名乗らない。ただのジェイドにするから。まあ……いずれにせよ、お祖父様は演劇なんかに興味ないと思うけど」

『たしかにそうでございますね。話題作りに観劇にお出かけになることはありましたが、いつも居い眠ねむりをなさっておられましたし』

　僕は、ヨゼフの声がやっと元気になってきたことに安心する。

「お祖父様がいつもバルコニー席ばかり取るのは、眠っていてもほかの人にバレないためだもんね。……ねえ、あと一つだけ聞いていい？」

『はい、なんなりと』

「この小説に出てくるレナードって人は、実在の人なんじゃない？　ジェイドさんが恋をした相手って……もしかしてベルギウス家の一員？」

　僕は思いついたことをそのまま言ってみる。それが図星だったことを示すようにヨゼフは大きく息をのみ……それからそれを深いため息にして吐はき出す。

『ジョエル様の利発さには、とてもかないません。……ジェイド様のお相手のお名前は、レジナルド・ベルギウス様。当時のベルギウス一族の当主だった方でございます』

　その言葉に、僕は鼓こ動どうが不ふ吉きつに速くなるのを感じる。

「じゃあ、ブラッドレイ家とベルギウス家がいがみ合っているのは、もしかして二人のことが原因？」

『二つの家の因いん縁ねんはもっとずっと昔からです。ジェイド様とレジナルド様は、同じ性別だというだけではなく、敵同士の家に生まれたということでも苦しまれていました』

　ヨゼフの声が苦しげに震える。僕はノートを見下ろし、胸がずきりと痛むのを感じる。

　……ジェイドという人は、『ロミオとジュリエット』の本を模した箱を作った。書いたのはハッピーエンドの物語だったけれど、現実の自分達はロミオとジュリエットのように結ばれることはない……もしかしたらそんな悲しい気持ちで、ノートを箱に入れたのかもしれない。それを作らせた時にはまだ、愛する人と手に手を取ってどこかに逃げよう、そんな希望を抱いだいていたんだろうけど……。

「そうか。……どうもありがとう、ヨゼフ。また連れん絡らくする」

『どうか、くれぐれもお気をつけて』

　僕は電話を切り、ヨゼフが教えてくれた一番奥の棚の前に行く。その一番上の段には、たしかにあの箱と同じ装丁の『ロミオとジュリエット』があった。

「あれだ」

　僕ははしごを使ってそれを取り、最後のページを開いてみる。そこにあったのは、とても古そうなモノクロ写真。そして……。

「……これ……僕……？」

　そのジェイドという人は、驚おどろくほど僕にそっくりだった。僕はそれを見つめて呆ぼう然ぜんとする。

　……オカルト的なことには、あまり興味が持てないけど……でも……。

　僕は写真を見つめながら思う。

　……生まれ変わり、とかいうものを信じてしまいそうだ……。

　僕は本を元の場所に戻し、写真を持ったままはしごを下りる。ティーテーブルに戻り、ジェイドさんが書いた小説のノートに写真を挟み、それを箱にきちんと納める。

　……ジェイドさんの轍てつを踏ふまないためにも、僕はブラッドレイ家から逃にげなくちゃいけない。そして、脚本家になるという夢を叶かなえてみせる。

　僕は箱を胸に抱だきしめて、思う。

　……ジェイドさん、僕に勇気を与あたえてください。




　　　　◆




『お疲つかれさまでしたー！』

　団員達が、声を揃そろえて言う。彼らは汗あせ塗まみれで疲れた顔をしているけれど、その目は楽しそうに煌きらめいている。カメラがふいに揺ゆれ、画面にアーサーのアップが映し出される。

『見てるか、ジョエル？　本日の練習は以上！　ちゃんと撮とれてることを祈いのる！』

『飲み会に行く人は、着き替がえたらロビーに集合よ！』

　カメラのアングルが変わり、演出、兼けん、舞台芸術担当のアネモネの姿が映る。彼は男性だけどセクシーなドレスを着ていて、メイクも完かん璧ぺき。見かけはちょっと突とつ飛ぴだけど、舞台におけるその美的センスは最高だ。彼の言葉に、団員達は口々に、

『飲み会って言ってもいつものパブですよね？　おしゃれなレストランとか行きたいわぁ』

『っていうか、今日こそはおごりですか？』

『んなわけないでしょ！　本番まであと一週間もあるのよ！　あんたたちに毎晩たかられたら破産するわ！』

　アネモネの言葉に、団員達が声を揃えて笑っている。このリラックスした空気は彼のおかげでもあるし、出演者達の気が合っているという証しよう拠こでもあるだろう。

『ああ～、コホン、アーサー？』

　カメラの方を向いたアネモネが、咳せき払ばらいをして言う。長い付け睫まつ毛げをパチパチさせながら、

『今夜こそ、参加なさるかしら？　もしよかったらその後、私の部屋に……』

『うわあ、アネモネが口説きモードに入った！　いい男を見るとすぐこれだから！』

『気をつけてください、ミスター。ミスター・アネモネは肉にく食しよく獣じゆうだから』

　主演の二人がからかい、アネモネが振ふり返って威い嚇かくしている。

『何が肉食獣よ！　こんな子羊みたいに無む垢くな私をつかまえて！　しかもミスターって言ったわね？　ちゃんとミスって言いなさい！』

　アーサーの声が笑いながら、

『残念ですけど、今夜もパスさせていただきます、ミス・アネモネ。この録画をすぐに届けないと、脚本家がうるさいんでね』

『ちょっと！』

　アネモネがカメラに向かって指を振りかざしながら言う。

『箱入りのお姫ひめ様なのはわかるけど、本番はちゃんと見に来るのよ！　お城を出るのが難しかったら、ハンサムな王子様に助けを求めること！　いいわね？』

　その声を最後に、録画が終わる。まるでにぎやかな練習場にいるような気分になっていた僕は、そのまましばし呆然とする。

　……ああ、本当に、あの騒さわぎに参加できたらどんなに素す敵てきだろう……？

「いやあ。生で見たらもっといいぜ、さすがジョエルが脚きやく本ほんを書いているだけはあるよ」

　屋や敷しきにある、僕の部屋の専用リビング。ソファにだらしない格好で座ったアーサーが、ワインを飲みながら言う。

　本当ならすべての練習を直接見たかったけれど、お祖父じい様に見張られているこの身では、とても無理な話だった。だから僕はアーサーに頼たのんで練習をビデオに撮ってもらい、それを届けてもらってる。お礼は、屋敷のワインセラーから選んだ秘蔵のワインだ。

　舞ぶ台たいの稽けい古こは進み、公演も間近だ。だけど僕は、まだ屋敷から出ることを許されない。だけど自分が脚本を書いた舞台の初日は絶対に見たい。でも……。

「俺は明日から仕事で海外に行かなきゃならないし、お祖父様に警けい戒かいされてるから、おまえを連れ出すなんて無理だ」

　アーサーがため息をつきながら言う。

「だから、別の協力者を探さないと。だけど、俺の友人達に手を貸りるのはちょっと無理そうだよ。ブラッドレイ家に目を付けられたらどんなに面めん倒どうなことになるかは、欧おう州しゆう社交界では広く知れ渡わたってる。お祖父様はいろいろな王族とコネがあるし、そういうことにだけは知ち恵えが回るから」

　その言葉に、僕は高こう揚ようしていた気持ちがしぼむのを感じる。

　……アーサーの友人ってことは、ミスター・ベルギウスも含ふくまれてるんだよね。やっぱり彼も、僕に手を貸すのは面倒だと思っていて……？

「……まあ……」

　アーサーは、僕を横目でちらりと見て、

「……一人だけ、まだ声をかけていない友人がいる。ヒューゴ・ベルギウスだ。おまえとはもう顔見知りだし……おまえが自分で頼んだ方が、ずっと効き目があると思うからね」




　　　　◆




「あの、すごく厚かましいお願いなんですが……僕を屋敷から連れ出してくれませんか？」

　僕はミスター・ベルギウスに電話をかけ、勇気を振り絞しぼって一気に言う。

「いえ、そのまま逃げようとかそういう難しい話ではなくて……実は僕、演劇の脚本を書いていて……その公演、明日が初日なんです。お祖父様に外出禁止にされてしまったから、練習には一度も参加できませんでした。でも、明日だけは、どうしても自分の目で見たくて」

　言ってしまってから、彼にすごく面倒なことを頼んでいるのだと改めて自覚する。たとえば僕が普ふ通つうの境きよう遇ぐうなら、舞台を見に行くことなんか、なんでもない。でも……。

「あなたがいるベルギウス一族と、うちのブラッドレイ家が犬けん猿えんの仲なのはよくわかってます。だから、もしも見つかったら、あなたの立場が悪くなることも」

　僕は言うけれど、本当は祈るような気持ちだった。彼にとってはすごく迷めい惑わくなのは承知の上だ。なのにこんなことを言うなんてなんだか泣きそうだけど……自分の脚本の初舞台を見るには、これが最後の望みで……。

「だから、ダメなら断ってくださって、全然いいんですけど」

　必死で明るく言おうとするけど、声がかすれてしまって……。

『いいですよ』

　あまりにもあっさりした声に、僕は呆然としてしまう。

「本当に？」

　僕は信じられない気持ちで言う。電話の向こうの彼は、感情の読めない声で言う。

『はい。何時にうかがえばいいですか？』

「ええと……開演が六時だから、五時には迎むかえにきて欲しいんですけど」

『わかりました。では、五時に』

　平然とした言葉に、僕はふと不安になってしまう。

「ええと……全然緊きん張ちようした様子がないですけど。もしかして正面玄げん関かんから来る気ですか？」

『いいえ』

　彼がまったく口調を変えないままで言う。

『ご家族や使用人達には見つからずに屋敷を抜ぬけ出す……その計画に協力するのが私の役目ですよね。でしたら、正面からは訪問しません。あなたのお部屋に、直接うかがいます』

　……やっぱりやたらと平然とした口調。本当に解わかってるんだろうか？

「あの……うちの屋敷の警備、ものすごく厳しいんです。その日は祖父も両親も屋敷を空けてはいますが、僕は部屋から一歩も出るなと言われています。しかも深夜じゃなくて夕方。庭にも屋敷内にも、警備員がたくさん巡じゆん回かいしています。その目を盗ぬすむわけなんですが……大だい丈じよう夫ぶですか？」

『大丈夫だと断言することはできません。ですが、できる限りの努力をさせていただきます』

　きっぱりと言われた言葉に、じわりと胸が熱くなる。

　……僕のことなんか、ほとんど知らないのに。やっぱり、いい人なんだな……。

『ああ……申し訳ない、会議の時間が近づいてきてしまいました。そろそろ秘書が来るので電話を切ります』

「え？　ああ、ごめんなさい」

　その言葉で、彼がベルギウス・グループの総そう帥すいであることを思い出す。

　……そういえば彼は、名門一族の当主で、一流のビジネスマンでもあるんだ。そんな立場にあるのに、僕なんかのために動いてくれるなんて……。

『それでは、明日の五時に。……ああ……明日も寒くなりそうです。風邪かぜを引いたりしないように、あたたかい服で待っていてください』

『……ベルギウス社長、失礼いたします』

　彼の声を、微かすかに聞こえたノックの音と秘書らしき男性の声が遮さえぎった。

『そろそろ衛星会議が始まりますので……』

『わかった。……では、また明日』

　彼は言って、そのまま電話を切る。僕は通話を切れないまま、彼の声の余よ韻いんに陶とう然ぜんとする。

　演劇に携たずさわっているから、プロの役者さんやソリストの声を聞き慣れてる。ミュージカルに出演しているだけあって、彼らの発声の仕方は完かん璧ぺきだ。さらに僕は声フェチなので、オーディションでは演技力や歌唱力やルックスだけでなく、声の質も重要視してキャストを選ぶことになる。そのせいで、毎回僕が関かかわる舞台はうっとりするような美声揃ぞろいになるんだけど……。

　……ああ、本当になんて声をしてるんだろう……？

　僕は舞台に関してすごくラッキーみたいで、まだ駆かけ出しにもかかわらず、一流の人々と仕事ができている。世界に名だたる高名なソリスト達とも仕事をしたし、彼らの声は舞台の上はもちろん、雑談をしてるだけでも聞き惚ほれるほど美しい。だけど……。

　……ヒューゴ・ベルギウスの声は別格だ。なんだか聞いてるだけでおかしくなりそう。

『風邪を引いたりしないように、あたたかい服で待っていてください』

　彼の言葉を頭の中で繰くり返す。胸のあたりが、じわりとあたたかくなるのを感じる。

　……なんて優やさしいことを言ってくれる人なんだろう？

　僕は通話を切り、携けい帯たい電でん話わを胸に抱だきしめてため息をつく。

　……どうしよう、めちゃくちゃドキドキしてる……。







　　　　ヒューゴ・ベルギウス







　再会したジョエルは、あまりにも麗うるわしく、私はただ呆ぼう然ぜんと見とれてしまった。彼にもう一度だけでいいから会いたいと願い……その気持ちのあまりの強さに、彼を傷つけてしまいそうな気がした。そして、連れん絡らくを取ることすらできなかった。

　ここは、郊こう外がいにある自分の城。古い塔とうへの石の階段を上りながら、私は不思議な気持ちに満たされていた。

　……彼のためなら、どんなことでもしてやりたい。

　この塔は、遥はるか昔には牢ろうとして使われたという逸いつ話わもある。だが数十年前の当主が居室として改造した。ずっと使われていなかったが、私はその内装が気に入り、ここを第二の書しよ斎さいにしていた。

　鍵かぎを使って金属製の扉とびらを開けると、中はかなり広い部屋になっている。大きくアールを描えがいた壁かべと高い天てん井じようがとても落ち着く。壁と床ゆかを覆おおうのは、磨みがかれた灰色の石。無骨だが、現代のコンクリートにも通じる男っぽさがある。シンプルだが質のいいアンティークのライティングテーブルとチェアが置かれ、壁際には天井まで届く書しよ棚だながしつらえられている。

　私がここに初めて入った時、なぜかこの書棚は完全に空だった。デスクの引き出しも空で、ペン一本すら残っていなかった。まるで、誰だれかの痕こん跡せきを慌あわてて消したようだと思ったのを覚えている。しかもこの部屋を居室にしていたレジナルド・ベルギウスという名前の当主に関して、なぜか肖しよう像ぞう画がも含ふくめて個人的な資料はほとんど残っていない。未いまだに彼に関することは謎なぞだらけなので、私は逆に興味を引かれている。

　書棚には、ベルギウス・グループの歴史に関する書しよ籍せき、そして今までの経営方針に関する資料がびっしりと並んでいる。私は仕事の合間にそれらを読み、ベルギウス家を立て直すための方策を練ろうとしているのだが……。

「……ベルギウスの一族の歴史は、放ほう蕩とうと浪ろう費ひの歴史だ」

　私は祖父の代の秘書が記録していた業務日誌を取り出し、それを読んで思わず呟つぶやく。

「……なんてくだらないのだろう？」

　一族に関する資料を読んでいると、そのレジナルド・ベルギウスという人物が珍めずらしく経営者として優ゆう秀しゆうだったらしいことが解る。傾かたむきかけていた会社はある年に急激に成長し、その後の数年間で収益を莫ばく大だいなものにしている。その時の当主であり、経営責任者だったのが、レジナルド・ベルギウス。しかし彼は、残念ながら若くして亡なくなったようだ。その後当主になった私の祖父や父、そして経営観念の破は綻たんした親しん戚せき達が、彼が作った莫大な財産をほとんど食いつぶしてしまったのだ。

　私は開いていた資料を本ほん棚だなに戻もどそうとし、あることに気づく。棚たな板いたと石の壁の間に何かが挟はさまっているように見える。私が資料を入れた時には気づかなかったのだが……。

「……これは……？」

　私はその段に並べたファイルをすべて出し、棚板と壁の間に挟まっていたものを引き出す。それは革かわで装そう丁ていされた、一冊の本だった。

「『ロミオとジュリエット』？　ここにあるということは、レジナルドの本か？」

　この部屋を使っていたはずのレジナルド・ベルギウスに、私は冷れい徹てつな経営者という印象しか持っていなかった。そのイメージと、シェイクスピアの悲しい恋れん愛あい小説はまったく似つかわしくない。私は不思議に思いながらその本を取り出し、そしてあることに気づく。

「本……ではない……？」

　本にしてはわずかに軽く、振ふってみると違い和わ感かんがある。私はそれを開き……それが本に見せかけた箱だったことに驚おどろく。そこには別の、少し薄うすめの本がもう一冊はめ込まれている。

「これは、いったい……？」

　私は不思議に思いながらはめ込まれていたものを取り出し、ページをめくってみる。それは文章が印刷された本ではなく、ノート。ブルーブラックのインクで、長い文章が書かれている。ページの先頭ごとに日付があるところを見ると、それは日記のようだ。几き帳ちよう面めんに並んだ文字が自分が書くそれにそっくりで、一いつ瞬しゆん自分が書いたのかと錯さつ覚かくする。

　……だが、私は日記などつけたことはない。

　最初のページにあるのは、五十年ほど前の日付。そして『ベルギウス家当主　レジナルド・ベルギウス　ここに記す』とだけ書かれている。

「レジナルド・ベルギウスの日記……」

　私は興味を覚えてページをめくる。そこに書かれていたのは、当時のベルギウス社の経営状じよう況きよう。今はもう廃すたれて閉山寸前になっている鉱山から、宝石の鉱脈がいくつも見つかったことが記されている。

「当時はまだ、鉱脈が掘ほり尽つくされてはいなかったのか」

　私は呟き、興味深くそれを読み進めていく。レジナルドはかなりのやり手で、世界中のいろいろな場所に自ら出かけ、会社に有益な相手との交こう渉しようを次々に成功させ、会社を大きくしている。とても頭がよく、行動力があり、しかも社員からの信しん頼らいも厚い経営者だったようだ。

『私がこんなに幸運なのは、あの人のおかげかもしれない』

　ずっと続いていた事務的な内容。しかし、ある日の日記の最後に書かれた一文に、私は目を奪うばわれる。

　……あの人……？

　その日を境に、日記はプライベートな記述が増えていく。どうやらレジナルドはあるパーティーで『あの人』と出会った。その後、レジナルドは城を抜ぬけ出しては『あの人』との逢おう瀬せを重ねている。相変わらず無機質な文章ではあるが、短い記述の中でも、彼がゆっくりと恋こいに堕おちていくのが手に取るように解わかった。その人物の名前は明かされず、三さん人にん称しようすらもない。そこに、レジナルドのその人を守りたいという気持ちが表れているような気がする。

『あの人は、美しい幸運の星を持っている』

　その文章に、私はどきりとする。

　……アーサーは、ジョエルのことを『幸運の星を持つ人』だと言っていた。

　そう思うと、レジナルドが書いている『あの人』が、ジョエルにとても似ているような気がしてくる。

　……いや、気のせいではなく、本当に似ているかもしれない。

　レジナルドの書いた文を慎しん重ちように組み合わせていくと、『あの人』が、『蜂はち蜜みつ色の髪かみ』と『紅茶の色の瞳ひとみ』を持ち、『彫ちよう刻こくのように端たん麗れいな容姿』をしていることが解る。しかも相手の行動はどこか無む鉄てつ砲ぽうな子供のようで、レジナルドは戸と惑まどいながらも相手のことを微笑ほほえましく思い、その勇気に感かん嘆たんし、できる限りのことをしてやりたいと思っている。そう思わせてしまうところが……本当にジョエルに似ている。

　レジナルドは『あの人』との関係を一族にとがめられ、別れるようにと説得されたようだ。相手の素す性じようは解らないが、二人の恋には何か問題があったらしい。

　日記を読み進めると、『あの人』が望まぬ結けつ婚こんを強しいられそうになっていることが解った。どうやら歴史ある一族の一員らしく、当主には抵てい抗こうできないと書いてある。自分の一族を裏切らなくてはいけないことに、『あの人』もレジナルドも苦く悩のうしていたが……どうしてもお互たがいのことをあきらめられず、二人は駆け落ちをしようと計画したようだ。

　……いったい、どうなったんだ……？

　私は何か不ふ吉きつな予感に駆かられながらページをめくるが、日記は約束の日の朝に終わっていた。

　……レジナルドは、独身のまま、若くして亡くなった。ということは、二人が結ばれることは永遠になかったのか……？

　禁きん忌きを破る苦しみ、しかしそれに勝まさる激しい気持ち。レジナルドが書き記した深い苦悩に、胸がえぐられる気がする。

　……なぜこんなに苦しんでいるのか？　相手は既き婚こん者？　いや、そうは思えない……。

　私はあることに思い当たり、どきりとする。

　……まさか、相手が同じ男性だった……？

　唐とう突とつな考えだが、なぜか納なつ得とくできる気がした。レジナルドは家いえ柄がらのことだけではなく、さらなる苦悩を抱かかえている。そしてジョエルに似た『あの人』の性格と行動は、いたずらな女性というよりは、まるでやんちゃな青年のようで……。

　……こんなふうに身を焼かれるような感情というものを、私は知らない。

　私は当主になるべく教育され、完かん璧ぺきな成績だけを取り続けてきたただのロボットのようだ。

　……こんな恋をしたとしたら、私はいったいどうなってしまうのだろう？

　私は不思議に胸がざわめくのを感じながら思う。

　そして……その日から、私は夜ごとに、あの麗しいジョエル・ブラッドレイの夢ばかりを見てしまうことになる。




　　　　◆




『あの、すごく厚かましいお願いなんですが……僕を屋や敷しきから連れ出してくれませんか？』

　彼の言葉が、電話の向こうから聞こえる。彼の声はうっとりするほど美しい響ひびきで、その口調はごく軽い。だが、その裏に微かすかな怯おびえを感じてどきりとする。

　……彼の状況に、何か変化があったのか？

　終業時間もとっくに過ぎた夜半。それでも続くたくさんの会議のちょうど合間に、その電話はかかってきた。

　彼のことばかりを考えてしまっていた私は、つい彼の声を期待しながら電話に出てしまい……本当に彼からの電話だったことに逆に驚おどろいた。

『いえ、そのまま逃にげようとかそういう難しい話ではなくて……実は僕、演劇の脚きやく本ほんを書いていて……その公演、明日が初日なんです。お祖父じい様に外出禁止にされてしまったから、練習には一度も参加できませんでした。でも、明日だけは、どうしても自分の目で見たくて』

　彼の声には、切実な望みが込められているように聞こえて、胸が痛む。

『あなたがいるベルギウス一族と、うちのブラッドレイ家が犬けん猿えんの仲なのはよくわかってます。だから、もしも見つかったら、あなたの立場が悪くなることも。……だから、ダメなら断ってくださって、全然いいんですけど』

　ブラッドレイ家は、昔から時の権力者に娘むすめを差し出してきた一族だと聞いている。それによって、財産やコネクションを築いてきたのだと。子供の頃ころ、当時の当主だった祖父から「ブラッドレイは卑いやしい一族だ。だからブラッドレイ家の人間には絶対に近づいてはいけない」と言われたことがある。その時の私は、二つの一族がいがみ合うのは愚おろかなことだ、時の権力者との婚こん姻いん関係によって和平を結ぶことは、歴史的に見てもそれほど珍めずらしいことではない、そう思った。だから、あの夜に出会った、ジョエル・ブラッドレイという少年に、悪い印象など少しも持たなかった。それどころか、彼のどこか愁うれいを帯びた様子に胸を打たれ、その人並みはずれた美しさに目め眩まいを覚えた。

　……しかし、まさか、彼がこんな境きよう遇ぐうに置かれた人だなんて。

　ブラッドレイ家は、望んで愛人になろうとする女子だけでなく、望んでもいない男子にも同じことをさせる……そのことにはとても驚いた。そして、今の私は、そんな境遇に陥おちいってしまったジョエルをどうしても放ほうっておけないと思っている。

　……もしも彼が逃げることを望んでいないのだとしたら、他人の私が間に入ることはできない。だが、もしも彼が逃げることを望んでいるのだとしたら……？

「いいですよ」

　私は迷いを感じる余よ裕ゆうもなくそう答える。あの人から頼たのまれたのなら、どんな願いでもかなえてあげずにはいられない。

『本当に？』

　受話器から聞こえた彼の声には、驚きと、わずかな猜さい疑ぎ心しんが含ふくまれている。最後の望みをかけるようにして私に連れん絡らくはしてくれたが、きっと断られるのを覚かく悟ごしていたのだろう。

「はい。何時にうかがえばいいですか？」

『ええと……開演が六時だから、五時には迎むかえにきて欲しいんですけど』

　……こんな不安そうな声で言われて断れる訳がない。

「わかりました。では、五時に」

　私が言うと、彼はさらに心細そうな声で言う。

『ええと……全然緊きん張ちようした様子がないですけど。もしかして正面玄げん関かんから来る気ですか？』

「いいえ。ご家族や使用人達には見つからずに屋敷を抜け出す……その計画に協力するのが私の役目ですよね。でしたら、正面からは訪問しません。あなたのお部屋に、直接うかがいます」

　私はどうすればいいのかを考えながら言う。彼はほんの少し沈ちん黙もくし、それから、

『庭にも屋敷内にも、警備員がたくさん巡じゆん回かいしています。その目を盗ぬすむわけなんですが……大だい丈じよう夫ぶですか？』

　彼が言い、答えを聞き逃のがすまいとするかのように、息を詰つめる。

「大丈夫だと断言することはできません。ですが、できる限りの努力をさせていただきます」

　私が言うと、彼は止めていた息をそっと吐はき出す。まるで耳元でため息をつかれたかのような気がして心臓がドクリと跳はね上がる。

　会議の時間が近づいてきていることに気づいて、私はそれを告げる。ちょうど秘書が部屋に入ってきたタイミングで、不思議なほど名な残ごり惜おしい気持ちで電話を切る。秘書を振ふり返って、

「頼んでおいた書類は？」

「各支社に送信済みです」

「よろしい。会議に向かおうか」

　私はファイルを手に取り、部屋を出て会議室に向かって廊ろう下かを歩き出す。

「お電話中に失礼いたしました」

　いつも優ゆう秀しゆうな専属秘書が無表情なままで言い、私は思わず小さく微笑んでしまう。

　……ああ、私はいったい何をしているのだろう？

「高い塔とうに閉じ込められた、姫ひめ君ぎみがいるとする」

　私が言うと、一歩後ろを歩いていた秘書が真面目まじめな声のまま答える。

「はい」

「城の者達に知られずに彼女をさらうとしたら、どうすればいいと思う？」

「そのたとえ話は……」

　秘書が何かを考えるかのように少し言葉を切り、それから、

「……南アフリカのダイヤモンド坑の採さい掘くつ権利に関するお話ですか？　それともロシア連れん邦ぽうの天然ガスの……」

「もっとシンプルな話だ。……もしもおとぎ話なら？」

「それは……」

　振り返ると、秘書は珍しく難しい顔をしていた。

「……お姫様は髪の毛が長いですか？」

「美しい金きん髪ぱつだが、ラプンツェルではないよ。住んでいる塔は二階建て。家臣や番犬が見張っているけれど。……シンプルに、こっそりと忍しのんで行って、さらうしかないかな？」

　秘書はさらに難しい顔になり、それから言う。

「ベルギウス社長、こんなに楽しそうなあなたを見るのは初めてです」

「たしかに私は少し浮うかれているかもしれない。だが……」

　私は彼の麗うるわしい笑えみを思い浮かべながら言う。

「……その人のことを考えると、どんなことでもできそうな気がしてくるんだ」







　　　　ジョエル・ブラッドレイ







　……いったい、どうやって来てくれるつもりだろう？

　自室の専用リビング。ソファに座った僕は、重いため息をつく。

　ドアの向こう、廊下には何人もの人間が歩き回る足音が続く。警備員達が、僕が外に出ないように監かん視しを続けてるんだろう。

　……やっぱり、無理だ……。

　今さらながら、僕は彼にあんなことを頼んでしまったことを後こう悔かいしていた。

　……あんなに誠実そうな彼が、困っている誰だれかの頼みを断れる訳がなかった。僕は、彼の優やさしさを試ためし、そこにつけ込むようなことをしてしまったんだ。

　僕は手に持った携帯電話を見下ろしながら、またため息をつく。

「……来ると言ってくれただけで、もうじゅうぶんなんだ」

　彼が僕をさらってくれて、一晩一いつ緒しよに過ごせたら……そんな甘い考えは、もうとっくに吹ふき飛んでいた。今はもう、変なことを頼んでしまったことが、申し訳なくて……。




　……彼に、迷めい惑わくをかけるようなことを言ってしまった。屋敷の警備が厳しいことに気づいて、彼も今いま頃ごろ、引き受けてしまったことを後悔しているだろう。

「……悪いことをしちゃった……」

　僕は携けい帯たい電話のフリップを開き、彼の携帯電話のナンバーを表示させる。

　……彼に電話をして、謝ろう。きっと彼も今頃、困っているに違ちがいなくて……。

　通話ボタンを押そうとした僕は、ふいに響いた小さな音に動きを止める。

　……今、何か聞こえたような……？

　コツン！

　もう一度、同じ音が響ひびく。その音は、たしかに窓の方から聞こえてきて……。

　……何かが、ガラスに当たってる？

　僕は携帯電話を置いて立ち上がり、窓の方に近づく。僕の部屋のリビングにはアールを描えがいた小さな飾かざりベランダがついていて、そのすぐそばに大きな楡にれの木が立っている。長く伸のびた枝がベランダの上にまで張り出しているから、お祖父じい様は「部屋の日当たりが悪くなる」と言って何度もその木を切ろうとした。けれど、僕は月夜に聞こえてくる葉は擦ずれの音や、キラキラした木こ漏もれ日びが大好きだったから、そのたびに反対してきたんだ。

　……楡の枝が伸びていて、ガラスに当たっているんだろうか？　でも、風はそんなに強くなかった気がするけど……。

　僕は不思議に思いながら部屋を横切り、ベランダに続くフランス窓を大きく開く。このベランダは外から見た時に格好がつくように作られただけで、ほんの飾り程度の広さしかない。小さな椅い子すを一いつ脚きやく置くことすらできないけど、僕はここに出て風に当たるのが好きで……。

　僕はベランダに出て、空を見上げる。夕暮れのオレンジ色は暗くなりかけていて、空にはもう一番星がうっすらと見えている。

　……やっぱり、ダメだったな。

　僕は、なんだか泣きたい気持ちになりながら思う。今日の計画は、僕にとって一種の賭かけだった気がする。もしも成功したら希望が持てる、もしも失敗したらいろいろなことをあきらめる。

　……僕は、このままお祖父様の言う通りの人生を歩むことになるんだろうか？

「……ミスター・ブラッドレイ」

　どこからか聞こえた微かすかな声に、僕は耳を疑う。それは低く、だけどよく響く美声で……。

「……え……？」

　僕は思わず周囲を見み渡わたし、それから慌あわてて手すりに駆かけ寄って下を見る。そこには……。

「……ミスター・ベルギウス……！」

　楡の木の根元、庭に並ぶトピアリーの陰かげに、一人の男性が立っている。黒いタートルネックのセーターに黒の上着とスラックス。タキシードよりもくだけた格好だけど、それは間ま違ちがいなく、ずっと待っていたミスター・ベルギウスで……。

「……来てくれたんですね……！」

　彼が小さくうなずき、人差し指をその男らしい唇くちびるの前にたてる。　>>>♥

「……静かに。見張りが通り過ぎたばかりです。番犬をつれていなかったので助かりました」

　彼は言いながら、僕を見上げてくる。端たん麗れいな顔立ち、漆しつ黒こくの瞳ひとみに夕暮れの光が瞬またたいて、見とれるほど美しい。

「少し待っていてください。今、迎えに行きますから」

　彼はそのまま身軽に木を登ってきて、僕の部屋のベランダに降り立った。その彼を見て、僕はめちゃくちゃときめいてしまう。

「この木があって助かりました。ですが、木の肌はだが滑すべりやすい。あなたにこれを伝って下りさせるのは少し危険なので……」

　彼は言いながら、お尻しりのポケットから小さく折おり畳たたんであった何かを取り出す。それはナイロンの縄なわを編んで作った細いはしごだった。彼はその先につけられた金具をベランダの手すりに掛かけ、引っ張って強度を確かめる。

「うちのフットマンに、登山の趣しゆ味みがあってよかったです」

「これを伝って下りるんですか？」

　強度はありそうだけど……ベランダから地面までは十メートル近くありそうだ。不安になりながら見下ろすと、彼が、

「……私が先に下ります。何かあっても受け止めるので、安心して下りてきてください。できますか？」

　静かな声に、僕の怖こわさがゆっくりと解けていく。僕はうなずいて、

「わかりました。それなら安心です」

　……ああ、不思議だ。彼といれば、なんでもできそうな気がしてくる……。




　　　　◆




「まるで、夢のようでした……！」

　彼は僕をさらい、そして劇場で夢のような一夜を過ごさせてくれた。帰りのリムジンの中、僕は陶とう然ぜんとしながら言う。

「自分の描いた世界が舞ぶ台たいの上で実現する……それが、こんなに素す敵てきなことだなんて！」

「たしかに、あなたの描いた世界は、とても美しかった」

　隣となりの座席に座ったミスター・ベルギウスが、いつもと同じ冷静な口調で言う。だけどその声の奥にわずかな熱を感じて、鼓こ動どうが速くなる。

「ありがとうございます。お世辞でも嬉うれしい」

「世辞など言いません。あなたの脚きやく本ほんは、優美で、華か麗れいで、ユーモアに溢あふれ、だがどこかに深い悲しみを含ふくんでいる。……胸が痛くなるような、とても素晴らしい舞台でした」

　劇の間中、彼はまっすぐに舞台を見つめ、微び動どうだにしなかった。とても熱心に見てくれているのが解わかって、僕は嬉しかったし、少し恥はずかしかった。この脚本自体はかなり前に書き上げてアネモネ達に渡わたしてあったものだけど……ミスター・ベルギウスに再会してから、少し手を加えていたんだ。主人公の相手役のモデルは、若かりし頃ころの彼。だけどさらに本物の今の彼に近いように、直してしまったから……僕には主人公が自分、相手役のハンサムな男性が、このミスター・ベルギウスにどうしても見えてしまっていた。だから、二人が熱ねつ烈れつな愛の言葉を囁ささやくたびに、一人で真っ赤になってしまっていて……。

　……もしかして、まだあの雰ふん囲い気きに酔よってるんだろうか？　でも……。

　僕は、彼の漆黒の瞳を見返しながら思う。

　……もしかしたら、こんな夜は二度とないかもしれなくて……。

　リムジンは、緩ゆるい丘おかを上る一本道にさしかかる。ブラッドレイ家の屋や敷しきまで、あとほんの数百メートル。そこに着いたら、僕はまた籠かごに閉じ込められた鳥に戻もどらなくてはいけない。

　……それに……何か、嫌いやな予感が……。

　僕は思いながら目を凝こらし、そして丘の途と中ちゆうにある駐ちゆう車しや場に、何台ものリムジンが停とまっていることに気づく。運転手らしきお仕着せを着た男達が何人もいるけれど、彼らの顔に見覚えはない。ってことは、お祖父様の友人や、親しん戚せきが来ている訳ではなくて……。

　……まさか、僕が抜ぬけ出したことに怒おこったお祖父様が、結けつ婚こん相手に名乗りを上げた男を屋敷に呼んでいるとか……？

「パーティーでも？　リムジンがたくさん集まっているようですが」

　彼の不ふ審しんそうな声に、僕はどきりとする。慌てて笑ってみせて、

「いえ、そんな予定はなかったと思うんですけど……」

　……もしかしたら、今夜が、彼と会える最後の夜かもしれない……。

　思ったら、悲しくて胸がつぶれそうになる。

「僕に、おやすみのキスをしてくれませんか？」

　僕の唇から、勝手に言葉が漏もれた。彼の驚おどろいた顔を見て、僕は我に返り、そしてとんでもないことを言ってしまったと青ざめる。

「無理を言ってごめんなさい。やっぱり嫌ですよね。……ここで結構です。この坂を上れば、もう……」

　目をそらし、無理矢理笑った僕の両りよう肩かたを、ふいに彼の両手が摑つかむ。彼の美び貌ぼうが一気に近づいて、呆ぼう然ぜんとしている間に唇が重なってくる。

　……噓うそ……。

　彼の唇は見た目よりも柔やわらかく、忍しのび込んできた舌は驚くほど熱く……。

「……んん……」

　強く摑まれた肩かたが、少し痛い。だけどその獰どう猛もうさが、たまらなくセクシーで……。

　……ああ、どうしよう……？

　僕はキスを受けながら、なんだか泣きそうになる。

　……僕、本当に彼のことが好きだ。

　僕の胸に、確信が下りてくる。

　……彼をあきらめることなんかできない。絶対に、ほかの男のものになんかならない。

「……おやすみなさい、ミスター・ブラッドレイ」

　唇を触ふれさせたまま、彼が小さく囁く。僕は陶然としたまま、彼に囁き返す。

「……おやすみなさい、ミスター・ベルギウス……」

　彼の唇が、そっと離はなれていく。僕は、なんだか泣きたいような気持ちで……。

「……あ……」

　いきなり、僕の頰ほおを熱い何かが伝った。ミスター・ベルギウスが、驚いたように目を見開くのが解る。

　……うわ、なんでいきなり泣いてるんだよ？

「ごめんなさい、今夜はすごく楽しかったから……」

　僕は慌てて涙なみだを手のひらで拭ぬぐいながら言う。

「ちょっと、帰るのが寂さびしくなっちゃって……」

「ミスター・ブラッドレイ」

　彼が、とても真しん剣けんな顔で僕を見つめながら言う。

「今夜、あなたが帰らなくてもいいようにできる手段は、何かありますか？」

「え？」

　彼の言葉に、僕は本気で驚いてしまう。彼は少し考えてから、

「例えば……私があなたの結婚相手として、正式に名乗りを上げるとか」

「そ、それは……」

　僕は、パーティーを抜け出して彼と再会した、あの夜のことを思い出す。お祖父じい様はあの時、『ミスター・ベルギウスが、そう言ってくださっているのかな？　おまえを得るために、それにふさわしい結ゆい納のう金を用意すると？』と言った。何かを期待するような声で。

「……もしもあなたが結婚相手として名乗りを上げてくだされば、お祖父様は僕に、何日かの外がい泊はくなら許してくれるかもしれません。でも……」

「ともかく、あなたをこのまま帰すのは、あまりにも心配です。あなたがすぐにでも、誰だれかのもとに送られてしまう……そんな気がしてなりません」

　彼の言葉に、ジェイドさんのことを思い出す。

　……もしかしたら、彼の直感は正しいかもしれない。ジェイドさんも、捕つかまってすぐに誰かのもとに送られてしまって……。

「あなたの結婚相手として、名乗りを上げます。そして、あなたを今夜、私の城につれて帰ります」

　彼の言葉を、僕は呆然と聞く。

　……本当に、そんなことをしてくれるんだろうか……？

「このまま屋敷に向かい、あなたのお祖父様にご挨あい拶さつを……」

「待ってください」

　僕は彼の言葉を遮さえぎって言う。

「もしも屋敷に行けば、僕の結婚相手として名乗りを上げている、ほかの男と鉢はち合あわせすることになるかもしれません。そうなったら、きっとその場で値段の交こう渉しようになります。お祖父様は、とても欲よくが深いので」

　僕の言葉に、彼は苦しげな顔をする。

「もしも私がほかの男よりも高い金額を出せないとわかれば、あなたはそのままほかの男に連れ去られるかもしれない。そういうことですね？」

「はい、そんな気がします」

　彼はうなずき、それからきっぱりと言う。

「私の城に行きましょう。許可なら、後で取ればいい。とにかく、あなたを今夜あの屋敷に帰すことはできません」

　その言葉に、僕の心臓が熱くなる。

　……ああ、やっぱり彼は僕の王子様だ……！




　　　　◆




　……まさか、本当に彼の屋敷につれてきてもらえるなんて……。

　彼が普ふ段だん住んでいるのは、ロンドン市内にある屋敷らしい。だけど、彼は万が一のことを考えて、郊こう外がいにある彼のマナーハウスに誘さそってくれた。リムジンは一時間ほど走り、同じ英国とは思えないほど自然豊かな場所に到とう着ちやくした。

　小高い山の頂上に建つそれは、いくつかの尖せん塔とうを持つとてもロマンティックな城だった。尖塔の屋根は銅で葺ふかれていて、美しい緑ろく青しよう色をしている。壁かべは淡あわいクリーム色の天然石を積み上げて作られていて、それが月光を反射してほんのりと光って見える。

　車が近づくと、壁にはたくさんの石像が彫ほり込まれているのが解わかる。羽のある化け物達はパリのノートルダムで見たことがあるもの。城を守る象しよう徴ちようのガーゴイルだろう。

　僕が脚きやく本ほんを書きながら想像していた舞ぶ台たい、そのものみたいな……。

「うわあ……なんて素す敵てきなんだろう？　こんなロマンティックなお城、初めて見ました」

　思わずうっとりと呟つぶやいてしまうと、隣となりに座った彼が小さくため息をつく。

「気に入っていただけてよかったです。私の居城だと言うと、笑われることが多いのですが」

「笑われる？」

　僕が聞くと、彼は真面目まじめな顔のままで言う。

「私のイメージに合わないと」

　僕は彼のクールで男っぽい美貌と、ロマンティックなお城を見比べる。

「そんなことを言う人は想像力が足りません」

「想像力？」

「そう、あとは観察力かな？　あなたって、クールに見えるけれど実は世話好きでしょう？」

　僕が聞くと、彼は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような顔をする。

「いや……女性からそう言われたことはありません。いつも冷たい男だと……」

「それはきっと、選ぶ相手を間ま違ちがっていただけ。動物とか飼ってました？　犬とか、小鳥とか」

「しつけをするのが可か哀わい想そうな気がして、犬を飼ったことはありません。籠に入れるのもあまり気が進まないので、小鳥も」

「あれ？　本当ですか？　僕の観察力もまだまだかな？　動物には興味ありません？」

「いや、動物は好きです。鳥や野生動物は裏の森にいくらでもいて、昔からよく観察していました。馬は物心ついた頃ころから近くにいたし、厩きゆう舎しやにはいつの間にか住み着いた猫ねこの親子がいました。子馬はさすがに馬番の手を借りていましたが……子猫を取り上げるのは子供の頃から私の役目でした」

「フフ。やっぱり」

　僕は思わず微笑ほほえんでしまう。

「猫の出産が近づくと勉強が手につかなくなったり、子猫の世話で徹てつ夜やをしたり……そんな子だったでしょう？」

「ああ……」

　彼は何かを思い出すかのように前まえ髪がみをかきあげて、

「……たしかに。だが悪い成績を取ることは次期当主として許されていなかったのです。大変でしたが、この城での暮らしはのんびりとして楽しかった。ですが、小学校を出たらすぐにスイスの寄宿学校に入れられてしまいました。馬や猫のことが心配で、しょっちゅう手紙を書いていた。祖父母や両親よりも馬番あてに出した手紙のほうが多かったので、後で叱しかられました」

「あなたって、そういうキャラクターな気がしてました。ルックスがクールなハンサムだし、有能なビジネスマンだからその印象が先に立つんだろうけど……本当はそれだけじゃなくて、世話好きで優やさしくて、ちょっと不器用な、愛すべき男」

　僕が言うと、彼はとても驚おどろいたように目を見開く。しばらく僕を見つめてから、動どう揺ようしたようにふいに目をそらす。

「そんなことを言われたのは、生まれて初めてです」

　……ああ、やっぱり彼はなんだかすごく可愛かわいいかも……。

「あなたにいくつか質問をしてもいいですか？　もっとあなたのことが知りたいから」

　僕が言うと、彼は僕に視線を移し、戸惑ったような顔で、

「別にかまわないけれど……私は、とてもつまらない男ですよ」

「それは僕が決めることです」

　僕が笑うと、彼はわずかに眉まゆを寄せる。一いつ緒しよに時間を過ごして解った。きっとこれは、彼が動揺している時の癖くせ。こんなことで動揺するなんて、彼はすごく純じゆん粋すいで、少年みたいな心を持ってる。こんなに大人っぽいハンサムなのに、そのギャップが本当に……。

　……ああ、なんて魅み力りよく的なんだろう……！




　　　　◆




『ミスター・ベルギウスが正式に結けつ婚こん相手として名乗りを上げてくださるのだとしたら、外泊を許さないわけでもないよ』

　僕は、さっき聞いたお祖父様の声が、まだ耳にこびりついていることに、思わず眉を寄せる。

『許せるのは、数日間だけだが。それに……その分の報ほう酬しゆうも考えてもらわなくてはね』

　小さく笑った声は、まるで悪い魔ま法ほう使つかいのそれみたいに邪じや悪あくに聞こえた。僕は胸に手を当てて、必死で呼吸を整える。

　……お祖父様は、ミスター・ベルギウスにいったいいくら払はらわせる気なんだろう？

　この城に着いてすぐに、ミスター・ベルギウスは僕にあたたかい紅茶を運ばせてくれた。それを飲んでなんとか落ち着いた頃に、僕は勇気を出して、お祖父様に電話をかけた。僕が屋や敷しきを抜ぬけ出していたことに気づいたお祖父様は、やはりカンカンに怒おこっていて……そして僕の結婚相手として名乗りを上げた貴族達を屋敷に集めていた。もしもあのまま屋敷に帰っていたら、僕はそのうちの誰かにつれていかれていたかもしれない。そう思うと、本気で血の気が引く。

　……でも、ミスター・ベルギウスのおかげで、一時的にでもなんとか逃にげることができた。

　僕は、深呼吸を繰くり返しながら自分に言い聞かせる。

　……今は落ち着いて、作戦を練る。彼に迷めい惑わくをかけないで済むかを考えなくちゃ。

　僕の銀行口座には、小さな頃に可愛がってくれた曾そう祖そ父ふが、個人的に遺のこしてくれた遺産がある。親しん戚せきのお抱かかえ弁護士のせいでほかの親戚に知られ、兄弟や従兄弟いとこ達と分けることになったから、僕の手元に残ったのは三万ドルほどだけど……それを下ろして「ミスター・ベルギウスから」って言えば、なんとか誤ご摩ま化かせるかもしれない。

　そう思ったら少しだけ落ち着いて、呼吸がなんとか安定してくる。

　……ともかく、僕に許されるのは数日間。その間にきちんと考えなきゃ。

　脳のう裏りに、僕を助けてくれそうな人の顔が浮うかぶ。それは、ブラッドレイ一族を捨て、恋こい人びとの故郷である日本に渡わたった兄さん。小さな頃から唯ゆい一いつの味方だった兄さんは、「何かあったらいつでも助ける。すぐに連れん絡らくをしなさい」と言って、僕に日本での連絡先を教えてくれた。お祖父じい様に見つかったら迷惑がかかるから、僕はその連絡先をどこにもメモせず、頭の中に叩たたき込んだ。身体からだに『幸運の星』を持って生まれた僕のことを、兄さんはいつも心配していた。その頃は、まさか男の僕が男の花はな嫁よめにされるかもしれないなんて想像もしていなかったけれど……でも兄さんには何かの予感があったのかもしれない。そして……。

　……もう一つ、とても気がかりなことがある。兄さんの息子むすこ……小さな可愛い雫しずく……は、僕と同じ、『幸運の星』を持って生まれてきてしまったらしいんだ。

　兄さんとその奥さんになった人は、今は日本で幸せに暮らしてる。だけど、もしも雫に『幸運の星』があることを何かの拍ひよう子しにお祖父様に知られたら……絶対に英国に連れ戻もどされてしまうに違ちがいない。そして、雫も僕と同じような目に……？

　想像するだけで、背筋に冷たいものが走る。僕は頭かぶりを振ふって、不ふ吉きつな予感を振り払う。

　……そんなことだけは絶対にさせない。可愛い雫に万が一にも危険が及およんだりしないように、兄さんのところに行く訳にはいかない。だけど、ミスター・ベルギウスにこのままずっと頼たよっている訳にもいかない。僕はこれから、いったいどうすればいいんだろう？

　強くならなくちゃと思ったのに、不安で、不安で、涙なみだが溢あふれそうになる。

　……泣いたらダメだ。彼に心配をかけてしまう。

　僕は両手で胸を押さえ、壊こわれそうな心をなんとか落ち着かせようと深呼吸を繰り返す。

　……ああ、僕は本当にどうすればいいんだろう？







　　　　ヒューゴ・ベルギウス







　……話し声がやんだ。

　私は、彼がいるベッドルームの方を見ながら思う。ここは、彼のために用意した客間。専用のリビングとベッドルーム、そこから続くバスルームが併へい設せつされている。石造りで防音がしっかりしているので何を話しているかは解わからなかったが、さっきまで彼が話している声が聞こえていた。今はそれがやんだが……もしも「すぐに戻ってくるように」と言われて泣いていたとしたら、と思うと彼の様子を見に行くこともできない。

　今夜、屋敷からさらった彼と一緒に観劇をした。場所はロンドン市内にある小さな劇場。古かったが、クラシカルな内装がとてもよく、しかも音の響ひびきが最高だった。私はそこを選んだというジョエルの趣しゆ味みの良さに感かん嘆たんし、そしてその素す晴ばらしい劇を堪たん能のうした。

　……本当なら、とても楽しい夜になったはずなのに。

　私はジョエルの屋敷に集まってきていたリムジンと、それを見て流した彼の涙を思い出す。思っていたよりもさらに深刻な彼の状じよう況きように、胸が締しめ付けられるのを覚える。

　……彼をつれてこられてよかった。なんとしても、彼を守らなくては。

　そう思った時、ベッドルームのドアが静かに開いた。出てきたジョエルが泣いていなかったことに、私は不思議なほどホッとする。

「ごめんなさい、お待たせしてしまって。でも、交こう渉しようはなんとかうまくいきました」

「戻ってこいと言われませんでしたか？」

「言われました。そこにいていいのは、ほんの数日だけだと。でも……」

　彼は私を見つめて、ふいに微笑む。

「……その間に、考えることができます。これからのこと」

　笑えみは浮かべていたが……彼の目は、今にも泣きそうに苦しげだった。

「私でよければ、なんでも協力する」

　私が言うと、彼はさらに泣きそうな顔になってふいに視線を足あし下もとに落とす。

「いえ、本当に今でもじゅうぶんよくしていただいて……あなたには、なんてお礼を言っていいのか……」

　彼の声がふいにかすれ、苦しげな顔で胸を押さえる。荒あらくなった呼吸は、最初に出会ったあの夜と同じ……？

「大だい丈じよう夫ぶですか？　すぐに医者を呼びます。私の主治医がこの近くに……」

　慌あわててソファから立ち上がると、彼は止めるように手を上げて、

「ごめんなさい、大丈夫です。小さい頃ころから、お祖父様と話すと、たまにこんなふうに……でも、少し休めばよくなるので……」

　ジョエルの声が、今にも泣きそうに震ふるえる。それは、まるでずっと我が慢まんをしていた感情が溢れた証あかしのようで……。

「……恥はずかしいです……男のくせに……こんな、弱いなんて……」

　それでも必死で涙をこらえようとする彼の様子に、胸が締め付けられる。私は彼に近づき、そっとその身体に腕うでを回す。生まれたばかりの子こ猫ねこを扱あつかう時のように、できる限り優やさしく、背中を手のひらで撫なでてやる。

「あなたはとても強い。なぜなら、こうして、運命にきちんと立ち向かおうとしている」

　何か気の利きいたことを言いたいのに、口下手べたな自分が情けない。その分の気持ちを込めて、私は彼の背中をそっと撫でる。

「ここにいる間は、嫌いやなことはすべて忘れて……そして少し休んだ方がいい。いろいろなことが起きて、怖こわくて、そして疲つかれたでしょう？」

　彼の額が、私の胸にそっと押し付けられる。

「……あなたに言われて、やっと気づきました。僕は、少し疲れてるのかもしれません……」

　彼の深いため息が、私の胸をあたためる。

「……ごめんなさい……もう少しだけ、こうしていていいですか……？」

　再会してからの彼は、常に気を張り、明るい顔だけを私に見せようとしているように思えた。どこかまだ警けい戒かいされ、敬遠されているようで、私はそれがずっと気になっていた。だが今の彼は、すべての鎧よろいを外したようで……私の胸が安あん堵どと、そして彼への憐れん憫びんに痛む。

「もちろんです」

　私は、彼の背中をそっと抱だき寄せてやる。美しい黄金きん色の髪かみから立ち上るのは、レモンとはちみつを混ぜたような、とても甘い香かおり。腕から伝わるほっそりとした感かん触しよくと、胸に伝わる速い鼓こ動どう。私の胸が、なぜかきつく締め付けられる。

　生まれたての子猫を抱だいた時のように愛いとおしい。だが、今感じているのは、もっと熱く、そしてもっと甘い……。

「私などでよければ、いつまででも、こうしていてくださってかまいません」

　……ああ……この感情は、いったいなんだろう……？

　彼が私の胸に額を押し付けたまま、小さく笑う。

「なんですか？」

「そんなことを言ったら、朝までこのままでいて……なんて言われるかもしれませんよ？　僕は、あなたの育てた猫達よりも、ずっと手がかかるかも」

　彼の声に少し元気が戻ったようで、私はとてもホッとする。

「あなたのベッドをあたためるくらいのことなら、私にもできると思います。もしよかったら、朝までずっとこうしています」

　私の唇くちびるから、勝手に言葉が漏もれる。

「……もう……なんでそんなに優しいんですか……？」

　彼の声がふいに震え、彼の手が私の背中にきゅっと回る。

「……そんなことを言われたら、甘えたくなっちゃうじゃないですか……」

「慣れていますから大丈夫。今の猫は納な屋やがお気に入りですが、私のベッドで寝ねるのが好きな猫もいましたから」

　私は言って、彼を腕に抱き上げる。彼の身体は、想像したよりもさらにふわりと軽い。

「ベッドはキングサイズですから、私が一いつ緒しよでも、それほど邪じや魔まにはならないと思います」

　彼の目が大きく見開かれ……その唇に花が開くようにゆっくりと笑みが浮うかぶ。

「それなら、ぜひ。……あなたと一緒なら、あたたかくて、すごくよく眠ねむれそうな気がします。ずっと、ちゃんと眠れなかったから」

「ちょうど十日前に生まれた子猫達がいます。明日は会いに行きませんか？」

「本当に？　ぜひ！」

　彼は少年のように目を煌きらめかせながら、私を見つめる。

「今夜はぐっすり眠って、明日は子猫に会いに行きます。……ああ、すごく楽しみです」

　……ああ、私の鼓動は、どうしてこんなに速くなっているのだろう？







　　　　ジョエル・ブラッドレイ







「うわああー……！」

　次の日、朝食の後で連れて行ってもらった納屋の中。フワフワの固まりを見て、僕は思わず叫さけんでしまう。

「か、わ、いいー……！」

　それは毛布の敷しかれた木箱に入った、五匹ひきの小さな子猫達だった。真っ白で長い毛並みを持つ子猫達がくるんと丸くなって眠っている様子は、本当に、胸が痛くなるほど可愛かわいい。

「シッ」

　彼が唇の前に人差し指を立てる。

「子猫が起きてしまうし、何よりも母おも屋やで食事をしているはずの母猫に聞かれてしまいます。彼女は神経質になっているので」

「あ……」

　僕は慌てて口を押さえて、声を殺す。

「……そうですよね。僕、動物を飼ったことがないから無神経でした……」

　ちょっと落ち込みながら言うと、彼は微かすかに笑う。その顔が不思議なほど優しく見えて、どきりとする。

「慣れていないのなら仕方がないです。私でよければお教えしますよ」

「本当ですか？　それなら……」

「みゃおん」

　僕らの会話を、可愛い声が遮さえぎった。僕はあわてて振ふり返り、そこに子猫達とそっくりの白い長毛の猫がいたことに気づく。ほっそりとした身体からだとサファイヤみたいに深いブルーの瞳ひとみが、本当に綺き麗れいだ。

「……あれがお母さんですか？　すごい美人ですね」

　僕がドキドキしながら言うと、彼は優しく笑う。それから、

「名前はブランです。ブラン、おいで」

　その猫に向かってそっと手を差し出す。

「みゃうん」

　ブランと呼ばれた母猫はゆっくりと近づいてくると、小さく鳴いて彼の手に頭をすり寄せる。しばらく喉のどを鳴らして甘えてから、どこか不思議そうな顔で僕を見つめる。彼女の綺麗な目の中に警戒がある気がして、冷や汗あせが出る。

「ゆっくりと手を出して、彼女に嗅かいでもらってください。それが猫の挨あい拶さつですから」

「はい」

　僕は緊きん張ちようしながら、ブランの方にそっと手を出す。

「ええと、初めまして」

　僕は彼女を怯おびえさせないように、できるだけ優しい声を出そうとしながら言う。

「ジョエルと言います。このお城に、しばらくごやっかいになります。よろしくお願いします」

　ブランは僕の顔を見上げてその言葉を聞き、それから僕の手に鼻を近づける。くんくんと嗅いでから、小さな舌を出してぺろんと指先を舐なめる。くすぐったさに思わず笑ってしまうと、ブランが僕を見上げてくる。それから警戒を解いたように、僕の手のひらに頭をすりつける。ゴロゴロと喉を鳴らすその口元が笑っているように見えて、なんだか嬉うれしくなる。

「挨拶は、無事に終わったようですね。ブランは自由な猫ですので、初対面でこんなになつくのは珍めずらしいです」

　ミスター・ベルギウスの言葉に、僕はますます嬉しくなる。ブランはもう一度僕の手を舐めてから、ぴょんと身軽に飛んで子猫が眠っている木箱の中に入る。子猫を踏ふんだりしないように慎しん重ちように身体の向きを変え、子猫達をお腹なかにそっと抱き込む。ぐっすり眠っていた子猫達が次々に目を覚まし、可愛い声でミーミーと鳴き始める。

「ブラン、ミスター・ブラッドレイに、君の子猫を撫でさせてあげてくれないか？」

　子猫を舐めていたブランが、僕を見上げてくる。「どうぞ」と言われた気がして、そっと手を出してみる。ブランの頭をそっと撫でてから、彼女が舐めてやっていた小さな子猫の頭にそっと触ふれてみる。ブランに引っ搔かかれることを覚かく悟ごするけれど……ブランは気にする様子もなく、別の子こ猫ねこを舐め始める。

「……子猫の毛って、びっくりするほど柔やわらかいんですね……たんぽぽの綿毛みたい……」

　僕は子猫の頭を指先でそっと撫なでながら、うっとりとため息をつく。

「……ああ、このふわふわで、すべてが癒いやされる気がします……」

「それを言うなら……」

　ミスター・ベルギウスが、何かを思い出したかのようにふいに言う。

「……あなたの髪も、とても柔らかいです」

「え？」

「昨夜、寝ぼけて抱きついてきました。顎あごに当たる髪がまるで子猫のようで……思わず笑ってしまいました」

「えええっ？　すみません、失礼なこと……」

　彼の手が伸のびて、僕の髪にふいに触れてくる。

「草がついています。風で飛んできたのかな？」

　髪についた草を取ってくれた彼の手が、さらりと僕の髪を撫でる。

「ああ……本当に子猫のようだな……」

　間近に見る彼の笑え顔がおは若々しくて、そして驚おどろくほど優やさしくて、……まるで心があたたかなものに丸ごと包まれるみたい。安心するだけじゃなく、鼓動がどんどん速くなってしまう。

　……ああ……彼は本当に、なんて魅み力りよく的な男なんだろう……？







　　　　ヒューゴ・ベルギウス







「湖水地方の名物であるリンゴ入りのソースを添そえたカンバーランド・ソーセージ、特製ベシャメルソースをかけて焼いたエッグベネディクト、たっぷりのグリーンサラダ、英国風のカリカリ薄うす焼やきトースト、そして完かん璧ぺきにいれたミルクティー」

　ジョエルが言い、慣れた手つきで紅茶をカップに注いでくれる。カップの中にはミルクがいれられていて、湯気とともにふわりとあたたかな香かおりが立ち上る。

　子猫を見せた翌朝。ジョエルは早い時間から朝食を作ってくれた。

「可愛い猫達を紹しよう介かいしてくれたお礼です。お口に合うといいんですけど」

　彼はナプキンを膝ひざに広げながら言う。

「とても美味おいしそうだ」

　私が言うと、彼は楽しそうに微笑ほほえみながら言う。

「正当な評価は食べてから。さめないうちにどうぞ」

「いただきます」

　私はカトラリーを取り、エッグベネディクトにナイフをいれる。とろりと溢あふれた黄金きん色の卵黄。それを、下に敷いてあった円形のパンに絡からめて口に運ぶ。

「……！」

　香こうばしいパンと柔らかな卵黄の香り。シロウトが作ったとは思えないとんでもなく美味なソースが、口の中に広がる。

　……美味しい……。

　私は陶とう然ぜんとし、それから我を忘れてもう一口。

　……これは本当に素す晴ばらしい……。

　こんがりと焼かれたソーセージと甘さのあるソースのバランスの良さに感動し、菓か子しのようにサクサクとした歯は触ざわりのトーストに、英国の伝統を感じる。

　屋や敷しきのシェフはすでに高こう齢れいで、作れるのは故郷の料理がほとんどだ。もちろんそれはそれで美味しいし、不満をいう権利などないのだが、屋敷での食事がパターン化していることは否いなめない。しかし、それを差し引いたとしても……。

「美味しいです、本当に」

　私の唇くちびるから、感かん嘆たんの声が漏もれた。少し心配そうに見守っていた彼が、ほっとしたように息をつく。

「よかった。うちの屋敷の使用人達は美味しいと言ってくれたんですけど、気を遣ってくれてたかもしれないし……屋敷の外の人に食べさせるのは初めてで、ドキドキしました」

　彼が、開けっぴろげな笑みを浮うかべて言う。柔らかそうな唇の間から、真しん珠じゆのような歯が覗のぞく。こんなふうに笑うと、彼はまるで少年のように無む邪じや気きに見える。

「祖父や両親はあんなですけど……うちの使用人達は本当にいい人ばかりなんです。僕は身体が弱くてなかなか外に出してはもらえなかったけれど、祖父も両親もパーティー三ざん昧まいでほとんど家にはいなくて……だから僕は、家令や執しつ事じに育てられたようなものですし」

　さばさばとした口調にはまったく翳かげがなかったが……彼の一族のことを知っている私は、胸が激しく痛むのを感じる。

「あとは……兄が、僕を可愛かわいがってくれました」

「お兄さん？　兄弟がいるんですか？」

　彼の口から初めて出た言葉に、私は少し驚く。彼は複雑な顔になって、

「ああ、はい。兄弟はたくさんいます。みんな独立しているし、仲が良かった一人の兄をのぞいては、兄弟全員が祖父にそっくりで、味方にはなってくれないんですけど。姉の一人は、自分から望んで海外の大だい富ふ豪ごうの愛人になりました。今でも、屋敷に里帰りするたびに自じ慢まんばかりしていますしね」

　彼は複雑な顔で小さく笑い、それから言う。

「僕の味方だった兄は、日本にいます。ブラッドレイ一族の悪あしき風習を嫌きらい、祖父や両親とずっと戦ってくれましたが、結局はうまくいきませんでした。逆に恋こい人びとに危害を加えられそうになって……兄は一族に見切りをつけ、恋人と手に手を取って逃にげました。兄は結けつ婚こんして、今は子供も生まれました。新しい家族がいて、幸せに暮らしていて……」

　彼は言葉を切り、小さくため息をつく。その口調からは、彼が兄やその家族をとても心配していることが伝わってくる。

「兄は連れん絡らく先を教えてくれましたが、一年に数回電話をするだけで、会うことはしていません。万が一、祖父に見つかって連れ戻もどされたらたいへんなことになりますから」

　彼の言葉に、私は少し呆ぼう然ぜんとする。ブラッドレイが普ふ通つうとは違ちがう複雑な歴史を持つ一族だと聞いてはいたが、まさかこれほどだとは思っていなかったからだ。

「そんな顔をしないでください。悪いことばかりではなかったですし」

　ジョエルの言葉に、私は自分が思わず眉まゆを寄せていたことに気づく。

「祖父は、僕にたくさんの家庭教師をつけてくれました。おかげで数学や物理は大好きだし、九カ国語もマスターできたので感謝はしているけれど……頭が悪くなると言っておもちゃどころか娯ご楽らく小説を読むことさえ禁止しました。その反動で、今は脚きやく本ほんを書くことが趣しゆ味みになってしまった。あ……これも感謝すべき点なのかな？」

　彼は優ゆう雅がに紅茶を飲みながら、楽しそうに語る。

「僕の遊び場は、屋敷の厨ちゆう房ぼうや厩うまやや温室でした。ハーブやバラの育て方を庭師から教わり、馬の世話を馬丁から教わり、料理をシェフから教わりました。学校に行けるくらいに体調が改善したのは、十六の頃ころですから」

「それまでは、屋敷の中でずっと？」

「そうですね。まあ、お祖父じい様はパーティー好きでしょっちゅうお客が来ていましたから、ベランダの上からこっそり人間観察をするだけでも退たい屈くつしませんでしたけど」

　私の問いに彼はうなずき、それからふいに複雑な顔になって、

「まあ……たまにお祖父様に無理矢理出席させられることもあって、それには閉口しましたが。今から考えれば、そんな時には相手もこちらを観察し、値ね踏ぶみをしていたわけなので……それに気づかなかった僕はまだ子供だったということですが……」

「私と会った、あの時も？」

　私が聞くと、彼ははっとしたように顔を上げる。

「あのときも嫌いや々いや参加させられていました。でも……」

　彼の頰ほおがふわりとバラ色に染まる。

「……あなたと出会えました。祖父や両親から商品のように扱あつかわれていることを、もちろん理り不ふ尽じんに感じてはいます。でもあの夜、僕をパーティーに連れて行ってくれたことは、本当に感謝しているんです」

　彼は顔を上げ、私の目をまっすぐに見つめる。

「あなたと出会えて、僕は本当に幸運でした」

　彼の紅茶色の瞳ひとみは澄すみ切って、宝石のようにきらきらと煌きらめいている。

　……彼の言葉は真実なのだろう。

　私はその美しい瞳から目が離はなせなくなりながら呆然と思う。

　……彼は、私と出会えたことを、本当に幸運だと思ってくれている。まるで子こ猫ねこのように、私を信しん頼らいしきってくれているんだ。

　心の奥底から、信じられないほどの喜びと、痛いほどの愛いとおしさが湧わき上がってくる。

　……誰だれかから、こんなふうに必要とされたことなど、今までにあっただろうか？

　私は、自分が年とし甲斐がいもなく泣いてしまいそうになっていることに驚おどろきながら思う。

　……ああ、彼を絶対に守り切らなくてはいけない。私を信頼してくれた彼を、絶対に裏切ってはいけない。

「……あなたも……」

　彼は言いかけ、少し迷うように言葉を切る。彼の顔には微かすかな不安が宿っていて、私はどきりとする。

「……あなたも、僕と出会えたことを幸運だと思ってくれてるといいな、なんて思っちゃって……いえ、でも……」

　目をそらした彼の横顔に、何かを悟さとったような寂さみしげな表情が浮かぶ。

「……僕はあなたに頼たのみごとばかりしているし、面めん倒どうくさいことばかり持ち込むし……やっぱり迷めい惑わくですよね。僕があなたならとっくに追い出して……」

　私はもう耐たえきれなくなって、彼の腕うでを引き寄せる。胸の中に倒たおれ込んできた華きや奢しやな身体からだを、そのまましっかりと抱だきしめる。

「あなたを追い出したりなんか、できるわけがありません。迷惑だなんて、一いつ瞬しゆんも思ったことはない」

　彼の髪かみに頰を埋うずめながら、私は心から囁ささやく。

「あなたは美しくて、可愛らしくて、どこか危なげで……そして、猫ねこのように自由に見える。そんなあなたが自分の腕の中にいることが、今でも信じられない」

　彼の首筋からは、昨夜と同じ、新しん鮮せんなはちみつと搾しぼりたてのレモンの香かおり。そして今は、そこに咲さきたてのジャスミンの花びらのような香りが混ざっている。それは芳かぐわしいだけでなく、どこかとても色っぽくて……。

「私は無ぶ粋すいで、無骨で、無ぶ愛あい想そうな人間だ。気持ちを正直に言葉にすることすらできない自分に、うんざりする。君を怖こわがらせていないか、居い心ごこ地ちの悪い思いをさせていないか……それが、とても心配です」

「脚本家である僕の観察力を、なめてはいけません」

　彼は私の胸に額を押し付けながら、小さく笑う。

「たしかにちょっと顔が恐こわい時もあるけど、それは深く何かを考えている時。あとは、ちょっと照れてる時。あなたは優やさしくて、どこかちょっと可愛くて……」

　彼の小さなため息が、シャツ越ごしに私の胸をあたためる。

「……そして、本当に素す敵てきな人です」

　彼の無邪気な囁きが、私の胸を締め付ける。

　……ああ、こんなに麗うるわしく、純じゆん粋すいな人が、苦しめられていいわけがない……。

「あなたのような人が、大人の欲よく望ぼうの餌え食じきになることなど絶対に許せません」

　私の口調が、知らずに厳しくなる。

「あなたをこの状じよう況きようから抜ぬけ出させるためなら、どんなことでもします。もしも、お兄さんがいる日本に行きたいのだったら、協力しますから」

　彼の目が、驚きに見開かれる。

　……本当は、ずっとここにいたいと言って欲しい。だが……。

　私の胸がきつく痛む。

　……もしも彼を縛しばったら、私はブラッドレイ家の人々と同じになってしまう。

「私の自家用ジェットでは危険かもしれないが、友人のものを借りる手はずはついています。もちろん用心はしなくてはいけませんが」

　彼は呆然とした顔で私を見つめ、それからかすれた声で言う。

「兄さんには会いたいです。でも……」

　彼は言葉を切り、自分が本当はどうしたいのかを確かめるかのように宙を見つめる。

「……でも……僕は……」

　彼の形のいい眉が、苦しげに寄せられる。

　……ああ、彼が……。

　私は彼を見つめたままで思う。

　……ずっとここにいたい、そう言ってくれればいいのに……。

「……兄のことは大好きだし、何かあったら頼たよってくれていいと言われています。電話でしか話したことはありませんが、義姉あねはとても優しい人だし、小さな甥おいっ子はとても可愛かわいい。みんなと暮らせたらすごく楽しいだろうと思います。でも……」

　彼はふいに両手に顔を埋め、深いため息をつく。

「……僕が頼ったら、甥っ子にまで危険が及およぶかもしれません。甥っ子も……」

　うつむいた彼の唇くちびるから、とても苦しげな囁きが漏もれる。

「……僕と同じ、『幸運の星』を、身体に持っているんです」

　その告白に、私の身体から血の気が引く。

　……彼が迷い、深く苦しんでいた理由は、そこにもあったのか……。

「それを、あなたのお祖父様はご存知なのですか……？」

「いいえ。今はまだ、祖父や両親にはこのことは知られていません。祖父は兄のことを『一時の気の迷いで家を出ただけだ。そのうちに飽あきて戻ってくる』と言っています。だからそれほど本気で捜さがすことはしていません。でも万が一、甥っ子のことが知られてしまったら……こんなものではすまない……」

　彼の声が怯おびえにかすれる。

「……ブラッドレイ一族のコネクションと情じよう報ほう網もうは、世界中の王族やＶＩＰを相手に、何代にも亘わたって作られてきました。半はん端ぱなものではありません。だから……」

　私は立ち上がって彼に近づき、彼の肩かたを抱きしめる。

「詳くわしい事情を知らず、先走ったことを言ってすみません。それならもちろん、危険を冒おかす必要はありません。ずっとここにいて、私を頼ってくださってかまいません」

　私が言うと、彼は肩を震ふるわせて私を見上げてくる。

「二人で考えましょう。きっといい方法が見つかるはずだ」

　私が言うと、彼は小さくうなずく。

「本当にありがとうございます。そう言ってもらえると、希望が持てる気がします」

　私の中に、ブラッドレイ一族に対する怒いかりが改めて湧き上がる。

　……ああ、こんなに純粋な人が、こんなに苦しめられるなんて、絶対に許せない……。
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「二人で考えましょう。きっといい方法が見つかるはずだ」

「本当にありがとうございます。そう言ってもらえると、希望が持てる気がします」

　彼の言葉に、弱っていた僕の心がやっと力を取り戻もどした気がした。彼の瞳を見つめ返しながら、自分の気持ちをはっきりと悟る。

　……僕は負けない。そのためなら、どんなことでもする……。

「それに……今ここで逃にげたら、ずっとブラッドレイ一族の影かげに怯えながら生きることになります。でも、あの一族の一員でいることはもうできません」

　自分の口調が吐はき捨てるようだったことに、僕は驚いてしまう。秀しゆう麗れいな眉まゆがつらそうにわずかに寄せられたところを見ると、彼も気づいたのだろう。

「今まで、『幸運の星』を持ったたくさんの女性……実は男性もいたみたいですけど……が、莫ばく大だいなお金と引き換かえに売られてきました。両親からは、彼女たちは自分から贅ぜい沢たくな暮らしを望んで大だい富ふ豪ごうのもとに行ったのだと聞かされてきたんです。姉の様子からも、そうとしか思えなかったし。でもそれは、すべての人に当てはまる訳じゃなかった。疑わなかった自分を……今は悔くやんでいます。僕は……新しい自分になりたい」

　彼は驚いたように目を見開く。

「そのために、一つ考えていることがあるんです。……それにはあなたの協力が不可欠です。というより……あなたに、悪役になってもらおうかと」

「もちろん、どんなことでも協力します」

　僕の言葉に、彼は躊ちゆう躇ちよなくうなずく。その様子にますます申し訳なくなりながら言う。

「いえ、普ふ通つうのちょっとした悪役じゃないんです。もうそれは悪い役で……欧おう州しゆう社交界で、今のあなたはお姫ひめ様を救った格好いいロミオって感じの立ち位置ですけど、そんなものはもちろん吹ふき飛んじゃうくらいの悪役です。それどころか、パーティーでうるさ型の貴族達は眉をひそめ、ゴシップ好きの女性達から後ろ指をさされて……」

　彼がくすりと笑ったことに、僕は驚おどろいて言葉を切る。それから慌あわてて、

「冗じよう談だんだと思ってますね？」

「笑ってすみません。君があまりにも心配そうな顔をしてくれるので、つい。ですが……没ぼつ落らくしかけの元富ふ豪ごう……ベルギウス家の人間になど誰だれも興味はないし、そもそも私は、自分の評判などどうでもいいと思っています」

　真しん摯しな言葉に、胸が熱くなる。

　……ああ、彼になら、すべてを捧ささげてもいい……。
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　塔とうの中にある書しよ斎さいで仕事をした後、私はそっと居室に戻った。このくらい遅おそい時間なら、ジョエルはもう眠ねむっているはずだ。

　私は足音を殺して専用のリビングを横切り、ベッドルームへのドアを開く。部屋の中にふんわりと漂ただようバスソープの甘い香かおりに、鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

　ジョエルは、ベッドの上に横たわり、子供のような顔をして眠っていた。

　月明かりに、はちみつのような黄金の髪かみが煌きらめいている。とろりとした質感のシルクのパジャマが、ほっそりと優ゆう雅がな体型を浮うき上がらせている。反り返る長い睫まつ毛げが、滑なめらかな真しん珠じゆ色の頰ほおに影かげを落としている。夢でも見ているのか、バラ色の唇が開いて微かすかなため息を漏らす。

　……ああ、なんて美しい人なのだろう？

　私は陶とう然ぜんと見とれ……そして不思議な衝しよう動どうに駆かられていることに気づく。

　……ああ……このまま彼を抱だきしめることができたら、どんなに素す晴ばらしいだろう？

「……ん……」

　彼の唇からかすれた声が漏れ、私はギクリとする。長い睫毛が羽ばたきをする蝶ちようのようにゆっくりと動き、その目が微かに開く。整った顔は作り物のように完かん璧ぺきな美しさを持っているのに、まだ眠そうな瞳ひとみはどこかがんぜない子供のように無む邪じや気きに見えて……私は目をそらすこともできないまま硬こう直ちよくする。

「……ああ……夢の続きかと思った」

　彼は私を見上げて、何かがまぶしいように目を細める。

「夢？」

　私が聞くと、彼はそのバラ色の唇にどこか照れたような微笑ほほえみを浮かべ、まだ少し眠そうな声で答える。

「……ええ。あなたの夢を見てましたから」

　その言葉に、ドキリとする。どんな夢なのかを聞いてしまいたいのに、どうしても言葉が出ない。彼は私の動どう揺ようを見み抜ぬいたかのようにクスリと笑う。

「どんな夢だか、聞かないんですか？」

　見上げてくる顔がとても色っぽく見えて、年とし甲斐がいもなく鼓動が速くなる。

「ああ、いや……」

　私は言いかけ、自分の声がかすれていることに気づいて咳せき払ばらいをする。

「君にはどんな夢でも見る権利があり、それを詮せん索さくすることは……」

「あなたとキスをする夢です」

　彼が私の言葉を遮さえぎって言い、私はそれを呆ぼう然ぜんと聞く。あまりにも意外な言葉に、思考がそのまま停止してしまう。

「あなたの驚いた顔、なんだかちょっと可愛かわいいですね。いつもがクールなハンサムだから、よけいに」

　彼が小さく笑い、そして私から目をそらす。

「へんなことを言ってごめんなさい。まだちょっと寝ね呆ぼけているみたい。……キスをして欲しいのは、本当のことですけど……」

　彼の言葉が、私の理性の糸を一気に切ってしまう。私は彼を抱きしめ、そしてその柔やわらかな唇くちびるを奪うばった。

「……ん……」

　彼の唇から、誘さそうような甘い呻うめきが漏もれた。私は我を忘れ、あたたかい唇に何度も何度もキスをする。　>>>♥

「……んん……っ」

　寝ね起おきの彼の身体からだはいつもよりも熱く、まるで本当に子こ猫ねこのようだ。私は愛いとおしさに胸が痛くなるのを感じながら、そのデザートのように甘い唇に酔よいしれる。

「……ミスター・ベルギウス……」

　キスの合間に、彼がかすれたため息で囁ささやく。

「……これもまだ、夢でしょうか……？」

　……ああ、彼との時間は、なんて甘美なのだろう……？
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　慣れない環かん境きように疲つかれたのか、彼と一いつ緒しよにいられるのが嬉うれしくてはしゃぎすぎたのか、それとも寝呆けたまま受けた甘すぎるキスのせいか……僕は次の日、高い熱を出してしまった。

「冷たいですよ」

　彼が、僕の額にそっと濡ぬれタオルを乗せてくれる。ひんやりとしたそれが、火ほ照てった肌はだに心ここ地ちいい。

「ありがとうございます」

　僕は、目を閉じたままで言う。

「少し眠った方がいい。疲れたでしょう」

　彼が言い、指先で僕の頰をそっと撫なでてくれる。昨夜はあんなに熱かった彼の指が、今はとても冷たい。タオルを氷水で濡らしてくれるうちに、きっと冷えてしまったんだろう。

　僕はたまらなくなって手を上げ、彼の手にそっと触ふれる。彼の指は、ピアニストのそれのように細くて貴族的だ。なのにその手は、触れてみると意外なほど男らしく骨張っている。それに気づいただけで、なぜかドキリと心臓が跳はね上がる。

　……ああ、なんて手だろう……。

　滑らかな肌に触れているだけで、そのままどんどん鼓動が速くなる。

　……このままずっと触れていたい……。

　冷え切っていた彼の指が、僕の高い体温で少しずつあたたかくなってくる。それはなんだか、たまらない感じで……。

「指がとても熱いです。もう一度熱を測ったほうがいい」

　彼が言って、僕の手からそっと自分の手を引き抜ぬいてしまう。

　……あ……。

　薄うすく目を開けると、彼はいつもと変わらないクールな表情のまま、体温計をケースから取り出していた。

　……もしかして、手を握にぎられたりして気持ちが悪いと思われただろうか？

　そう思ったら、不思議なほどの寂さびしさを感じる。そしてそのことに、自分で驚いてしまう。

「あの……」

「無理にしゃべらないで。まだ声がかすれています」

　彼が言って、僕のパジャマの襟えり元もとに触れてくる。

「失礼。ボタンをはずしますよ」

　彼の指が、パジャマのボタンをはずす。一つ、そしてもう一つ。体温計を脇わきに入れるためだと解わかっているのに……ますます熱が上がりそう。

　彼の指が、僕のパジャマをはだける。その手つきは事務的で、いやらしいところなんか少しもなかった。だから僕は呆然とされるがままにしていたけれど……。

「……あ！」

　左側の鎖さ骨こつがひやりとした空気に触れたことに気づいて、僕は思わず声を上げる。僕の左側の胸には『幸運の星』がある。ずっとそれを他人に見られないように、とても気をつけていたのに……。

　……彼に見られる……！

「やめてください！」

　僕は思い、思わず彼の手を振ふり払はらう。パジャマの布地をかき合わせる僕を見下ろし、彼は少し驚おどろいた顔をする。

「ご、ごめんなさい」

　僕は慌あわてて言う。

　……これじゃあ、彼のことをいやがっているみたいじゃないか……！

「あの……自分でできますから」

「では、これを。……割らないように気をつけて」

　彼は僕の手に体温計を渡わたし、そして僕から目をそらす。

「悪かった。私はがさつで無神経です。知らない男に服をはだけられるなんて、君にとっては愉ゆ快かいなことではないですよね」

　その横顔がなんだか傷ついたように見えて、僕は青ざめる。

「違ちがうんです！」

　叫さけんで思わず起き上がり……激しい目め眩まいを覚えてそのまままたベッドに逆ぎやく戻もどりする。

　……ああ、やっぱり熱が高いみたい。自分の身体の弱さがいまいましい……！

「無理に起きてはいけません。熱が高いのに」

　彼が、とても心配そうな声で言う。僕は手で目の上を覆おおってため息をつく。

「ごめんなさい。あなたに誤解されていたくないんです」

　そう言ったら、なんだか泣いてしまいそうになる。

　……もしも僕がこんな身体でなかったとしたら、彼をこんなふうに心配させるようなこともなかっただろうに……。

「あなたのことを知らない男だなんて思わないし、触れられるのも全然いやじゃないんです。ただ……僕の身体には秘密があって……」

　僕は少し迷い、そして、彼にはすべて話そうと心に決める。

「……これ……」

　僕は手を上げ、震ふるえてしまう指で、パジャマの布地をわずかにずらす。そして、自分の胸にある赤い星形の痣あざ……『幸運の星』を露ろ出しゆつさせる。　>>>♥

　……ああ、こんなふうに、彼に肌を見せる日が来るなんて……。

　彼の驚いた視線が、僕の肌の上をゆっくりと滑すべる。見られた部分が、じわりと熱くなる。

　……もしも僕がごく普ふ通つうの生おい立ちで、そして彼の恋こい人びとだったとしたら……これは喜びに満ちた体験になったはずだ。でも……。

「『幸運の星』といいます。これを持った人間は、契ちぎった相手に幸運を与あたえると言われていて……だから……」

　言っている間に、いきなり涙なみだが溢あふれてくる。

「……僕は、この痣のために高値で売られるんです。馬ば鹿かみたいでしょう？」

「とても美しい印だ」

　ふいに呟つぶやかれた彼の言葉に、僕は驚いて目を開ける。彼の視線はあたたかく、その言葉が噓うそでないことが伝わってくる。

「だが……」

　彼は言って、それからふいにとても苦しそうな顔になる。

「……それがあるがために、君がとんでもない苦しみを背負わされるなんて……」

「それは運命だから仕方ないんです。何が言いたいかと言えば……見られるのをためらったのは、この痣があるから。触れられるのがいやなわけでは絶対なくて……」

　僕は、パジャマのボタンを留めながら言う。

「あなたはこんなに素す敵てきで、こんなに優やさしくて……だから、いつの間にかこんなに好きになっちゃって……だから本当は、もっと近くで触れ合いたいっていうか……」

　高潔でしかもこんなに美しい彼は、見苦しい恋れん愛あいなんか一度もしたことがないに違いない。だからきっと、男の僕にこんな話を聞かされるのは嫌いやなはずで……。

　顔を上げると、彼はどこか呆ぼう然ぜんとした顔で僕を見ていた。僕は慌てて笑って、

「ああ、いや、ごめんなさい！　いきなりへんなこと……あっ」

　ふいに抱だき寄せられ、そのまま強く抱きしめられて、僕は驚いて言葉を切る。

「君に触れたい。私も、ずっとそう思ってきた」

　耳元で囁ささやかれて、心臓が大きく高鳴る。ずっと紳しん士し的に敬語を通してきた彼が、ふいに獰どう猛もうな口調になったことに気づいて、身体からだが熱くなる。

「だがきっと、触れるだけではすまなくなってしまう。だから必死で我が慢まんしてきたんだ。私は君のことを……」

　彼の囁きは低くて、そしてその奥に激しい熱さを宿している。僕の鼓こ動どうが、どんどん速くなって……。

「……いつの間にか、こんなに愛してしまった……」

　囁きに、目眩がする。

　……ああ……そうだ、僕もこんなに彼のことを……。

「……僕も……」

　僕の唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。本当は逃にげたいくらい恥はずかしいけれど……でも、今、この言葉だけは、きちんと言わなくちゃいけなくて……。

「……あなたのこと、こんなに愛してて……」

　言葉が終わるのを待てないかのように、彼の腕うでが僕の身体をしっかりと抱だきしめる。

「抱きたい」

　彼の囁きは、とても苦しげ。だけどその奥に、セクシーな甘い響ひびきが秘ひめられている。それを聞くだけで、身体が蕩とろけそうに熱くなる。

　……ああ……このままとろとろに溶とけて、彼と一つになってしまえたら、どんなに素敵だろう……？

「それなら……今すぐ……」

　僕の唇から、勝手に言葉が漏れた。

　……ああ、恥ずかしい……でも、イエスと言ってほしい……。

　僕は切望するけれど……彼は、無情にも首を横に振る。そして、またいつもみたいな紳士的な口調に戻もどって言う。

「……熱が下がるまで、おあずけです」

　……えええ……っ！

　がっくりと落ち込みそうな僕に、ふいに彼が顔を近づける。

「だから、早く元気になってください」

　低く囁いて、そっと僕の頰ほおにキスをしてくれる。

「いいですね？」

　かすれた囁きは本当に甘くて、僕の鼓動をさらに速くする。なのに……おあずけ？

　……ああ、もしかしたら彼はすごく意地悪なのかもしれない……！




　　　　◆




　……もしかして、あれは一時的な気の迷いだったんだろうか？

　僕は裸はだかの肩かたにバスローブを羽織りながら、ため息をつく。

　……だって、あれから全然そんな雰ふん囲い気きにならないし……。

　あれから、夕食のたびに僕は「もうすっかり調子がよくなりました」と言っていた。だけど彼は毎回「まだ顔色がよくないよ」とか「もう少し食しよく欲よくが戻ってからでないと」なんて言っていた。もちろん、どんなに待っても彼はベッドに忍しのんできてなんかくれなかった。だからもう、僕はほとんどあきらめかけている。

　……ここに置いてもらっているだけで感謝しなきゃいけないのは解わかってる。でも……。

　思いながらバスルームから出たタイミングで、部屋にノックの音が響いた。シャワーを浴びる前に執しつ事じさんにホットワインを頼たのんでおいたから、それを届けてくれたんだろう。

　……どうせ今夜も彼は来ない。

　思ったら、なんだかちょっと泣きたくなってくる。

　……泣かないように、お酒を飲んで寝ねるしかない。

「はい、ちょっと待ってください」

　僕はバスローブの腰こし紐ひもを結びながら、ドアに向かって言う。あれから毎晩きちんと髪かみを乾かわかして整え、綺き麗れいなシルクのパジャマを着て、ベッドにきちんと座って緊きん張ちようしながら彼を待っていた。だけど……今夜はなんだかそんなことをする気力も湧わかない。

　あれから毎晩、彼の夢を見る。彼は僕の頰にキスをしてくれて、それから何かすごくセクシーなことをしてくれそうになるんだけど……いつもそこで目が覚める。まだ不慣れな僕には、そこから先の想像はちょっとハードルが高すぎるんだろう。

「せめて夢でだけでも、一つになれたらよかったのに」

　僕はため息をつき、首にかけていたタオルで髪を乱暴に拭ふきながら部屋を横切る。ベッドルームの中はスタンドライトの明かりだけで、僕の姿がガラスにくっきりと映ってる。そこにいる僕は、くしゃくしゃの髪に、襟えりがだらしなくはだけたバスローブ。これじゃあ、まるで寝ね起おきの子供だけど……。

「……まあいいか。もう寝るだけだし」

　僕はため息をついてタオルを首にかけ、裸足はだしのままベッドルームを歩く。

「待たせてごめんなさい。今、シャワーを浴びてて……」

　言いながらドアを開き……そのままの格好で思わず固まる。ホットワインのグラスが載のった銀のトレイを持って立っていたのは、執事さんではなくて……。

「……ミスター・ベルギウス……」

　そこに立っていたのは、ヒューゴ……心の中だけなら、呼び捨てにしてもいいよね？……だった。夕食の時にはダークスーツ姿だったけれど、今はミッドナイトブルーのパジャマの上に、黒いベルベットのガウンを着ている。こんなくつろいだ格好でも、彼はまるで肖しよう像ぞう画がに描えがかれた王様みたいに優ゆう雅がだ。だけど、少し湿しめり気けを帯びた前まえ髪がみが、形のいい額に落ちかかっている。そして彼のまとう空気に、さっきまで僕が使っていたのと同じ柑かん橘きつ系のシャワーソープの香かおりが微かすかに混ざる。そのセクシーな感じは、きっとシャワーを済ませてきたからで……。

　僕の心臓が、どくんと一つ跳はね上がった。

　……もしかして……？

「ホットワインをお持ちしました。……入っても？」

　彼が、クールな顔のままで言う。僕はドアの前に棒立ちになっていたことに気づき、慌あわててドアを大きく開く。

「あ、はい、どうぞ！」

　僕が道をあけると、彼はベッドルームに入る。そして窓まど際ぎわにあるカフェテーブルではなく、ベッドサイドのテーブルにトレイを置く。トレイの上にはホットワインのグラスが二つ。ということは、少なくともそれを飲む間は一いつ緒しよにいてくれるっていうことで……。

「ありがとうございます。すみません。執事さんだと思ったので……！」

　僕は慌てて、髪を手て櫛ぐしでとかしながら言う。目を上げると、ガラスに映っているのはさっきと同じ、だらしのない子供みたいな自分の姿で……。

「……ああ、もう。なんで今夜に限って……」

　思わず言ってしまうと、彼は立ったまま僕を見下ろして言う。

「すみません。ご都合が悪いようでしたら、部屋に戻りますが」

「いえ、ごめんなさい。そうじゃなくて……」

　僕は、なんだか泣きそうになりながらバスローブの襟をかき合わせる。

「昨夜まで、ちゃんとパジャマを着て、髪を乾かして、万ばん全ぜんの姿で待ってたんです。でもせっかくあなたが来てくれたのに、今夜に限って、こんなだらしのない格好で……」

「万全の姿で……私を待っていたのですか？」

　彼がどこか苦しげな顔で言う。僕はうなずいて、

「だって、ずっと、あなたに来て欲しかったから……あっ」

　僕の言葉の途と中ちゆうで、彼の腕が僕を抱き上げた。驚おどろいている間に僕は運ばれ、そのままベッドに押し倒たおされる。

「……あ……」

　ベッドが大きく揺ゆれ、彼が僕の上にのしかかる。

　……ああ、どうしよう？

　上から見下ろされて、心臓が爆ばく発はつしそう。

　……ドキドキして、どうしていいのか解らない……！

「もしいやだったら、逃げなさい」

　また獰猛な口調になった彼の囁きが、僕の唇をくすぐる。

「でないと、もう止まらないかもしれない」

　彼の声は思い詰つめたようにかすれていて……僕の身体を熱くする。

「止まらなくなったあなたは……」

　僕の声も、彼に負けずにかすれている。

「……どんなことをするんですか？」

「……っ」

　彼が小さく息を吞のむ。そして彼の手がゆっくりと上がり、僕の顔を包み込む。彼の手の大きさとあたたかさに、僕は思わず陶とう然ぜんとして……。

「本当に……なんて人だ」

　彼の顔がふいに近づいて、頰にあたたかなものが触ふれてくる。それは……彼の唇くちびるだった。

「気ままで、無防備で……」

　彼が、僕の頰にキスをしながら囁ささやく。

「……私の心をこんなに乱してしまう」　>>>♥

　この間、頰にキスをされた時には夢中で解らなかったけれど……彼の唇は想像したよりも柔やわらかく、そして微かな湿り気がとても淫みだらだ。クールなルックスとはイメージの違ちがうその感かん触しよくに、鼓こ動どうがどんどん速くなる。

　……本当はこのまま抱だかれてしまいたい。でも……。

「この間、すべてを話すことができなかったんです。あの話だけでもかなり荒こう唐とう無む稽けいだったと思うんですが……」

　僕は、頰に彼の唇を感じながら囁く。彼はゆっくりと身体からだを起こし、僕の顔を至近距きよ離りから見つめてくる。

「話してごらん」

　彼の目はとても真しん剣けんで、そしてその声はとても優やさしかった。僕はそのことにとても勇気づけられながら言う。

「この痣あざを持つ人間を抱くと、幸運が訪おとずれるんです」

「私は君のことがとても好きだ。君を抱けることは、私にとって信じられないほどの幸運だが……そういうことだけではなく？」

「僕にとっても、あなたに抱かれるのは信じられないほどの幸せです」

　僕は頰ほおが熱くなるのを感じながら改めて告白する。だけど、今はその幸福にひたっている場合ではなくて……。

「だけど、今言っているのはそういうことではないんです。『幸運の星』を持った人間を抱くと、巨きよ万まんの富が思いのままになるんです」

　彼の顔が、不思議そうな表情を浮うかべる。彼みたいに純じゆん粋すいな心を持つ人には、幸運イコール巨万の富、という汚よごれた大人の考えがとっさに理解できないんだろう。

「では、そのために……？」

　彼の声が低くなり、彼の秀しゆう麗れいな眉まゆがきつく寄せられる。

「……パーティーに集まっていたあの男達は、富を目当てに君を得る権利を争っていたのか？　麗うるわしい君を愛してしまったからではなく？」

「彼らが僕のことをどう見ていたかまでは、僕はよく知りません。でも……」

　僕はなんだか悲しい気持ちになりながら、くすりと笑ってしまう。

「……彼らの目的が、僕よりもお金であることはたしかだと思います。だって、人間ってそんなものだろうし」

　見つめてくる彼の瞳ひとみに、苦しげな光がよぎる。僕は慌てて、

「すみません。あなたみたいな高潔な人には理解できないと思います」

　僕は言葉を切り、そして震ふるえるため息をつく。

「だから本当は言いたくなかったんですけど……でも隠かくしたままでいるのも、なんだか卑ひ怯きような気がするし……」

「君を抱きたい。だがそれは、幸運が欲しいからではない」

　彼が僕の言葉をきっぱりと遮さえぎる。彼の黒曜石のような瞳が、僕を真っ直すぐに見つめる。

「君を愛しているからだ」

　……愛しているから……。

　彼の言葉が、まるで水に落ちた宝石みたいに煌きらめきながらゆっくりと僕の心に沈しずんでくる。

「……こんな僕を、あなたが愛してくれるなんて……」

　僕は彼の瞳を見つめながら、心から言う。

「……僕、今、本当に幸せです……あっ」

　彼の腕うでが、僕の身体を抱だきしめる。彼の顔が下りてきて、僕の首筋にキスをする。

「君は美しい。外見だけでなく、内面も」

　彼がキスを繰くり返しながら、僕に囁いてくれる。

「無む邪じや気きで、純粋で、純情で……信じられないほど魅み力りよく的だ」

　彼の指が、僕のバスローブの腰こし紐ひもをゆっくりとほどく。

「……あ……」

　襟えり元もとを少しだけはだけられ、彼の唇がさらに深い場所にキスをしてくる。鎖さ骨こつの上、胸むな元もと、そして……。

「……アッ……！」

　いきなり信じられないほどの快感が身体を走り、僕は思わず声を上げる。彼の唇が、僕の痣の上をかすめたんだ。

「甘い声だ。ここが……そんなに感じる？」

　彼が囁き、今度は痣の上に深いキスをする。そのままチュッと強く吸い上げられて……。

「……ああ、ダメぇ……っ！」

　駆かけ抜ぬける激しい快感に、僕の腰こしが勝手にビクビクと跳ね上がる。

「……アアーッ……！」

　目の前がいきなり白くなり、硬かたく勃たち上がってしまった僕の中心から、ビュクビュク！　と白はく濁だくが迸ほとばしった。僕は身体をのけぞらせ、激しい快感に震え……それから脱だつ力りよくする。

「……あ……恥はずかしいです……」

　僕はバスローブの襟元を両手で握にぎりしめながら、泣いてしまいそうになる。

「……キスだけで、いきなり、イッちゃうなんて……」

「可愛かわいい」

　彼が囁き、震える僕の唇にそっとキスをする。

「愛している、ジョエル」

　いつもとは違うセクシーな声。呼び捨てにされる甘美さに、僕の強がりも意地もみんな溶とけてしまう。

「……ヒューゴ」

　僕は彼を見上げながら、素す直なおな気持ちで彼の名前を呼ぶ。

「……僕も、愛してる……」

　僕は手を上げて、彼の後頭部の髪かみに指を埋うずめる。そして、たまらなくなって彼の顔を引き寄せる。

「……だから……」

　僕は彼にキスを返して、そっと囁く。

「……永遠に、あなたと一いつ緒しよにいたいんだ……」

「ジョエル」

　彼がどこか苦しげな声で言って、僕の身体をきつく抱きしめる。

「もう離はなさない。永遠に一緒だ。……愛しているよ」

　僕は胸が詰まりそうになりながら、その言葉を聞いた。これからどうするべきなのか、どうしたらそうできるかは解わからなかったけれど……でもその時の僕は本当に幸せだった。

　彼の両手が、僕のバスローブの下に滑すべり込む。滑なめらかな手のひらが肌はだの上を滑り、僕はたまらなくなって喘あえぐ。

「……あ……ヒューゴ……！」

　彼の両手の指が、僕の乳ち首くびに触れてくる。

「……や、そこ……ああっ！」

　いつの間にか痛いほど尖とがっていたそこを、彼の指先が摘つまみ上げる。　>>>♥

「……ダメ……そんなこと……んん……っ！」

　ゆっくりと揉もみ込むようにされ、指先でくすぐられて、腰がビクンと跳はね上がり……。

「……アアッ……！」

　僕のこらえ性のない屹きつ立りつが、トロトロと先走りを溢あふれさせている。

「……そこ……ダメ……出ちゃう……！」

　しびれるような快感に、油断をしたらまたイッてしまいそうだ。

　……あんなに出したばかりなのに……なんて恥ずかしい身体なんだろう……。

「本当に感じやすいんだな。とても可愛い」

　彼が囁いて顔を下ろし、僕の乳首にキスをする。

「……ダメって言ってるのに……ああ……っ！」

　乳首への愛あい撫ぶで僕を喘がせながら、彼の手のひらが身体を滑り降りる。そして指先が、僕の屹立に触れてきて……。

「……ダメ、そこ……ンンッ……！」

　彼の指先が、たっぷりと放ってしまっていた僕の白濁をゆっくりとすくい上げる。指はそのまま、僕の両りよう腿ももの間に滑り込んで……。

「……や、何……ああっ！」

　考えたこともなかった未知の領域に、彼の指が触ふれている。濡ぬれた指が谷間を往復し、僕は混乱しながらも、不思議な快感に息を弾はずませてしまって……。

「君に痛い思いをさせたくなかった。だから、いろいろと調べる時間が欲しかった」

　彼が、こんな時なのにやけに真しん剣けんな声で言う。

「男性同士のセックスは……」

　彼の指先が、僕の深い部分に隠された秘密の蕾つぼみに触れてくる。

「……ここを開いて、性器にするらしいんだ」

　彼の指先が、僕の花びらをゆっくりと辿たどる。

「……あ……考えたこと、なかった……」

　僕は息を弾ませながら、囁ささやき返す。

「……あなたに抱だかれたいってばかりで……僕、具体的なことがわかってなくて……あっ！」

　僕の隙すきをつくようにして、いが蕾にぬるりと滑り込んだ。

「……あ、そんな……んん……っ！」

　驚おどろいて拒こばみたいのに、たっぷりと蜜みつに濡れているせいで抵てい抗こうできない。彼の指先は、容よう赦しやなく僕に侵しん入にゆうし、内側から花びらをほぐして……。

「……ダメ……んん……うわっ……！」

　彼の指先がある一点に触れた瞬しゆん間かん、僕は思わず声を上げてしまう。そこから走ったのは、信じられないほど強い、蕩とろけるような快感で……。

「……そこ、ダメ！　そこ、触さわらないで……！」

「ここ？」

　彼が意地悪な声で言って、その場所に触れてくる。

「ああっ！」

　指先で内ない壁へきを擦こすられて、あまりの快感に腰が勝手に揺ゆれてしまう。

「……アア……身体からだ、おかしくな……アア……ッ！」

「すごいな。さっきまで硬かったのに」

　彼が僕の耳元で囁く。

「もうトロトロに蕩けてきた」

　その声があまりにもセクシーで、僕の目から涙なみだが溢れる。

「ずるい。いつもはあんなにクールで、あんなに紳しん士し的なのに……」

　僕は両手で彼のガウンの襟元を握り締めながら、囁く。

「……こんな時だけ、そんなやらしいこと……」

「ずっと、我が慢まんをしてきた。君に嫌きらわれたりしないように。だが、もう……」

　彼が顔を上げ、その漆しつ黒こくの瞳で僕を見つめる。

「我慢ができない」

　彼の目の奥に、ちらちらと燃える欲よく望ぼうの火が見える。それは僕の身体も熱くして……。

「我慢なんか、しなくてよかったのに」

　情熱的な目をした彼も、本当に魅み力りよく的だ。僕は思わず見とれてしまいながら囁き返す。

「このまま、あなたの思い通りにして……ああっ！」

　彼の指が、僕の蕾から引き抜かれる。僕の両りよう脚あしが高く持ち上げられ、そのまま大きく広げられる。

「……あ……」

　恥ずかしさに、思わず強く目を閉じる。灼やけた鉄の棒のように熱くて硬いものが、僕の蕾に強く押し当てられる。そのままググッと腰を進められ、僕は大きく息をのむ。

　……とても熱い。これが、彼の欲望の証しるし……。

　思っただけで蕾が蕩けて、彼をゆっくりと受け入れていく。

「……あ……あ……っ」

　とても逞たくましい彼が、僕をきつく押し広げ、とても深い場所まで僕を満たして……。

「愛している、ジョエル」

　彼が囁き、僕の唇くちびるにそっとキスをする。僕はゆっくりと目を開き、彼を見上げる。涙で曇くもった視界の中の彼は、やっぱり見とれるほどの麗うるわしい男で……。

「愛してる、ヒューゴ」

　僕は腕うでを伸のばし、彼の肩かたに両手を置く。

「朝まで、抱いて欲しい」

「ああ、朝まで、離さないよ」

　彼が囁き、ゆっくりと抽ちゆう挿そうを開始する。だんだん速くなるそのリズム。与あたえられる激しい快感に、僕は喘ぎ、必死で彼にすがりつき、そのまま何もかも忘れて……。

　……ああ、この後どうすればいいのか、まるで解らない。彼と永遠に一緒にいられるとは、今はとても思えない。……でも……。

　僕は、涙を流しながら思う。

　……今は、信じられないほど幸せだ……。







　　　　ヒューゴ・ベルギウス







　……同性の相手と、まさかこんな関係になるなんて……。

　私は呆ぼう然ぜんと彼を見下ろしながら、乱れた前まえ髪がみをかきあげる。

　……しかも……なんの罪悪感も感じないなんて……。

　天窓から差し込むのは、紫むらさき色いろを帯びた夜明けの光。そこに浮うかび上がる彼の姿は、自分と同じ男とは思えないほどしなやかだ。しかし女性的なイメージともまったく違ちがっていて……。

　……きっと、彼は天使なんだ……。

　彼がゆっくりと呼吸をするリズムに合わせて、黄金きん色の髪かみがわずかに揺れる。反り返る長い睫まつ毛げ、真しん珠じゆのような肌はだ、そして柔やわらかそうな唇。

「……んん……」

　彼が小さく呻うめいて、わずかに身じろぎをする。彼の華きや奢しやな手がゆっくりとシーツの上を滑すべるのを見て、ドキリとする。それはまるで、私の存在を探しているかのようで……。

「……ミスター・ベルギウス……？」

　降臨した天使のような彼が、自分の名前を囁いてくれたことが、一いつ瞬しゆん信じられない。

「……いないの……？」

　彼の声がどこか不安げな響ひびきを帯びる。私は我を忘れて手を伸ばし、彼の手をそっと握にぎる。ガラス細工のように華奢な骨格、細く長い指。乱暴に扱あつかったら、本当に壊こわしてしまいそうだ。

「私はここにいる。どこかに行ったりしない」

　囁くと、彼は安心したように小さくため息をつく。それからまだ眠ねむそうなゆっくりとした仕草で私の手を引き寄せる。

「……よかった……」

　彼の淡あわいバラ色の唇が、私の無骨な手にそっと押し当てられる。柔らかな感かん触しよくに、昨夜のことを思い出してしまいそうだ。

　……そうだ、彼はどこもかしこもふわりと柔らかく、今にも蕩けてしまいそうに熱く……。

「……好き……」

　彼はため息混じりに囁き、それからふいに小さく口を開く。まるで私の指が美味おいしい果物ででもあるかのように、迷いなく白い歯を当てる。そのままキュッと強く嚙かまれて、昨夜のことを思い出してしまう。

　最初は初うい々ういしく恥はじらっていた彼は、ある一点を超こえた瞬間にすべてを熱く蕩けさせた。彼は甘く震ふるえ、しなやかな腕で私にすがりつきながら、夢中な仕草で私の肩に何度も歯を立てた。彼の喘あえぎが速くなるにつれて、それは甘あま嚙がみを超えた強さで私の肌に食い込んだ。私は彼がどんなに感じてくれているかを体感できた気がして、そのたびに胸を熱くし、欲望を燃え上がらせてしまった。

「……ん……」

　彼が小さく呻いて、じゃれる子こ猫ねこのように、キュッと強く私の指を嚙む。身体の深い場所で、ズクン、とまた熱いものが疼うずく。

　……ああ、このままもう一度抱いてしまいたい……。

　その欲望の激しさに、自分で驚いてしまう。

　……自分は氷のように冷たい人間だと思っていた。なのに、彼といるだけでこんな風になってしまう。

　私をこんな風にしてしまったくせに、彼はもう安らかな寝ね息いきを立て始めている。

　……ああ、本当になんて人だ……。

　彼は見れば見るほど美しく、高貴で、まるでその存在そのものが希少な宝石のようで……。

　なのに彼は少年のように無防備で、その心も身体も無む垢くなままだった。

　……こんな人が今まで無事だったなんて、とても信じられない。本当に奇き跡せきのような幸運だ。

「おやすみ、ジョエル」

　私の囁ささやきに答えるかのように、彼がこちらに寝ね返がえりを打つ。

「……ん……」

　彼の華奢な指が、私のパジャマの布地を握る。起こしてしまったかと慌あわてるが、彼は眠そうなため息を一つついて、また深い眠りに落ちていく。

　その寝ね顔がおはまるで子供のように安らかで……心が強く痛む。

　……この人を、守らなくてはいけない。

　彼のいる境きよう遇ぐうとその過か酷こくな運命を思うだけで、胸が張り裂さけそうだ。こんなに無む邪じや気きで純じゆん粋すいな人が、醜みにくい欲望のためにその身を犠ぎ牲せいにすることなど、絶対にあってはならない。

　……私の手で、絶対にこの人を守る。

　彼の寝顔を見つめながら、私は思う。

　……彼のお祖父じい様、そして両親のところに正式に申し込みをしに行かなくてはいけない。永遠に、彼を手に入れるために。

　その時、ベッドサイドに置いてあった私の携けい帯たい電でん話わが着信音を奏かなでた。私は彼を起こさないように慌ててそれを取り、通話ボタンを押す。

『ベルギウス社長！』

　電話の相手は、私の専属秘書だった。彼はとても慌てた様子で、

『何度も電話をしたのですが、電源が切れているということで……』

「とても大切な用事だったんだ。……何があったんだ？　悪い知らせでも？」

　胸むな騒さわぎを覚えながら言うと、彼は、

『いいえ、いい知らせです。ベルギウス・グループの所有する鉱山から、次々に希少な鉱物が見つかっています』

　彼は、まだ信じられないという声で言う。

『すべての鉱脈を掘ほり尽つくし、閉山寸前だった鉱山からもです。まるで奇跡です』

　……これが……彼が言っていた、幸運というものだろうか？　だが……。

　私は、眠っているジョエルを見下ろしながら、心から思う。

　……君に出会えたことが、私にとっては一番の幸運だ……。







　　　　ジョエル・ブラッドレイ







「今日は、正式な婚こん姻いんの申し込みに参りました」

　ヒューゴがまっすぐに姿勢を正して言う。

「私はジョエルさんを愛しています。彼を得るためならどんなことでもします」

　彼の瞳ひとみには、とても強い光が浮かんでる。

「ジョエルさんを、私にください」

　彼は言って、深く頭を下げる。ベルギウス家の正当な跡あと取とりである彼がこんなことをしたと知れたら、きっと彼の一族は黙だまっていない。だけど、僕は……。

　……どうしよう、泣いてしまいそうだ。

　僕は思いながら、お祖父様に向かって頭を下げる。

「僕からも、お願いします。僕は、彼……ミスター・ヒューゴ・ベルギウスの生しよう涯がいの伴はん侶りよになると心に決めました」

　お祖父様は何も答えないまま、時がすぎる。時計の秒針が時を刻む音だけが、部屋の中にやけに大きく響く。

「ミスター・ベルギウス」

　永遠かと思うほど長い沈ちん黙もくの後、お祖父様が口を開く。

「あなたの誠意はわかりました。ジョエルの本当の気持ちも」

　予想していたのとはまったく違う言葉に、僕は慌てて目を上げる。隣となりにいたヒューゴも、ゆっくりと顔を上げていた。お祖父様はその顔に笑えみを浮かべ、僕とヒューゴの顔を見比べる。

「ジョエルは昔から、私をどこか少し怖こわがっているようなところがありましてね。まあ、悪名高いブラッドレイ家の当主であることは、私も自覚していますし」

　お祖父様は笑みを浮かべたまま、穏おだやかな声で言う。

「この機会に、ジョエルの本当の気持ちが聞けたことを、私はとても嬉うれしく思っています。これも、ミスター・ベルギウス、あなたのおかげかもしれません」

　……お祖父様……。

　僕は、心の中にあたたかなものが広がってくるのを感じる。

　……ずっと怖いと思ってきたお祖父様が、こんなことを言ってくれるなんて……。

「ですが、世の中には、はずせない決まりというものがある。やり手のビジネスマンであるあなたには、よくおわかりでしょう」

　お祖父様の目がぎらりと光り、僕は感激をしている場合ではなかったことにやっと気づく。

　……そうだ、お祖父様が情にほだされる訳がなかった。

「わかっております。これを」

　ヒューゴが、サイン済みの小切手が入った封ふう筒とうをテーブルの上にそっと置く。

　それは、彼が財産として受け継ついだ不動産や株をすべて売り払はらって得たものだった。彼は長年住んだ故郷の城や、今住んでいる屋や敷しきさえも友人に譲ゆずる約束をしていた。文字通り僕のために無一文になってくれたんだ。

「ジョエルを一生縛しばるにはあまりにも少ない金額ですな。これではせいぜい一カ月だ」

　封筒から出した小切手を見たお祖父様が、苦く笑しよう混じりに言う。その言葉に、僕は愕がく然ぜんとする。

「こんな莫ばく大だいな金額を提示されても、満足なさらないのですか？」

　思わず叫さけぶと、お祖父様はにっこりと笑う。

「まだまだ子供なおまえが、口を出すことではないよ、ジョエル。これはビジネスの話なんだからね」

　言って身を乗り出し、ぎらりと光る目でヒューゴを見つめる。

「私が何も知らないとお思いですか？」

　いぶかしげに眉まゆを寄せるヒューゴに、お祖父様は楽しげに言う。

「ベルギウスの所有する鉱山から、貴重な鉱物の鉱脈が見つかったという噂うわさが広まっています。ベルギウス・グループは赤字を補ほ塡てんし、さらに莫大な利益を得たとか。それは本当ですか？」

　あまりにもあからさまな質問に、僕は思わず頭に血が上る。

「お祖父様、失礼ではないですか？　人様の会社の利益の話なんて、そんなぶしつけなことをいきなり……」

「かまいません」

　ヒューゴは落ち着いた声で言い、今にも立ち上がりそうな僕の腕うでをそっと摑つかんで止める。そしてお祖父様を真っ直すぐに見つめて言う。

「鉱脈が見つかったことは事実です。ですが、採さい掘くつには莫大な費用がかかりますし、今のベルギウス・グループの赤字を埋うめるにはじゅうぶんではありません。何より、会社の財産に手を付けることはできません。ですからこれは、今の私がお支し払はらいできる金額のすべてです」

　お祖父様はその言葉に、なぜか苦笑を浮うかべる。

「実は、私は人を雇やとってあなたの会社の業績を調べていました。少しはごまかすかと思えば……正直な人ですな」

　その言葉に、僕は愕然とする。まさか自分の身内がそこまでするとは、さすがに信じたくなかったからだ。お祖父様はさも残念そうな顔になって、

「鉱脈が見つかったのは、ジョエルが起こした奇跡です。もしもジョエルを手に入れれば、利益はこんなものでは終わらないのだが……あなたはまだ、そこをおわかりになっていないようだ。わかっていれば、こんな金額でジョエルを花はな嫁よめにしたいなどと言える訳がない」

　その言葉に、僕は愕然とする。

「実は、ジョエルをとても気に入ったと言ってくださっている貴族の方がいて……彼が提示した金額は天文学的だったんですよ。しかも彼は政治の世界にも通じています。年ねん齢れいはすでに七十を超こえていますが、新しい花嫁が欲しいと言うほどお元気なので問題はありません」

　お祖父じい様の目が、まるで獲え物ものを前にした獣けもののように見えて、僕は寒気を覚える。

「失礼ながら、あなたは王族の血筋を引いているというだけだし、まだまだお若い。ジョエルはその人のところに嫁とつげば一生安あん泰たいですし、私も政界とのつながりができる」

「お祖父様、僕は、ミスター・ベルギウス以外の人の花嫁になる気は……」

　僕の必死の訴うつたえを、お祖父様は手を挙げてあっさりと遮さえぎる。機き嫌げんを取るような笑みを顔に浮かべて、

「聞き分けのないことを言うんじゃないよ、ジョエル。これはおまえのためなんだ」

「……わかりました」

　僕の言葉に、ヒューゴは驚おどろいたように僕を見つめる。お祖父様はホッとしたように、

「やっとわかってくれたか！　なにもかも、おまえのためなんだぞ、ジョエル！」

　僕の脳のう裏りに、恋人と結ばれないまま亡なくなった、ジェイドさんの顔がよぎる。

　……あなたのためにも、僕はここで負けたりしない。そのためには……。

「ただし、あと一週間だけ時間をください。そうしたら、お祖父様の決めた相手のところに行きます」

「一週間？」

　いぶかしげに言うお祖父様に、僕はうなずいてみせる。

「ミスター・ベルギウスにはいろいろとお世話になりましたので、恩返しがしたいんです。それに、彼はとても素す敵てきで、まだ少し未練もあるし……」

　僕は、必死で感情を殺しながら言う。お祖父様は可笑おかしそうに笑って、

「たしかにミスター・ベルギウスは、若くてとてもハンサムだからな。おまえが嫁ぐ相手とはまったく大おお違ちがいで……ああ、ゴホン」

　お祖父様は咳せき払ばらいをしてごまかすけれど……きっと僕の相手は、金と権力をひけらかす、いやらしいヒヒじじいなんだろう。

　……そんな男に嫁とつがされるなんて、絶対に嫌いやだ。

　僕は膝ひざの上で拳こぶしを握にぎりしめながら思う。

　……これは、やっぱりあの計画を実行するしかない。僕の脚きやく本ほん家としての実力を試ためす、いい機会にもなる。




　　　　◆




「というわけで、脚本は理解してくれましたか？」

　僕は、部屋に集まった面々を見み渡わたしながら言う。ここはヒューゴの城の応接室。次の劇の打ち合わせをしたいと言って、ヒューゴには出て行ってもらってる。

「今回の劇には、僕の人生がかかってます。くれぐれもよろしくお願いします」

　あれから僕は、一晩でプロットと脚本を書き上げた。僕の役は、心臓が弱ってしまったか弱い青年。ほかの配役は、主治医と、看護師と、さらに友人達。もちろん、全員がこの前の劇に関かかわってくれた役者さんだ。

「この特とく殊しゆメイク、かなりすごいわね。メイク道具って、日々進歩してるわあ」

　アネモネが、心配そうに言う。アネモネの友人で、今回のメイク係を引き受けてくれたデイビッドが、

「あら、ハリウッド仕込みのあたしの腕をなめてもらったら困るわよ。こういうのはメイク道具だけじゃなくて、やっぱりセンスの問題なのよ」

　言いながら、僕に手鏡を渡わたしてくれる。それを覗のぞいた僕は、自分で驚いてしまう。

「うわ、自分とは思えない」

　鏡の中の僕は、見慣れた自分とはまるで別人だった。頰ほおがこけ、顔色は青ざめ、唇くちびるは乾かわいてひび割れている。首筋や腕にもメイクを施ほどこしたから、本当に、弱り切った人に見えて……。

「今日試したこれは、最終段階のメイクね。毎日お見み舞まいに通ってよければ、だんだん弱って行くふうにもできるわよ。もとのお顔がすごく綺き麗れいだから、耽たん美びで退たい廃はい的な感じでしょう？　ああ……映画の撮さつ影えいみたいで、やりがいがあるわぁ」

　デイビッドが、うっとりと僕を見つめながら言う。

「ねえ、これからやることが全部噓うそだってこと、ミスター・ベルギウスには秘密にしたほうがいいんじゃない？」

　アネモネが言った言葉に、僕は驚いてしまう。

「秘密に？」

　アネモネは、ため息をつきながらうなずいて、

「彼、知れば知るほど純じゆん粋すいな人みたいじゃない。なんだか胸が痛くなるわ」

　彼は両手を胸に当てて、ため息をつく。

「彼が、あんたのお祖父様みたいな百ひやく戦せん錬れん磨まの悪い人に、噓がつけるかしら？」

　その言葉に、僕はギクリとする。

　……たしかに、そうかもしれない。でも……。

「彼をだますなんて……」

　言った僕の言葉がかすれる。彼がクールな見かけとはうらはらに、とてもあたたかくて優やさしい人だということはよく解わかってる。お祖父様のところから戻った後、彼は僕が心変わりしたと思ったのか、真っ暗に落ち込んでいる。さらに、僕が体調を崩くずしたとしたら……？

「彼を、だますことなんかできないです。これ以上、彼に心配そうな顔をさせたくないし……」

「うう～ん」

　アネモネは尖とがった爪を顎あごに当てて考え、それから目を輝かがやかせて、

「そしたら、ちょっとだけテストしてみるのは？」

「テスト？　彼の反応を試すってことですか？」

　僕が思わず眉を寄せてしまうと、彼は慌あわてたように手を振ふる。

「そんなに深刻な意味じゃなくて……」

「やっぱり、彼をだますなんてできないです」

　僕の言葉に、アネモネはため息をつき、それから呆あきれたように笑う。

「本気なのねえ。わかったわ。全部話して、演技してくれるように頼たのみましょ。その前に、ちょっとイタズラさせてよ」

　彼は言いながら部屋を横切り、廊ろう下かに顔を出す。

「ミスター・ベルギウス、たいへん！　早く来て！」

　必死の声で、思い切り叫さけぶ。劇団員達が、心得顔で僕をソファに誘ゆう導どうする。

「な、何をする気ですか？」

「イタズラ、イタズラ。特殊メイクをした時には、よくやってるんですよ。警備員さんとか、受付の子とかを驚かすためにね」

　劇団員が僕をソファに横たわらせ、腕うでを上げて顔を隠かくすような姿勢を取らせる。

「どうしました？」

　走ってくる足音に続いて、ヒューゴの声がする。

「打ち合わせをしていたら、急に倒たおれてしまって……何か身体からだが弱るようなことをしたんじゃないの？」

　アネモネの言葉に、僕は思わず赤くなる。だって、ヒューゴとの熱い一夜を、つい思い出してしまって……。

「倒れた？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ヒューゴが駆かけ寄ってきて、僕の腕を下ろさせて顔を覗き込み……。

「……どうして、こんな……！」

　愕がく然ぜんとした顔があまりにも悲痛で、僕はもう耐たえられなくなってがばっと起き上がる。

「ごめんなさい、これ、特殊メイクです！」

　僕は必死で言って、ヒューゴに頭を下げる。

「お祖父様をだますために、ひと芝しば居い打とうと思って……！」

　ヒューゴは呆ぼう然ぜんとした顔で僕を見つめ……それから手で顔を覆おおってふらりと床ゆかに座り込む。

「……そう……だったんですか……私は……」

　指の間から、彼の悲痛な呟つぶやきが漏もれる。

「……あなたが、もう戦うことをあきらめてしまったのかと……」

「そんなわけないでしょう」

　僕はたまらなくなって彼の頭を引き寄せ、その額にキスをする。

「あなたみたいな男、あきらめられるわけがない」

「やだ、ちょっと泣きそうよ、私」

　アネモネが言い、僕は慌ててヒューゴから離はなれる。アネモネは可笑しそうに笑って、

「これは彼のお祖父様をだますためのお芝居よ。あなたみたいな純粋そうな男に演技ができるか不安だったけど……今の状じよう況きようを思い出せば、きっと完かん璧ぺきな演技ができるわ」

　ヒューゴはまだ呆然とした顔で部屋を見渡し、それからゆっくりとうなずく。

「私は芸術などに縁えんのない生活をしてきましたし、もちろん演技に自信などありませんが……この人を助けるためなら、どんなことでもします」

　彼のきっぱりした言葉に、胸が熱くなる。
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「噓をつくのは気が引けるけれど……」

　ジョエルは言って、私のデスクの上に、封ふうが開いたままの封筒を置く。

「この手紙を、お祖父じい様に出そうと思うんです。……読んでみてください」

　私は少し緊きん張ちようしてしまいながら、

「私が……読んでもいいんですか？」

　彼は小さく笑って、

「これは作戦です。僕が彼らから逃にげるための。だから、あなたとは情報を共有しなきゃ」

「わかりました」

　私は封筒から便せんを取り出し、それがたった一枚だったことに驚おどろく。しかも書いてあるのはほんの数行。

『親愛なるお祖父様。

　ここに来てから、さまざまなつらいことがありました。

　僕の心臓は、それに耐えられませんでした。

　もう、長くは生きられないかもしれません。

　お祖父様とお父様、そしてお母様に、一目でいいから会いたい。

　ジョエル・ブラッドレイ』

　短い文章、震ふるえる筆ひつ致ち。それはとても真に迫せまっていて、これが噓だとは解っているのに心が激しく痛む。

　……これが演技で、本当によかった。

　私は心の底から思う。

　……ジョエルに何かあったら、そう思うだけでおかしくなりそうだ。

「あんまり御お涙なみだ頂ちよう戴だいに走ると、わざとらしくなるかと思って。……でも、これじゃああっさりしすぎでしょうか？　直します？」

「いや……」

　私は便せんをたたみながら、ため息をつく。

「……演技だとわかっていても、苦しくなります」

　便せんを封筒に入れた私の顔を、彼が覗き込んでくる。それからやけに嬉うれしそうに笑って、

「そんなつらそうな顔、しないでください。ちょっと嬉しくなっちゃうじゃないですか」

「これを読んだら、きっと君のお祖父様やご両親は……」

「これを読めば、お祖父様と両親は、ここに駆けつけてくると思います。三人の前で、あなたの主治医……もちろん、それも劇団のメンバーですが……に、僕が死亡したと言ってもらいます。そうなったら、もう僕を屋や敷しきに連れ戻もどそうなんて思わないでしょう？」

　ジョエルの言葉に、私は驚く。

「ちょっと待ってください。普ふ通つうなら、そこからが大変なはずだ。ブラッドレイ家は君の遺体を引き取って盛大な葬そう儀ぎを行うだろうし、埋まい葬そうも……」

　私の言葉を、ジョエルは手を上げて遮さえぎる。

「僕、屋敷の書庫で、ある人の小説を見つけてしまって……それは僕の親しん戚せきに当たる人の書いたものだったんですが……それをきっかけに、その人がどんな人生を歩んだのかを知ることになりました。当時の家令から聞いた、ちょっとヘビーな話なんですけど」

　彼の言葉に、私はふいにある人のことを思い出す。それはベルギウス家の以前の当主、レジナルド・ベルギウス……。

「聞かせてくれませんか？」

　私の言葉に、彼はうなずく。

「彼の名前はジェイド・ブラッドレイ。五十年ほど前、ブラッドレイ家にいた人です。彼は男性でしたが、僕と同じ『幸運の星』を身体に持っていたそうです。そして僕と同じように……お金と引き換かえに、ある王族のところに行かされそうになっていました」

　五十年前、というその言葉に、さらにレジナルドの日記を思い出す。

　……いや、そうとは限らない。ただの偶ぐう然ぜんということも……。

「ジェイドという人には、どうやら男性の恋こい人びとがいたみたいなんです。彼はその人と手に手を取って逃げようとして、ブラッドレイ家の追っ手に捕つかまりました。そしてそのまま王族のもとに送られ……そのほんの一カ月後に亡なくなったそうです」

　彼の言葉に、ゆっくりと血の気が引いて行くのが解わかる。

　……男性の恋人？　逃げようとして捕まった……？

「ブラッドレイ家は、ジェイドという人の死を隠すため、その遺体を引き取りませんでした。彼の遺体は送られた先の国で埋葬され、ブラッドレイ家ではその後、彼の名前を出すことすら禁じられました。何よりも体面を気にする一族です。僕の時も同じにするんじゃないかな」

「……そんな……」

　あまりにも衝しよう撃げき的な言葉に、私は耳を疑う。

「……まさか、そんなことを……」

　私の言葉に、ジョエルが悲しげに微笑ほほえむ。

「いえ、そういう一族なんです。だから多分、僕の葬儀のことは心配しなくて大丈夫」

　私は呆然とし……それからどうしても聞いておきたいことを口にする。

「そのジェイドという人は、あなたに似た金色の髪かみと紅茶色の瞳ひとみをしていませんでしたか？　そして一いつ緒しよに逃げようとした男性は、レジナルドという名前では……？」

　ジョエルは驚いたように目を見開いて、私を見上げる。

「その話、知ってるんですか？」

「書しよ斎さいにしている古い部屋で、以前のベルギウス家の当主、レジナルドの日記を見つけました。相手の名前は書いていなかったが、ある人を愛していること、その人は金色の髪と紅茶色の瞳をした美しい人なのだと書いてあった。しかし相手との恋こいは許されないこと、そしてその人と手に手を取って逃げるつもりだと……」

　私は呆然と彼を見つめながら言う。

「日記は、逃とう亡ぼうの日で終わっていました。レジナルドは独身のまま若くして亡くなったので、計画は失敗したのだろうと思っていましたが……まさか……」

「レジナルド・ベルギウスが恋をした相手は、きっとジェイド・ブラッドレイです。当時の家令によればジェイド・ブラッドレイは金髪に紅茶色の瞳をしていたらしいです。髪の色と瞳だけでなく、顔立ちも僕とそっくりだったみたいで」

　その言葉に、私は激しい驚きを覚える。

「彼を知る人物によると、レジナルド・ベルギウスも、私とそっくりだったようです。顔かたちだけでなく、性格まで。もしかしたら……」

　私は、ジョエルの麗うるわしい顔を見つめながら言う。

「……私とあなたは、前世で結ばれなかった恋人同士だったのでは？　だからこんなに胸が震えるのかもしれない」

「……生まれ変わり？　そうだったら、すごくロマンティックです。でも……」

　ジョエルは驚いたように目を見開き、それからふいに微笑む。

「もしも生まれ変わりじゃなくても、僕はあなたに恋をしたと思います。だってあなたは本当に素す敵てきな人だから」

　私は我が慢まんできずに彼を抱だき寄せ、その唇くちびるにそっとキスをする。

「私も同じだ。どんなふうに出会ったとしても、あなたに恋をしたでしょう」

「ありがとう」

　ジョエルは囁ささやき、そして強い眼まな差ざしで私を見上げて言う。

「僕は運命に負けません。あなたと一緒に生きると決めました。だからもう迷いません」

　……ああ、こんなに魅み力りよく的な人を、愛さずにいられるわけがない……。
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「ブラッドレイ家の皆みな様さまのリムジンが、ご到とう着ちやくなさいました」

　家令の言葉に、部屋の中に緊張が走はしる。カーテンを閉めて暗くした舞ぶ踏とう室には、大きな鉄製のベッドと、たくさんの医い療りよう機器が設置されている。これはメイクアップアーチストの伝つ手てを使って、映画撮さつ影えいのためのセットを丸ごと借り受けたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　私が囁くと、ジョエルは白い歯を見せて微笑む。

「もちろん。メイクはすごいけど、本当は元気いっぱいです」

「……そんなメイクと演技だけでは、ごまかせませんよ。あちらも、主治医を同どう伴はんさせるでしょうから」

　ベッドの脇わきに待機している、私の主治医がため息をつく。

　ジョエル達はすべてを俳優だけでやるつもりだったらしいが、私はとても嫌いやな予感を覚えた。主治医に相談すると、「そんなことで医師をごまかせるわけがない」とやはり言われた。彼は私達の計画に驚おどろき、猛もう反はん対たいしたが……結局は協力してくれることになった。すべてではないがジョエルの境きよう遇ぐうを聞いて、気の毒に思ったのだろう。

「なので、これから鎮ちん静せい剤ざいを打ちます。脈は一時的に少し遅おそくなりますが、身体からだに悪い影えい響きようはありません。副作用として、少し眠ねむくなるとは思いますが。さらに」

　彼は白衣のポケットから、軟なん式しきのテニスボールを取り出す。

「これを脇の下に。あちらの主治医が脈を取ろうとしたら、その瞬しゆん間かんに強く挟はさんでください」

「いい方法があるとおっしゃっていましたが、このことですか？」

　私が思わず言うと、彼は眉まゆをひそめて、

「はい。……たしかに脈を止めてしまう薬もあります。ですが医師として、これ以上強い薬を投とう与よすることは許せません。ロミオとジュリエットの時代とは違ちがうんですよ」

　彼はジョエルにテニスボールを渡わたしながら、

「それに、これはミステリー小説でもよく使われている定番のトリックです。オーソドックスだが、意外に効果的だ。もちろん、ごまかせるのはほんの少しの時間だけですが」

「わかりました。うまくできるといいんですけど」

　ジョエルが心配そうに言ってパジャマのボタンを開け、脇の下にボールを挟んでいる。意外にもミステリー小説のファンだったらしい主治医は満足げにうなずいて、

「タイミングを逃のがさないように。私も協力して、なんとかごまかしますから」

「やだ、先生。白衣が素敵なだけじゃなくて、頼たよりになるわあ」

　アネモネの言葉に、主治医が動どう揺ようした顔をする。アネモネは、

「優ゆう秀しゆうな脚きやく本ほん家の将来のために、頑がん張ばるわよ！」

　その言葉に、部屋に集まった面々はそれぞれうなずいている。主治医がジョエルの腕うでに注射を打ち、ジョエルの目から輝かがやきが消える。青ざめたメイクをしてそんな目をされると……本当に心配になる。

「……来ました。スタンバイお願いします」

　ドアから外を覗のぞいていた劇団員の一人が、緊きん張ちようした声で囁く。早足の足音が近づいてきて、ドアが大きく開け放され……。

「ジョエル！」

　部屋に飛び込んできたのは、彼の祖父だった。続いて彼の両親らしき男女、そして白衣の主治医が従っている。彼らの青ざめた顔を見て、私は微かすかに安あん堵どする。

　……こんなに弱ったジョエルを見れば、きっと彼らも改心してくれる。ジョエルを帰すわけにはいかないが、これ以上、同じ目に遭あう子息がいなくなれば……。

「ああ、なんてことだ！」

　彼は弱り切った様子でベッドに横たわるジョエルを見て、絶望の面おも持もちで叫さけぶ。彼の両親がベッドに駆かけ寄り、ジョエルの手を握にぎり締しめている。彼の祖父は、ベッドサイドに立った私に歩み寄り、私の襟えり元もとを、強い力で摑つかむ。

　……たしかに、孫がこんな目に遭わされれば、怒いかりも当然で……。

「ジョエルを引き渡すと、何人ものＶＩＰと約束をしてしまったんだぞ！」

　彼の口から最初に出た言葉に、私は耳を疑う。

「このままでは結ゆい納のう金をすべて返金しなくてはいけない！　どうしてくれるんだ？」

　私はあまりのことに愕がく然ぜんとし……そして本気の怒りが湧わき上がるのを感じる。

「彼の命が心配ではないのですか？　あなたの孫ではないですか！」

「……いいんだ、ヒューゴ。それが彼の本心なんだから」

　ジョエルの寂さみしげな声に、胸がえぐられる気がする。

「ヒューゴ」

　ジョエルが右手をそっと差し出す。演技と解っていても、心がつぶれそうだ。

「最後まで、手を握っていて」

　私はジョエルの手をしっかりと握りしめる。注射した薬のせいだと解っていても、力のない手と、氷のように低い体温に、思わず青ざめる。

　部屋にいるジョエルの友人役の劇団員達が、嗚お咽えつを漏もらす。それは迫はく真しんの演技というよりは本当の悲しみのようで……。

「身体が弱いこと、秘密にしてごめんなさい。でも僕、あなたと何度も一つになれたこと……」

　ジョエルの呼吸が乱れ、かすれた声がふいに途と切ぎれる。私の指の間から、力を失った彼の手がすり抜ぬけ、ぱたりと音を立ててベッドの上に落ちた。

「失礼します」

　私を押しのけるようにして、ブラッドレイ家の主治医がジョエルの手首を摑む。

「脈が……ありません……」

　その言葉に、彼の母親が悲鳴のような声を上げる。瞼まぶたを開かせようとした彼の手を、私の主治医が押しのける。

「失礼。私の患かん者じやですので」

　彼は言って小型のライトを照らし、瞳どう孔こうの反応を見るふりをする。

「瞳孔の反応もありません。お気の毒ですが……」

「ジョエル！　そんな！」

　彼の母親が悲痛な声で叫ぶ。だが……。

「あなたがここで死んでしまったら、借りたお金が返せないじゃない……！」

「そんなことを言うんじゃない！　ほかの人間もいるんだぞ！」

　彼の父親が慌あわてて母親の言葉を遮さえぎる。だが、彼の母親は必死の顔で父親を睨にらみつける。

「それに、この子が死んだら、ブラッドレイ家はどうなるの？　葬そう儀ぎを出したら、社交界に噂うわさが広まってしまう！　そうなったら……」

「ジェイドの時と同じようにする。遺体は引き取らない。ベルギウス家でなんとかしてもらう。……あの子をさらって逃にげたんだ、それだけの責任はとってもらいますよ」

　ジョエルの祖父の口から出た言葉に、私は信じられない気持ちのままでうなずく。

「彼の遺体はこちらで引き取ります。葬儀もこちらで行います」

「……ジョエルは遠くに行った。今後、ジョエルの名前を出すことは禁止だ……」

　彼の祖父が、きしるような声で言う。そして激しい怒りを滲にじませながら、私を見つめる。

「私は、おまえを絶対に許さない。ヒューゴ・ベルギウス」

　彼の手にナイフが握られているのを見て、私は胸が締め付けられる気がする。

「可愛かわいいお孫さんがこんな目に遭ったら、絶対に相手を許せないと思います。私は、どんな罰ばつでも受ける覚かく悟ごが……」

「『幸運の星』を持つ男は、女の子よりもずっと高い値で好こう事ず家かに売れるんだ」

　彼の言葉に、私は愕然として言葉を失う。

「この次は、いつ『幸運の星』を持つ男が生まれるかわからない！　それを、おまえのせいでこんなことに……！」

　彼は叫びながら、私に突とつ進しんしてくる。

　……私がナイフをよければ、ジョエルがけがをするかもしれない。

　私はとっさに思い、その場から動かずにナイフの刃はを受ける。

　……彼が傷つくくらいなら、自分が重傷を負った方がずっとましだ……。
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「……終わった……のか……？」

　目を覚ました僕は、髪かみをかきあげてため息をつく。腕に貼はり付けられていたたくさんの管は外され、誰だれが運んでくれたのか、映画のセットのベッドから、僕はリビングのソファに移動していた。鎮静剤が予想以上に効いてしまって、僕は前後不覚に眠り込んでいたらしい。部屋の中が騒そう然ぜんとしていることには気づいたけれど、どうしても瞼を開くことができなくて……。

「ジョエル！　目を覚ましたのね！」

　向かい側の一人がけソファに座っていたアネモネが、青ざめた顔で立ち上がる。

「大変なことになったのよ！　もう歩ける？」

　その言葉に、僕は思わず起き上がり、そしてヒューゴがいないことに気づく。

「どうしたの？　ヒューゴは？」

「彼は重傷を負ったわ。あなたのお祖父じい様に刺さされたの」

　アネモネの言葉を、僕は信じられない気持ちで聞く。

「主治医の先生がすぐに手術を行ったけれど、かなり危ない状態で……」

　僕はかけられていた毛布をはねのけ、立ち上がる。まだ少しふらふらするけれど、それをこらえてアネモネを振ふり返る。

「彼はどこ？」

「さっきまで舞ぶ台たいにしていたあの部屋よ！　あなたと入れ替かわりに……」

　彼の言葉を最後まで聞かずに、僕は部屋を飛び出した。廊ろう下かを全速力で走り、さっきまでいた舞ぶ踏とう室に飛び込む。そしてベッドの上に青ざめたヒューゴが寝ねかされているのを見て、本気で血の気が引く。僕はベッドに走り寄って、彼の手を握りしめる。

「ヒューゴ、死んだりしちゃダメだ！　愛してるんだ！」

　僕は身を屈かがめ、祈いのるような気持ちで彼の唇くちびるにキスをする。

「……僕と一いつ緒しよに生きて。でないとせっかくの大おお掛がかりな劇が全部水の泡あわだよ」

　囁ささやくと、眠ねむっていたかと思った彼がゆっくりと目を開く。彼はくすりと笑い、それからゆっくりと手を上げて、僕の頭を引き寄せる。唇に、優やさしいキス。

「わかった。君のように無茶な人を残して逝ゆくなんて、あまりにも心配すぎるから。そのかわり、このお詫わびは高くつくよ」
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『わかった。君のように無茶な人を残して逝くなんて、あまりにも心配すぎるからね。そのかわり、このお詫びは高くつくよ』

　あの時の彼は、僕にそう言った。

　……お詫び……。

　彼の少し意地悪な口調を思い出すだけで、身体からだが熱くなる。

　……元気になった彼は、僕にどんなことをするんだろう？

　僕が熱を出した時、彼は僕の体調が万ばん全ぜんになるまでは指一本触ふれなかった。それと同じことを、今度は僕がする番だった。

　……今なら、あの時の彼のつらさがよく解わかる。

　ヒューゴは、あの後みるみる回復をとげた。お祖父様と両親は未いまだにヒューゴを恨うらんでいるみたいだけど、殺人未み遂すいで訴うつたえてもいいのですよ、というヒューゴの脅おどしにおびえたのか、それ以来干かん渉しようしてくるのをやめた。ただ、まだ小さな甥おいっ子が幸運の星を持っていることが解ってターゲットをそっちに変えたという噂もあるので、気をつけてやらなくてはいけないかもしれない。

　……まったく、面めん倒どうくさい一族のせいで、悩なやみがつきない。せっかくの新しん婚こん生活なのに。

　僕はため息をつきながら、彼の部屋の専用リビングを横切る。手には湯気の立つホットグラス。彼がよく眠って早く傷が治るように、蜂はち蜜みつ入りのカモミールティーだ。

　……もちろん、彼に無理なんかさせちゃだめだ。だけど、本当は……。

　僕は身体の奥からじわりと熱が湧わき上がるのを感じる。

　……今すぐにでも、抱だかれたい……。

　思うだけで、唇から溜ため息いきが漏もれてしまって……。

　……だめだってば！

　僕は、煩ぼん悩のうを振り払はらうためにかぶりを振る。

　……彼が完治するまでは、エッチなことは禁止だ！

　自分に言い聞かせ、彼がいるはずのベッドルームのドアの前に立つ。

「ミスター・ベルギウス？」

　彼が眠っていたらいけないので、小さな声で言ってみる。

「お茶を持ってきたんですけど……」

「今、開けます」

　すぐに中から声がして衣きぬ擦ずれの音、そして足音が近づいてくる。彼の声もその足取りもとてもしっかりとしていることに、今夜も僕はとてもホッとする。

　……さすがの彼も、最初はつらそうだったし。

　あの時のことを思い出すだけで、胸が激しく痛む。

　……彼が元気になってくれただけで、こんなに幸せだ。セックスしたいだなんて、そんな贅ぜい沢たくを言ったらバチが当たりそうで……。

　カチャ、という音がしてドアが開く。見下ろしてきたのは、とても麗うるわしい彼の美び貌ぼう。彼はミッドナイトブルーのシルクのパジャマを着ていた。もう寝るところだったのか、ガウンを着ていない。明かりはベッドサイドのスタンドだけに落とされた薄うす暗ぐらい部屋に、月の明かりが差し込んでいる。滑なめらかなシルクが彼の身体に沿い、しなやかな筋肉に覆おおわれた逞たくましい身体のラインが浮うかび上がっている。

　……ああ、本当に彫ちよう刻こくみたい……。

　陶とう然ぜんと見つめてしまう僕に、彼は微かすかに微笑ほほえんでくれる。

「いい香かおりです」

　こんな顔をした彼は本当に素す敵てきで……僕の鼓こ動どうがどんどん速くなる。

　……ああ、だから、彼はケガ人なんだってば。だからこんなにドキドキしたらダメなんだってば……！

「ええと、蜂蜜入りのカモミールティーです。よく寝れば、その分早く回復しますから」

　彼は一いつ瞬しゆんだけ複雑な顔をし、それから、

「どうぞ、入ってください」

　言って、僕のためにドアを大きく開いてくれる。

「あ、はい。お邪じや魔まします」

　脇わきをすり抜ぬけた瞬しゆん間かん、彼の使っている芳かぐわしいコロンの香りが鼻び孔こうをくすぐった。わずかな距きよ離りで感じる、彼の体温。彼に抱かれた夜のことが脳のう裏りをよぎり、頰ほおが熱くなる。

　今でも鮮せん明めいに思い出せる、彼の熱。肌はだにキスを刻む柔やわらかい唇。あんなに美しいのにとても淫みだらな指、そしてとても逞しくて、とても獰どう猛もうだった……彼の欲よく望ぼう。

「……っ！」

　身体がずくんと疼うずいて、僕は思わず息を吞のむ。

「頰が赤いね」

　彼が、呟つぶやくような声で言う。いつもの丁てい寧ねいな言葉じゃないことに気づいて、ますます鼓動が速くなる。

「あ、ええと……お茶がさめないうちにと思って、慌あわてて来たので」

　僕は言いながら、窓まど際ぎわのカフェテーブルにトレイを置く。

「ちょっと、頰が熱いかも……あっ！」

　後ろからそっと抱だきしめられて、僕は思わず声を上げる。逞しい腕うで、背中に押し付けられた熱い体温。僕が着ているシルクのシャツ、そして彼が着ているパジャマ。薄うすい二枚の布地を通して、彼の速い鼓動が伝わってくる。

　……ああ、もしかして彼も……。

「ドクターからお墨すみ付つきをもらった」

　身を屈めた彼が、耳元で囁く。

「傷はもう、すっかり塞ふさがったそうだよ」

　彼の声はわずかにかすれていて、激しい欲望を表しているかのようだった。僕はなんだか泣きそうになりながら、

「で、でも……あんまり激しい運動をすると……」

　僕は必死で言うけれど、本当は……。

「……君が欲しいんだ」

　僕と同じ気持ちを真っ直すぐな言葉にされてしまう。耳たぶをくすぐった、あまりにもセクシーな囁きに、いきなり膝ひざから力が抜ける。

「……あぁ……っ」

　僕は彼の腕をすり抜け、そのまま床ゆかの上に座り込んでしまう。動いたことで、自覚をしてしまう。僕の屹きつ立りつはもう硬かたく勃たち上がって、スラックスをきつく押し上げている。

　……僕も……。

　恥はずかしくて真っ赤になりながら、僕ははっきりと自覚する。

　……彼が欲しいんだ……。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　まさか、貧血？」

　彼がとても心配そうに言って、僕の前に回り込んでひざまずく。真っ直ぐに覗のぞき込まれるけれど、恥ずかしくて彼の顔が直視できない。

「……そうじゃなくて。あなたがあんまりセクシーなこと言うから……」

　僕は両手で顔を覆い、指の間から熱いため息をつく。

「……腰こしが抜けちゃったんだよ……」

　彼が腕をのばし、今度は正面から僕を抱きしめてくれる。

「とても可愛かわいい。とても愛いとおしい。だから本当はうんと大切にして、うんと優やさしくしたいんです。でも……」

　僕の髪かみに頰を埋うずめた彼が、低い声で囁ささやいてくれる。

「……あなたを見るだけで、身体の奥から恐おそろしいほどの欲望が湧いてくる。もう、抑おさえる自信がありません……」

　少しかすれた苦しげな声。髪を揺ゆらすつらそうなため息。

「……あなたは、私にとても優しくしてくれた。でもあなたが献けん身しん的に看病をしてくれている間、私はずっとあなたを抱きたいという欲望と戦っていました」

　さっきまではあんなに紳しん士し的だったのに、今僕を抱きしめている彼の腕の力は獰猛なほどで……僕の胸までが甘く締め付けられる。

「……僕を抱きたいと思ってたんですか？　薬を飲ませてあげてる時も、お茶を運んで来た時も……もしかしたら、身体を拭ふいてあげている時も？」

　僕が言うと、彼は深いため息をつく。

「はい。ずっと欲望を覚えていました。今の私はもう野や獣じゆうのようだ。……以前、あなたを抱いた時にはまだ自制することができた。でも今の私は、自分でも止められない。あなたにひどいことをしてしまうかもしれません」

「それなら……」

　僕の唇くちびるから、かすれた声が漏れた。

「……僕に、うんとひどいことをして」

　驚おどろいたように息を吞んで顔を上げた彼を、僕は間近に覗き込む。

「だって、あなたに薬を飲ませてあげてる時も、お茶を運んで来た時も、身体からだを拭いてあげている時も……僕……」

　僕はもうたまらなくなって顔を近づけ、この愛おしい男の頰にそっと唇をつける。

「……ずっと、あなたに欲よく情じようしてたんだ……」

「……ジョエル……」

　彼のかすれた囁きが、僕の頰をくすぐる。

「……愛している……」

　その真しん摯しな響ひびきが、僕の胸を激しく揺らす。

「……僕も……」

　囁いた声は、彼の声に負けずにかすれている。

「……愛してる、ミスター・ベルギウス……」

　彼が耳元でクスリと笑い、ふいに顔を離はなす。彼の指が僕の指にそっと触ふれ、その頰に優しい笑えみが浮かぶ。

「一つ頼たのみがある。ベッドの中では、名前で呼んでくれないか？」

　……名前……？

　ふいに、彼に初めて抱だかれた夜のことを思い出す。僕は与あたえられる快感に我を忘れ、彼の名前を呼び捨てにして、しかもすごく恥ずかしい声で何度も何度も繰くり返してしまって……。

「……そ……それは……」

「恥ずかしい？」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみで見つめられたら、もうどうしようもなく頰が熱くなる。僕の屹立が下着の中でびくんと震ふるえて、先走りの蜜みつをにじませるのが解わかる。

「……は……恥ずかしいです……」

「それなら……」

　彼がふいに僕の方に手を伸のばし……。

「……あ……っ」

　僕の身体がさらいこまれ、そのまま横よこ抱だきにしてベッドに運ばれる。のしかかられ、上から見下ろされて、さらに鼓動が速くなる。

　……触れられるのは初めてじゃないけど……今夜は何かが違ちがう気がする……。

　今までは、僕らは許されないカップルだった。だから何かから逃にげるように、何かを忘れようとするように、必死で抱き合った気がする。でも、今は……。

「これが……僕らの新しん婚こん初夜でしょうか？」

　僕が言うと、彼が小さく微笑む。

「私も、同じことを考えていたよ」

　彼の顔がゆっくりと下りてきて、僕の唇にそっとキスをする。彼の唇はあたたかく、そしてわずかな湿しめり気けが気が遠くなりそうなほどセクシーだ。

「……ん……」

　僕の唇から、知らずに甘い呻うめきが漏もれる。それを承しよう諾だくの証しるしと取ったのか、彼のキスがさらに深くなる。

「……んん……」

　力の抜ぬけてしまった上下の歯列の間に、彼の舌がゆっくりと滑すべり込んでくる。

「……んっ！」

　舌を舌ですくい上げられ、そのまま淫らに吸い上げられて……下腹にずくんと甘いうずきが湧わき上がる。

　……ああ、どうしよう……？

　僕はシーツを握にぎりしめながら、泣きそうになる。

　……キスだけで、イッちゃいそう……。

「……愛している、ジョエル」

　彼が、唇を触れさせたままで囁いてくる。

「……ずっと一いつ緒しよに生きて行こう」

　その言葉が、僕の胸にゆっくりと落ちてくる。

「……愛してます、ヒューゴ」

　僕は胸を熱くしながら、彼に囁き返す。

「……あなたと、ずっと一緒に生きて行きます」

「いい子だ」

　彼が囁き、ご褒ほう美びのような軽いキスをする。彼の指が僕の頰ほおを撫なで、そのまま僕の肌はだを辿たどる。顎あごの形をなぞり、そのまま首筋を滑り下り……そして僕のシャツのボタンをゆっくりと外し始める。

「……あ……」

『幸運の星』が、空気にさらされる感覚。前に抱かれた時、ここにキスをされただけで、達してしまったことを思い出す。彼の視線が僕のそこに向けられていることに気づいて、そこがじわりと熱を持つ。

「……ダメ……」

　僕は力の抜けてしまった腕うでを必死で上げ、『幸運の星』を手で隠かくそうとし……。

「んっ！」

　指先がほんのわずかにかすめただけで、僕の身体に怖こわいほどの快感が走った。

「いけない子だな。自分で触れて、自分で感じてしまった？」

　彼のセクシーな囁きに、僕は真っ赤になってしまう。彼はクスリと笑って、

「わかった。そこには触れない。今夜は……」

　彼が顔を下ろし、僕の鎖さ骨こつの上にそっとキスをする。とても感じやすい『幸運の星』からほんの数センチしか離れていないところに彼の唇が触れたと思っただけで、達しそうになってしまうけれど……。

「……まだまだ、イかせない」

　彼が身体を起こし、僕の頭の両りよう脇わきに両手をつく。漆黒の瞳が、欲よく望ぼうに煌きらめきながら僕を見下ろしてくる。

　……ああ……彼はなんてセクシーなんだろう？
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「……お願い……許して……」

　僕は必死で彼のパジャマの布地を摑つかむ。まだまだイかせないという言葉の通り、彼は唇と指で僕をあおり続けた。僕は達する寸前まで押し上げられ、なのにどうしてもイかせてもらえず……。

「……も、おかしくなる……」

　彼はキスを繰り返していた僕の肌から顔を上げ、そして唇に微笑ほほえみを浮うかべる。

「それなら、どうされたい？」

　その笑みがすごくサディスティックに見えて、僕は泣きそうになる。

「紳しん士しだと思ってたのに………あなたは本当に意地悪だ……」

「言ってごらん。君の言う通りにしてあげる」

「あなたの余よ裕ゆうが、すごく憎にくらしいです。僕はもうどこもかしこもトロトロで、こんなに切せつ羽ぱ詰つまってるのに……」

　僕は言って彼をそっと押しのける。感じさせられて背中が何度も反り返り、そのたびに彼のお腹なかに身体が触れそうだった。このままじゃ、我を忘れてとんでもないことをしてしまいそう。せっかく傷が治ったのにまた悪化したら、後こう悔かいしてもしきれない。

　僕がベッドを下りると、彼が驚いた顔をする。それからとても傷ついたような顔になる。

「すまない。苛いじめすぎたようだ。それとも私が下手へたすぎて……」

「あんなに喘あえがせておいて、今さらそんなことを言うなんて！」

　僕ははだけられていたシャツを、そのまま肩かたから落とす。スラックスの前立てのボタンを外して、ファスナーを下ろす。

「僕の身体をこんなにしておいて、あなたはボタンの一つすら外してない！　しかもそんな涼すずしい顔をして……もう頭に来ました！」

　深呼吸をしてから、下着ごと、スラックスを一気に脱ぬぎ捨てる。彼のキスで熱くなった肌、そして先走りでぬるぬるに濡ぬれた、硬かたく反り返る屹きつ立りつ。空気に触れただけで、先せん端たんからまた蜜が溢あふれて伝う。自分がどんな状態なのかを改めて思い知る。

「僕を抱きたいんですか？　それとも苛めたいだけですか？」

　彼は呆ぼう然ぜんとした顔で、怒おこっている僕の顔を見つめている。彼の視線がゆっくりと滑り下り、僕の屹立の真上で止まる。彼の秀しゆう麗れいな眉まゆが苦しげにひそめられたのを見て、僕の怒いかりがまた湧き上がる。

「もしも男と寝ねたことを後悔してるとか、僕の身体からだに飽あきたとかなら、今すぐに言ってください！　自分が面めん倒どうくさいヤツで、面倒くさい運命を背負っているのは重々わかってます。だけど今夜抱かれたら、もう……僕……」

　彼が、ふいにベッドから立ち上がる。彼の手がゆっくりと上がり、自分のパジャマのボタンを外していく。

「……もう、何？　その先は？」

　彼がパジャマの上うわ衣ぎを脱ぎ捨てながら言う。月明かりに照らし出されたのは、彫ちよう刻こくみたいに逞たくましい上半身。引き締しまったお腹には、もう包帯はなかった。縫ほう合ごうの痕あとは乾かわいた傷になり、彼の肌に模様を描えがいて……。

　……ああ、彼は本当に見とれるほどに美しい。

「……もう、あきらめられなくなる……」

　僕の唇くちびるから、かすれた声が漏れた。

「私は今でも」

　彼が言い、身につけたすべてを脱ぎ捨てる。

「君をあきらめることなど、絶対にできないよ」

　すらりとした体たい軀く、滑なめらかな肌。無む駄だのない完かん璧ぺきな筋肉に覆おおわれたその身体は、本当に彫刻のように完璧で……。

「……あ……」

　あることに気づいて、僕は思わず息を吞のむ。彼の下腹には、僕と同じ欲望が硬く反り返っていて……。

　……彼も、こんなに僕に欲よく情じようしてくれている……。

　生まれたままの姿の彼が、僕に手を差し伸のべる。僕は操あやつられるように彼に近づき、そして間近に彼を見上げる。

「……僕も、本当は……」

　僕の唇から、かすれた声が漏れた。

「……もう、あきらめられない……あっ！」

　いきなり抱だき寄せられて、僕は思わず声を上げる。彼の逞しい屹立が僕の肌に押し付けられている。そして熱くなった僕の屹立も、彼の肌に……。

「……すごい……我が慢まんできない……」

　僕はゆっくりと身を沈しずめ、彼の前にひざまずく。

「……僕に、リードさせてもらえませんか？　ちゃんとできるか、わからないけど」

　彼は僕を見下ろし、その大きな手で僕の髪かみをそっと撫でる。

「私のすべては君のものだよ。君の好きなように」

　彼の言葉に励はげまされて、僕は彼の屹立に顔を近づける。胸を熱くしながらその側面に頰を寄せ、その硬さと熱さを確かめる。

「……すごい……」

　僕は思わず喉のどを鳴らしてしまい、それから目を閉じて両手で支え、ゆっくりと唇を寄せる。熱い側面にキスをすると、彼が小さく息を吞む。

「……っ」

　屹立がわずかに震ふるえ、彼が感じてくれているのが解わかる。僕はそれに励まされながらもう一度顔を寄せ、そして思い切ってその先せん端たんにキスをする。

「……ジョエル……」

　張りつめた先端を舌先で舐なめる。自分が男の性器を舐めるなんて、今まで想像したこともなかった。だけど、彼の熱い感かん触しよくが、今は心ここ地ちよくて、そして愛いとおしくて……。

「……ん……」

　先端にキスをすると、僕の髪に、彼の指が埋うずめられる。

「……無理はしなくていい……そんなことまで……」

　目を開き、見上げると、彼がとてもつらそうな顔で僕を見下ろしていた。

「……ここも、僕のものなんでしょう？　それなら……」

　僕は彼を見上げたままで屹立に顔を寄せ、ゆっくりと彼の先端を口に含ふくむ。とても逞しいそれをくわえこむことはできなくて、そのまま先を吸い上げてみる。彼の屹立が、びくんと震えるのが解る。

「……ああ……まるで拷ごう問もんだ」

　彼は僕を見下ろしたまま、かすれた声で言う。

「……今すぐに、君と一つになりたいのに……」

「それなら、僕の言うことを聞いて」

　僕は彼の先端に唇をつけたままで囁ささやく。

「ベッドに行って、ヘッドボードを背にして座って。今夜のセックスは、僕がリードします。あなたに任せたらうんと無茶をしそうだから」

　彼は僕の髪をくしゃっと撫なで、それから苦く笑しようする。

「君にはかなわない。言う通りにするよ」




　　　　◆




　僕は、脚あしを伸ばしてベッドに座った彼の両腿ももをゆっくりとまたぐ。自分が上になれば彼に負担をかけないだろうと思ったんだけど……リードするなんて、やっぱり緊きん張ちようする。

　……っていうか、どうやって一つになればいいのか、思い出せない……！

「……これで……大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　ええと……それから……」

　僕が言うと、彼は笑いながら僕の腰こしを両手で支えてくれる。

「それでは入らない。もっと近づいて」

　囁かれて、頰ほおが熱くなる。あの時は夢中で、何がなんだか解らなかったんだ。

「ええと……このくらい？」

　僕は言い、ベッドの上を膝ひざ立ちのままで移動する。彼が腰を支えてくれていなかったら、恥はずかしさと不安定さで倒たおれてしまいそうだ。

「もっと、こっちへ」

　彼が囁き、僕の身体を引き寄せて……。

「……ああっ！」

　僕の肌はだに、彼がふい打ちのキスをする。彼の唇はそのまま滑すべり、僕の硬く尖とがった乳ち首くびを唇に含んで……。

「……ああ、ダメ……っ！」

　舌で転がされ、先端を甘あま嚙がみされて、全身に甘い痺しびれが走る。

「……や、やあ……っ！」

　チュクチュクと音を立てて吸い上げられて、目の前が白くなる。僕の屹立がびくんと震えて、白はく濁だくを吹ふき上げそうになり……。

「もう少し我慢だ」

　彼が囁き、屹立の根元を指できゅっと締め上げる。

「……んんーっ！」

　放出できなかった欲よく望ぼうが、身体の中で嵐あらしみたいに荒あれ狂くるう。

「……いや、イかせ……ああっ！」

　腰を支えていた彼の左手が滑すべり下り、大きな手が僕の尻しりを包み込む。屹きつ立りつを握にぎっていた彼の右手が、僕の両腿の間に滑り込む。先走りでたっぷりと濡ぬれた指が、ぬるぬると谷間を往復し、とても深い場所まで探さぐってきて……。

「……あ……そこ……っ！」

　前に一つになった場所に、彼の指が押し当てられる。恥ずかしさと怖こわさで逃にげたくなるけれど、先走りの滑りのせいで彼の指はするりと僕に忍しのび込んできて……。

「……ああっ！」

　彼は僕を引き寄せ、乳首を舌で愛あい撫ぶしながら僕の蕾つぼみを容よう赦しやなく犯おかす。そのまま、僕の理性がとろとろになるまで愛撫を続けて……。

「……はあ……はあ……」

　息も絶え絶えになった僕の身体を、彼の手がぐっと引き寄せる。

「……くう……っ！」

　下から押し上げてくるとても熱いものに気づいて、僕は息を吞む。

「息を吐はいて。ゆっくり腰を落としてごらん」

　彼が囁き、僕の腰を支えてリードしてくれる。

「……ん……っ」

　柔やわらかくされた僕の蕾が、とても逞たくましい彼をゆっくりと包み込む。

「……んん……っ」

　恥ずかしいけれど、まだ二度目なのに僕の蕾は彼の形と、それが与あたえてくれる快感をしっかりと覚え込んでいた。悦よろこびに震えながら彼を包み込み、そのまま収縮しながら誘さそい込んでしまって……。

「……すごい。吸い込まれる」

　彼が僕の首筋にキスをしながら、ため息で囁く。

「……ああ……なんて身体からだだろう。今まで我慢できたのが、奇き跡せきだ」

　腰を支える彼の手に、ぐっと力が入る。

「だがもう、我慢できない」

「……ああっ！」

　そのままググッと腰を進められ、僕は大きく息をのむ。

　……とても熱い。これが、彼の欲望の証しるし……。

　思っただけで蕾が蕩とろけて、彼をゆっくりと受け入れていく。

「……あ……あ……っ」

　とても逞しい彼が、僕をきつく押し広げ、とても深い場所まで僕を満たして……。

「愛している、ジョエル」

　彼が囁き、僕の唇くちびるにそっとキスをする。僕はゆっくりと目を開き、彼を見つめる。涙なみだで曇くもった視界の中の彼は、やっぱり見とれるほどの麗うるわしい男で……。

「愛してる、ヒューゴ」

　僕は腕うでを伸のばし、彼の肩かたに両手を置く。　>>>♥

「朝まで、抱だいて欲しい」

「ああ、朝まで、離はなさないよ」

　彼が囁き、ゆっくりと抽ちゆう挿そうを開始する。だんだん速くなるそのリズム。与えられる激しい快感に、僕は喘あえぎ、必死で彼にすがりつき、そのまま何もかも忘れて……。

　……ああ、この後どうすればいいのか、まるで解らない。彼と永遠に一いつ緒しよにいられることを祈いのりたいけれど、まだまだすべてが終わったわけじゃない。

　僕の脳のう裏りに、小さな可愛かわいい甥おいっ子の顔がよぎる。……ブラッドレイ家との戦いは、まだ続きそうだ。

　……でも……。

　僕は、涙を流しながら思う。

　……今は、信じられないほど幸せだ……。




　　　　◆




　その事件の後。僕はジェイド・ベルギウスというペンネームを使って正式に脚きやく本ほん家デビューをした。僕が天才であることを示すように僕の劇は残らず評判になる。そして。ヒューゴと彼の会社には幸運なことが起こり続けてる。だって、幸運の星を持つ僕が、毎夜のように愛をあげているからね。

　仕事中はいつでも冷静に見えるのに、夜のヒューゴは容赦なく僕を支配する。そんなところにも、実はめろめろなんだけど。

　僕の恋こい人びとは、ハンサムで、大人で、クールで……だけど本当にセクシーなんだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです。今回の『ロミオは花嫁を奪う』は、パーフェクト・ウェディング・シリーズ第三弾。可愛かわいい甥おいっ子達をブラッドレイ一族の魔まの手から救ってきた美しき正義の味方（笑）、ジョエルのお話。『天使は野獣の花嫁』『オペラ座の花嫁』にも、ジョエルとそのパートナー、ヒューゴが登場しております。毎回美味おいしいところを持っていく二人のお話にはたくさんのリクエストをいただいてました（メールくださった皆みなさんありがとうｖ）。今回、彼のお話が書けてとても楽しかったです。

　メルマガやブログにも書いたのですが、ここにもお詫わびとお知らせと御お礼れいを。

　デビューしてから十九年。限界に近い速度で仕事をしてきましたが、その無理が身体からだに来たのか、二〇一四年の春に検査で病気が発覚してしまいました。幸い手術は無事に成功し、その後半年間の投薬も無事完かん了りよう。半年後検けん診しんでも異常ないことが確認でき、今はとりあえずホッと一息という感じです。

　入院前に提出していた原げん稿こうや短編集は発刊されていたのですが……この本が、復帰後の完全新作の第一作となります。ご協力くださったルビー文庫編集部の皆みな様さま、営業部の皆様、そしていつもとは違ちがうペースだったにもかかわらず、快くご協力くださり、素す晴ばらしいイラストを仕上げてくださったおおや和美先生に、大きな感謝を。

　入院中お見み舞まいメールをくれたり病院まで足を運んでくださった業界および同業者の皆様、つききりで看病をしてくれた家族……本当にありがとう。自分はいろいろな方に支えられているのだと痛感しました。そして、あたたかい励はげましのお言葉をくださった読者の皆様。入院のことをブログやメルマガやあとがきで公表してから、たくさんのメッセージをいただきました。今まで「新作を待っていてくれる読者さんのために！」とずっと無理を続けてしまったのですが……読者さんからのメッセージには、「無理をしないで」「まずは元気になって」というあたたかい言葉ばかりで……読みながら涙なみだが出ました。本当にありがたいことです……（涙）。

　おかげさまでかなり元気になってます。とはいえこの機会に健康的な生活に切り替かえなくては、ということで、よく寝ねて、健康的なものをちゃんと食べて、ウォーキングして、あとは次の本のための資料を集めたり。発刊ペースは以前よりもゆっくりになるかと思いますが、その分、一作一作を大切に書いていけたらと思っております。

　メルマガで病気になったことをご報告してから、同じように闘とう病びよう中の方からもたくさんのメッセージをいただきました。ご自身も大変な中、本当にありがとうございます（涙）。闘病中の皆様、お互たがい無理はせず、毎日一歩ずつ頑がん張ばっていきましょうね。みんな一いつ緒しよに、早く元気になれますように。

　水上ルイ、これからも頑張ります。また次のお話でお会いできれば嬉うれしいです。





二〇一五年　一月　水上ルイ　　
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